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はじめに 

 

近年、中学校では、いじめ、不登校、自殺等様々な問題が起こっている。 

文部科学省の平成 27 年学校基本調査（2015）によると、中学校における不

登校の人数は、約 9 万 7 千人であり、前年度と比較しても 2 千人ほど増加して

いる。不登校の児童生徒の割合は、小学校の 0.39％に比べ、中学校では 2.76％

と約 7 倍にのぼり、36 人に 1 人という結果が示されている。  

【図 1】平成 27 年学校基本調査 図 16 （文部科学省 HP） 

 

岡安孝弘ら（1992）は、「教師との関係」、「友人関係」、「部活動」、「学業」、「規

則」、「委員活動」の 6 因子を「学校ストレッサー」として挙げており、中学生が

学校生活を送るうえで、様々なストレス反応から不登校を引き起こしているこ

とを明らかにしている。赤羽根直樹ら（2016）においては、不登校と関係する要

因を検討しており、「家庭教育力」「対人関係力」の問題を抱える生徒は不登校と

なるとしており、全教員で対策を講じることにより、不登校を未然に防ぐことが

可能であることが明らかになったとされている。 

このことより、不登校を予防するには、これらの「学校ストレッサ―」の軽減
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が必要であり、そのストレッサ―の軽減には、教師と生徒の関係や、友人同士の

関係を良好に保つことのできるような対人関係力を向上させることが必要であ

ると考えられた。 

 不登校の対策として、教育心理学分野、臨床心理分野において様々な予防策の

検討が行われている。下田芳幸（2013）においては、小学生を対象とした予防的

心理教育研究の実践動向がまとめられており、ストレスマネジメント教育や、集

団的社会的スキルトレーニングが多くおこわなわれていることが示されている。 

中学生では、牧野幸志（2010）によるコミュニケーションスキル訓練を取り入

れたものなどがある。安藤有美・山崎勝之（2014）では、中学 1 年生に学校予

防プログラムとして自己信頼心（自信）の育成プログラムを実施している。 

 これらの方法は、専門のスキルを必要とし、だれでもどこでも行うのは簡単で

はないように考えられる。絵本の読み聞かせに注目したのは、だれでも簡単に行

うことができ、小さいころより親しみ慣れたものであるからである。なおかつ、

絵本の読み聞かせは、読み手と聞き手の心をほぐし、対人関係向上の効果が期待

できると考えたからである。その理由の一つに、村中李衣（2000）において、養

護施設での読書療法において 1 年半にわたり「絵本の読みあい」を行ったこと

で「明らかに子どもたちの対人的関心度が高まってきたと感じている。表情に活

気がもどり、人のことばを待つ「間」を持つ自信というか自分への信頼感のよう

なものが感じられるようになった。」（村中李衣 2000、p.61）と述べられてい

たことがある。このことより、絵本を読みあうことで、対人関係力の向上が図ら

れるのではないだろうかと考えられた。 

増田梨花（2010）は、絵本を利用して、不登校児（中学生）に対するウォーム

アップ面接や、「絵本の読み合わせ」を中心とした面接を重ねた結果、「外に向か

っての攻撃してしまう傾向が抑えられるとともに、精神の安定が高まり、辞退容

認・受容の傾向が強まった。このことから、「不登校」という生活環境の変化に

よって生じたストレスに対して、絵本の読み合わせが心を落ち着かせる方向に

向かう調節機能として作用したと考えられる。」（増田梨花 2010、p.33、p.60）

というように外的世界とのバランスをとる調節機能といった心理的効果を報告

している。さらに、「関係性の回復機能」、「自己洞察の契機」といった効果があ

ったことを報告している（同上書、pp.33-34）。 

このような先行研究の結果より、一般的には、絵本の読み聞かせが行われてい
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ない中学生に絵本を利用した取り組みが行われることで、精神の安定や、対人関

係の改善に役立つのではないだろうかと考えられるのである。 

中学校における絵本の読み聞かせを利用した実践の例としては、1970 年代か

ら大村はまによる絵本の読み聞かせや絵本を使った国語科授業実践が行われて

いた（大村はま 1991）。しかし、中学校において、絵本の読み聞かせは一般化

することなく現代にいたっている。その中で、谷木由利（2005、2006、2011）

は、1 年間毎日継続的に、全教員が全生徒に絵本の読み聞かせを行い、その結果

不登校が改善されたと報告している。全教員が全生徒に絵本の読み聞かせを行

ったことにより、不登校の状態に陥っている生徒が登校したり、教室に入ったり

しやすくなったのではないかと考えられる。 

絵本の読み聞かせといえば、多くは乳幼児に対して行われ、秋田喜代美・黒木

秀子 編（2006）、松居友（2000）、柳田邦男・松居直・河合隼雄（2001）など

に見られるように、言語能力や、愛着関係を育むことが、明らかにされている。

しかし、絵本の読み聞かせは、教育分野以外、例えば医療分野、心理学分野にお

いて、利用されていることから、その効果が低年齢の子どもだけでなく、あらゆ

る年齢の人に有効であることが推測できる。 

高橋久子・城戸梨花（1987）、増田梨花・馬場実（1988）により、小児病棟に

おける読書療法の適用可能性が、心理的指標を用いて検証された。絵本の読み聞

かせを重ねた結果、精神の安定度が高まり、攻撃的傾向が抑えられ事態容認・受

容の傾向が強まったと報告されている。 

滝沢鷹太郎・小宅泰郎・阿部薫・沢居正・伝法谷清・作田清貴・掛端不似子

（1995）では、絵本の読み聞かせを行うことで初対面の人との関わりが苦手だ

った子どもの心が開かれていった様子等、小児病棟における絵本の読み聞かせ

の効果が報告されている。 

村中李衣（1998）は、医療機関に入院している子どもと絵本を読みあうとい

う読書療法を行い、社会適応性が高まったという治療効果を経験し、その上で、

人間と人間との関わりの場づくりをし、その中でお互いに分かり合えるように

なる「絵本の読みあい」活動の有効性を示している。村中の報告では、「絵本の

読みあい」を行った年齢も、幼児からお年寄りまで幅広いものとなっている。 

小川香織（2008）は小児科の診療待ち時間に絵本の読み聞かせを行い子ども

の治療に対する恐怖の軽減などの効果も示唆している。 



7 

 

しかし、一般的には、絵本の読み聞かせといえば、幼児のものとされ、小学生

になると、家庭では絵本の読み聞かせをする頻度は減り、中学生ともなれば、家

庭でもほとんど行われていないようである。それは、字が読めるようになると、

自分が読み進めることができるため、他人に読んでもらわなくてもいいという

養育者の意識があるからであろうと推察される。 

現在、小学校・中学校においては、朝の読書活動の普及により地域のボランテ

ィアなどによる絵本の読み聞かせが多く行われるようになってきている。絵本

の読み聞かせの効果が再認識されているようであるが、その効果の判断は、経験

等によるものがほとんどである。 

絵本の読み聞かせの効果の研究について、経験的・実践的手法では多くの報告

がなされている。しかし、これまで、絵本の読み聞かせ聴取後の生徒の感想を質

的に分析し、絵本の読み聞かせの効果について研究したものはみられない。生徒

の感想には生徒の心情や思考がよく表れていると考えられることにより、絵本

の読み聞かせ聴取後の生徒の感想文を質的に分析する。 

また、不登校の原因である「学校ストレッサ―」を把握するためには、ストレ

スの緩和に関する指標が必要である。ストレス緩和の指標として、生理的指標を

用いることがある。絵本の読み聞かせの効果に関して生理的指標等を使って科

学的に検証した例は、増田梨花・谷中広明（2010）の報告がある。増田ら（2010）

では、サーモグラフィーによる計測を行い、「絵本の読み聞かせを行った際に鼻

部皮膚温度の上昇が認められたことから、副交感神経の働きが亢進したことが

考えられ、心理検査により確認されていた精神発達・社会適応性の向上や精神の

安定度の向上とともに、自律神経系の安定・平衡をもたらす効果が示唆された。」

（増田梨花・谷中広明 2010 p.71）と報告している。増田ら（2010）の報告は、

絵本の読み合わせ実践で得られた経験による結果を生理的指標により検証した

形となっている。 

その他、生理的指標として近年注目されているものには、脳機能を計測する手

法がある。1990 年頃より、脳機能イメージングの手法が開発され、非侵襲的に

脳の活動が計測できるようになり、脳や心のメカニズムが分かるようになって

きた。このことをきっかけに、「脳科学と教育」の研究分野が注目されるように

なり、情緒・発達や教育に関連した脳機能研究が進んでいる。脳機能イメージン

グを用いた研究においては、音声言語活動である音読時、朗読聴取時、音楽聴取 
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時等の脳活動が計測されているにもかかわらず、絵本の読み聞かせ聴取時の脳

反応について計測したものは、泰羅雅登（2009）による報告だけである。 

そこで、本研究では、絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応を計測し、絵本の読み

聞かせの実践における質的分析結果との関連を考察することで、脳科学的分析

と、実践的分析の二つの側面より絵本の読み聞かせの教育的効果について明ら

かにする。そのことによって、中学校におけるいじめ、不登校当様々な問題解決

への方法的手がかりを得ようとするものである。 
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第１章 研究の目的と方法 

 

第１節 目的 

 「はじめに」でも述べたが、本研究では、絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応を

計測し、絵本の読み聞かせの実践における質的分析結果との関連を考察するこ

とで、脳科学的分析と、実践的分析の二つの側面より絵本の読み聞かせの教育的

効果について明らかにすることを目的とする。 

特に中学校段階における、絵本の読み聞かせ実践へ向けての足がかりを得よ

うとするものである。 

まず、第 1 の目的は脳科学的分析研究におけるものである。音声言語活動の

脳反応に関する分野での先行研究において、脳機能イメージング法の一つであ

る近赤外光トポグラフィ法（near-infrared spectroscopy 、以下 NIRS とする）

を用いた研究として、川島隆太・安達忠夫（2004）の研究がある。その研究で

は、音読時に前頭前野の脳血流が増加した例や、漢詩の熟達者による朗読時に前

頭前野の脳血流が減少した例が示されている。また、古谷礼奈・魚住超（2009）

により、朗読聴取時に血流減少した例が報告されている。そこで、絵本の読み聞

かせ聴取時の NIRS による脳反応の計測を行い、脳の血流動態を分析すること

によって、脳がどのような状態であるのか、同条件で計測した黙読時、音読時と

の比較を行うことで、絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応の特徴を検証すること

を第 1の目的とする。 

次に第２の目的は、学校における実践の分析研究におけるものである。学校に

て、継続的に読み聞かせを聞いた中学生の感想文を、修正版グラウンデッド・セ

オリー・アプローチ（Modified-Grounded Theory Approach 以下 M-GTA と

略す）の手法を用いて質的に分析することにより、絵本の読み聞かせ活動によっ

て中学生にはどのような影響がもたらされたかを明らかにすることを第 2 の目

的としている。 

 

【引用文献】 

川島隆太・安達忠夫（2004a）『脳と音読』講談社 

古谷礼奈・魚住 超（2009）「脳血流計（NIRS）を用いた朗読聴取時の脳活動の評価に
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関する研究」『室蘭工業大学 SVBL』SVBL 年報 Vol.8  pp.133-134 

【参考文献】 

木下康仁（2007）「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA)の分析技

法」『富山大学看護学会誌』6（2）pp.1-10 

木下康仁（2007）『ライブ講義 M-GTA－実践的質的研究法修正版グラウンデッド・セ

オリー・アプローチのすべて』弘文堂 

小泉英明・牧 敦・山本 剛 山本由香里・川口英夫（2004）「脳と心を観る―無侵襲

高次脳機能イメージング―」『電気情報通信学会誌』87(3) p.209 

 

第２節 方法 

 

 はじめに、これまでの絵本の読み聞かせに関する先行研究についてその動向

を把握し、明らかになっていないことを確認する。 

第１の研究として、NIRS を用いた絵本の読み聞かせ聴取時の計測を行う。

まず、これまで明らかになっている最新の脳機能に関する知見を調べ、脳機能

イメージングについて先行研究を分析し、様々な課題（タスク）を行っている

際どのような血流動態が生じているかについてまとめ、脳機能イメージング研

究の課題と可能性を明らかにする。 

 次に、その知見をもとに、NIRS により音声言語刺激である絵本の読み聞か

せ聴取時、黙読時、音読時のそれぞれの脳反応の計測及び解析を行う。 

 そして、絵本の読み聞かせ聴取時における脳の前頭前野の血流動態を、同時に

計測した黙読時、音読時と比較をすることで、絵本の読み聞かせ聴取時の脳の血

流動態の特色を明らかにする。そして、先行研究における血流動態が指し示す心

理状態を指標とし、絵本の読み聞かせ聴取時の脳の血流動態の特色が示唆する

心理状態を考察する。この際、脳計測の主な対象を成人とした。中学生の場合保

護者の同意が必要であることなどより、必要な人数の確保が困難であると考え

られたからである。そこで、被験者の多くを大学生、大学院生にて計測を行うこ

ととした。中垣啓（2011）のピアジェの発達段階論の考察によると、形式的操作

期は、11-12 歳ころから形成されはじめ、14-15 歳ころ均衡状態に達すると考え

られている。13～15 歳である中学生は、成人と変わらない知的操作ができる時

期であると考えられる。脳の前頭前野の成長・成熟・発達から見ると、相原正男
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（2006）では、前頭葉、前頭前野の体積は、8～15 歳の思春期前後で急激に増大

し、特に前頭前野の増大が著明であるとし、前頭葉機能の検査においては、15 歳

ごろ成人レベルに達したとされている。つまり、中学生の脳機能は、成人レベル

に達していると考えられ、大学生、大学院生の脳機能を計測することで、中学生

の脳機能を推定することは可能であると考えられた。 

第 2 の研究として、学校における絵本の読み聞かせの実践の教育的効果を明

らかにするために、継続的に絵本の読み聞かせを聴取した中学生の感想文の質

的な分析を行う。まず初めに、ボランティアが中学生に毎週 1 回絵本の読み聞

かせを 1 年間継続的に行った後、中学生に書いてもらった感想文を対象として

M-GTA により分析を行う。次に、教師が国語の授業の導入部分で絵本の読み聞

かせを 2 か月間継続的に行った後、中学生に書いてもらった感想文を対象とし

て M-GTA にて分析を行う。 

 最後に、絵本の読み聞かせ聴取時の脳機能を分析したものと、実践による絵本

の読み聞かせ聴取後の中学生の意識の状態を総合的に考察し、中学生に対する

絵本の読み聞かせの教育的効果を検討する。 

 

【引用文献】 

中垣啓（2011）「ピアジェ発達段階の意義と射程」『発達心理学研究』22(4) pp.369-380 

相原正男（2006）「認知神経科学よりみた前頭前野の成長・成熟・発達－発達障害を

理解するために―」『認知神経科学』8（3）pp.195-198 

【参考文献】 

相原正男（2016）「社会脳の成長と発達」『認知神経科学』18（3.4）pp.101-107 
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第 2 章 絵本の読み聞かせ実践研究の動向と課題 

 

絵本の読み聞かせの歴史的展開は、張江洋直・池田裕子・安藤友晴（2013）に

よってまとめられている。概観すると次のようである。1956 年、絵本とは、「大

人が子供に読んでやる本」という編集方針による月刊絵本『こどものとも』が刊

行され、保育所・幼稚園を中心に絵本の読み聞かせが全国的に普及した。また、

1960 年に当時鹿児島県立図書館館長であった久保田彦穂（椋鳩十）の提唱した

県民運動「母と子の 20 分間読書」がすでに行われており、やがてこれが「親子

読書」として全国的に拡がることで、さらに絵本の読み聞かせが、一般化した。

1992 年には、日本でも保護者とその子供たちに絵本を手渡すブックスタートが

始まり、絵本の読み聞かせは、公的機関の後押しもあり、さらに広まりを見せた。

また、1988 年に始まった「朝の読書運動」なども絵本の読み聞かせ運動などが、

学校教育現場における絵本の読み聞かせの普及の一助となっている。 

このように絵本の読み聞かせが広がるに呼応し、絵本の読み聞かせに関する

研究の対象も多岐にわたっている。 

絵本の読み聞かせに関する研究を、対象年齢によって大きく分けて検討する

と、未就学児（乳児、就園児）が対象である研究、就学時以降の学齢の子どもが

対象である研究、広く一般大人まで含めた研究、高齢者に対する研究に分けられ

る。 

未就学児に対する研究が圧倒的に多く、その内容も、絵本の読み聞かせによる

効果、物語の内容理解、心を育む、言語の修得、発話内容、集団読み聞かせの効

果、将来の読書に及ぼす影響、親子間の対話、母親の意識・信念、絵本の選書等

多岐にわたっている。大きく分けると、「言語分野」、「発達分野」、「心理分野」、

「教育分野」「実践報告」「選書」「ICT（デジタル絵本）との比較」に分類する

ことができる。 

絵本の読み聞かせ研究のレビューは、足立幸子（2004）、玉瀬友美（2012）、

宮澤優弥（2015）、などにより報告されている。その分類の仕方は、玉瀬（2012）

では、「保育の教育における読み聞かせ研究」「国語教育における読み聞かせ研究」

「心理学的研究における読み聞かせ研究」、というような枠組みであった。学校

における宮澤（2015）の分類では、「授業内での読み聞かせ」（国語科、英語科、

その他の教科、特別活動）、「授業外での読み聞かせ」「広く学校という状況での
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読み聞かせ」であり、内容では、「（1）教育方法開発・改善型」「（2）読み聞かせ

実践分析型」に分けられている。宮澤（2015）においては、教育方法開発・改善

は研究として多く見られるが、読み聞かせ実態分析型の研究は少なく、それを描

き出すことが必要であるとしている。 

本章では、中学生を対象とし、かつ、学校における絵本の読み聞かせ実践の

研究について、その研究の動向と課題について考えてみたい。 

先行研究においては、様々な場面での実践がある。Ⅰ.「授業時間内」におけ

る研究では、①国語科の授業における実践、②外国語の授業における実践、③家

庭科（保育）の授業による実践、④特別活動による実践、Ⅱ.「授業外」において

は、①朝の読書タイムによる実践、②図書館活動による実践、③職場体験による

実践、④不登校に生徒に対する実践などがある。このほか、校種によっては、Ⅲ．

特別支援教育における実践も多く見られ、Ⅳ.定時制高校での実践も見られる。

また、Ⅴ.大学においては、保育系学生や、教員養成系学生に対する実践などが

ある。 

まず、注目したのは、中学校の授業における読み聞かせ実践報告である。 

谷木由利（2007）では、国語の授業に教室において読み聞かせを行い、その

読み聞かせを聞き、自らも読みたくなった中学生とともに交互に読み、教室中

に希望者が広がったという実践が報告されている。また、谷木由利（2015）で

は、「絵本の読み聞かせ」「絵本の読み合い」体験について、ことばを通して、

子どもと教師の信頼関係を築くために有効な「絵本の読み聞かせ」を教室に取

り入れないほうはないとし、毎日の国語の時間の「絵本の読み聞かせ」を通し

てこれらの効果を実感したと報告されている。 

石川晋（2013）では、中学校 3 年生の問題のあったクラス運営で悩んだ末、

授業中に教科書を横において、絵本を読み聞かせたところ、教室外に出ていた

生徒が、一人二人と席に戻り集中して聞きはじめ、最後には拍手が生まれ、生

徒との間に初めて「対話」が生まれたと報告されている。以来、「教室読み聞

かせ」を通じて、教師と生徒、生徒同士の「対話」や「学び」が生まれたとい

うことである。 

田渕由紀子（2015）では、谷木由利が中学校にて行った国語科における「絵

本の読み聞かせ」実践について分析を行っている。「絵本を読まずに国語の授

業ができるわけはない」と語り、国語の授業の初めに必ず「絵本の読み聞か
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せ」を行い、学習者に「ことばを媒介として人と関わることの喜び」を味わわ

せるためには、「絵本の読み聞かせ」が効果的であると気付いたとの報告がさ

れている。 

これら中学校における実践報告では、学校において「絵本の読み聞かせ」を

教師が行うことには、教師と生徒との信頼関係を構築し、教師や友人との「対

話」が生まれ、人との関係性が良くなるといった対人関係力を向上させる効果

があることを示唆していると考えられている。 

この他、絵本を利用した授業実践として、望月一枝（2012）では、家庭科での

保育の授業に関連して、絵本の読み聞かせについて体験を行うという報告があ

った。これは、絵本の読み聞かせを生徒が行い、絵本の読み聞かせに対する理解

を深めるという趣旨であると考えられる。 

学校における授業以外の特別活動での実践としては、寺田清美（2004）では、

次世代育成児事業や、中学生の職場体験活動における絵本の読み聞かせの実践

を報告している。一冊の絵本が中学生との心の橋渡しをしているようだとのべ

ている。 

上記の実践の多くは、読み聞かせの状況、読んだ本、感想の提示等であり、得

られた結果に対して分析を行っていない。そこで、分析を目的として実践を行っ

ている研究について、分析方法に着目し、対象を、中学校における絵本の読み聞

かせに限って先行研究を示す。 

鶴田清司（2000）では、国語の授業において、『葉っぱのフレディ』の教師に

よる音読が行われ、第一次感想を感想カードに書いてもらっている。そして、研

究者による分析を通して、他者との対話や、批判的読み、子どもたちの読みの深

まりなどを抽出しており、絵本の教材化の可能性に言及している。心理学の分野

では、感想の分析は多く行われているようである。今野公美子（2005）では、教

師が中学生に対して、『１００万回生きたねこ』（佐野洋子 作絵 1977 講談社）

を読んで、中学生に書いてもらった感想を質的に分析し、死生観を検討している。 

 家庭科分野では、堀内かおる（2011）が、小・中学生に絵本の読み聞かせをし、

絵本に描かれた家族像についてアンケートをとり、テキストマイニングにて分

析を行っている。そして、家族の在り方について考える授業のための教材として

絵本の有用性を考察している。 

また、英語科では、白須康子（2004）は、英語絵本を中学校の英語教材として
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利用するため、先行文献の分析を行っている。そして、言語習得、異文化理解 

及び文学的価値の観点から英語絵本の分析をし、教材としての絵本の有用性を

考察し、ふさわしい絵本の選書、授業における利用法などを示している。しかし

これらは、絵本を教材として使用した場合の有用性を分析したものであり、心理

的・精神的な絵本の読み聞かせの教育的効果を分析したものではない。 

教育実践学の分野では、中学生の生徒に対する絵本の読み聞かせの研究はみ

られないのであるが、小学校の児童に対する絵本の読み聞かせの教育的効果に

関する研究がある。玉利彩・内野成美（2015）は、絵本の読み聞かせを用いて、

児童の自己開示を促進するための実践研究を行っており、絵本の読み聞かせの

心理的・教育的効果についての先行研究のまとめがされている。吉村梨那・吉村

春生・古賀 靖之（2009）では、学級における「読み聞かせ」が児童生徒のメン

タルヘルスに及ぼす影響についての研究を行い、心理的効果を分析している。心

理不安尺度を用い、読み聞かせによって児童生徒の不安感が軽減されたことを

調査によって明らかにしている。古賀喜子・笹山 龍太郎・内野 成美（2014）で

は、絵本の読み聞かせと授業を融合させ、児童の適応力を高めるための教育的介

入を行ったという報告をしている。継続した絵本の読み聞かせを通して、対人関

係のスキルを学び実践する児童の姿から、学校適応力が育成されたことを推測

している。松本修（2013）では、教室での読み聞かせの教育的意義・役割を分析

し、学習の共同体の育成という役割を見出している。 

また、河野俊明（2013）では、小学校授業における絵本の読み聞かせを行い、

子どものメンタルヘルス（豊かな読後感の感受と創造・相互交流による存在感や

安心感の獲得）に及ぼす効果を検討し、その結果、絵本の読み聞かせが人的相互

交流を促し、一人ひとりの心身がゆるみゆったりとした気持ちが醸成されたこ

とを示している。これらは、いずれも小学校の実践である。年齢の高い例でいえ

ば、細田香織（2013）の定時制高校に通う生徒への絵本の読み聞かせの有用性

の検討がある。高校生が絵本の読み聞かせを受け入れ、絵本の内容からメッセー

ジを自分なりに取り出し、自己理解・他者理解・ノーマライゼイションの理解に

読み聞かせが貢献できることを明らかにしている。 

 

このようにみてくると、中学生に対する絵本の読み聞かせの実践・研究におい

て、心理的・精神的効果といった、絵本の読み聞かせの教育的効果を分析したも
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のはみられなかった。「はじめに」で述べたように、絵本の読み聞かせの対象は

低年齢であるという一般的な意識が影響しているかもしれない。中学生に対す

る絵本の読み聞かせの持つそのものの効果は、明らかにされていない。 

したがって、中学校における、いじめ、不登校、自殺といった様々な課題を解

決するためには、中学生に対する絵本の読み聞かせの教育的効果について科学

的に分析する必要があると考えた。 

近年、脳科学と教育の分野の研究が進んでおり、ストレス等の研究において、

科学的な分析方法として、脳機能イメージングの方法が取り上げられている。そ

こで、絵本の読み聞かせを聴取したときの脳活動を計測することが考えられた。 
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第 3 章 脳機能イメージングによる研究の動向と課題 

 

第１節 「脳科学と教育」研究分野の概要 

 

1990 年代に、脳機能イメージングの技術が開発され、使用できるようにな

ると、世界的に「脳と教育」に関する研究は盛んに行われるようになった。 

OECD（経済開発協力機構）の「学習科学と脳研究」をまとめた小泉英明

（2005 2006 2010a 2010b）や、国策として行われた「脳科学と教育」研

究分野の政策動向をまとめた緩利誠（2011）を参考に、「脳科学と教育」研究

の流れを、以下の【表１】にまとめ概観する。 

年 事項 

1969 年 時実利彦「脳を育む」研究開始 

1992 年 機能的磁気共鳴描画法（f-MRI）の開発 

1995 年 

 

近赤外光トポグラフィ（NIRS）の開発 

「脳科学の基礎と応用」会議開催（日立中央研究所） 

「脳の科学とこころの問題―脳科学の視点から－」（学術会議脳

の科学とこころの問題特別委員会） 

2000 年 「脳を育む：学習と教育の科学」国際会議開催 

2001 年 「脳科学と教育」プログラムが、世界に先駆けて開始 

・前頭葉機能を活性化する方法の研究（川島隆太） 

・コミュニケーションの発達メカニズムの研究（定藤規弘） 

・睡眠リズム獲得の臨界期の研究（瀬川昌也） 

2002 年 

 

文部科学省「脳科学と教育」研究に関する検討会設置 

「学習科学と脳研究」（Learning Science &Brain Research）

に関する国際プログラム創始（経済協力開発機構（OECD）の教

育革新センター（CERI ：The Center for Educational 

Research and Innovation）） 

「脳科学と学習研究」国際プログラム立ち上げの会議開催（英国

王立研究所） 
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2003 年 「脳を育む」研究領域が発足し、研究着手 

2004 年 

 

国際 NPO「心・脳と教育」国際学会（International Mind, 

Brain, and Education Society : IMBES）（ハーバード大学教育

学大学院） 

「心身や言葉の健やかな発達と脳の成長」が開始され、長期にわ

たるコホート調査を計画 

2005 年 

 

「子どものこころを考える－我が国の健全な発展のために－」と

いう文書が出され、「こころの座としての脳の発達」が取り上げ

られ、文部科学省で、情動の科学的解明と教育への応用に関する

検討会を設置 

「脳を育む」プロジェクト（理化学研究所脳科学総合研究センタ

ー） 

2006 年 脳科学の成果をより社会と結びつけ、社会に還元しようとする。

産学官の壁を超えた運動「脳を活かす研究会」が発足 

2007 年 「脳に学ぶ」を設定 

2008 年 「脳科学と教育」プラグラムの完了 

2010 年 ・情動と社会性に関する研究の推進 

・文部科学省の推進プログラムでは、「社会的行動を支える脳基

盤の計測・支援技術の開発」が課題として取り上げられ事業開始 

【表 1】「脳科学と教育」研究分野の流れ 

「脳科学と教育」研究分野は、OECD によりその重要性が示され、日本にお

いても、小泉英明らを核とし、国家プロジェクトとして推進されてきた。小泉英

明（2010a）では、一般の義務教育に直接寄与する新たな学習法を提示する前に、

幼児や小児の特別支援教育や特殊教育のように、脳の働きの障害によって生じ

る発達障害や学習障害の分野をまず確立させる意義も見えてきたとされ、特殊

事例から、新たな知見を生み出し、それらから一般事項へ慎重に展開する進め方

が必要であるとされている。「脳科学と教育」研究分野の政策動向をまとめた緩

利誠（2011）は、国策として行われてきた「脳科学と教育」研究分野であったが、

教育への応用がまだその成果はまだ一般の学校教育には十分に反映されている

状態ではなく、脳科学そのものも、一般の子どもたちの学習における脳活動を捉

える研究にはなっていないとし、脳科学の教育への応用の課題を示している。
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第２節 脳機能イメージングの概要 

 

第１項 脳機能イメージング 

 

脳機能イメージングとは、脳の働きを画像により表す手法である。 

脳機能計測に用いられる主要な技術に、脳の神経活動を検出する方法と、神経

活動に伴う血流動態の変化を検出する方法がある。前者には、脳波検査（EEG）、

脳磁図（MEG）があり、後者の代表的なものに、機能的磁気共鳴描画法

（functional MRI：以下 f-MRI）と近赤外光トポグラフィ法（near-infrared 

spectroscopy ：以下 NIRS）などがある（岡田英史、栗原一樹、川口拓之、小畠

隆行、星詳子 2015）。 

 

第２項 脳機能イメージングの機器 

 

 脳機能イメージングに使われる機器のうち、先行研究にて言語機能計測に使

用されている f-MRI、NIRS についてその概略を示す。これらは、神経活動に伴

う血流動態を捉えることで、脳の活動を非侵襲的にみることができる機器であ

る。f-MRI、NIRS とは、どのようなものか、その解釈はどのようになされてい

るか、どのような計測に利用できるかについて示す。 

 

１．f-MRI（functional Magnetic Resonance Imaging）機能的磁気共鳴描画法 

 磁気を使って、脳の局所の脱酸素化ヘモグロビン（deoxy-Hb1）の濃度変化を

画像化する装置である。 

 脳が活動すると、局所的に脳の血流が増加するが、血液中のヘモグロビンは、

酸素が結合した状態（酸素化へモグロビン：以下 oxy-Hb2）と離れた状態（脱酸

素化へモグロビン：以下 deoxy-Hb）で磁気的な性質が変わる。増加した動脈血

では、磁場を乱す deoxy-Hb が少なくなるため、その場所の MRI 信号が増える

と考えられている（酒井邦嘉 2002 p.221）。つまり、f-MRI は脳活動が起こ

                                                   
1 deoxy-Hb（脱酸素化ヘモグロビン：酸素を渡した後のヘモグロビン) 
2 oxy-Hb（酸素化ヘモグロビン：酸素を持ったヘモグロビン） 
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った部分の deoxy-Hb の濃度が低下するのをとらえて、「MRI の信号が高い＝血

流量が増えた＝脳の活性化」と考えられているのである。f-MRI は直接の脳のニ

ューロン活動を計測するのではなく、脳の活動に伴う血流の変化をとらえる方

法である。 

 しかし、f-MRI は、被験者を拘束し、大きい音がすることより、幼児の検査は

困難を極める。音声を課題とするには、あらかじめ録音した課題をヘッドホンで

聞くという方法で検査しなければならない。また、f-MRI の計測は、血流の増加

は反応が遅く数秒かかることから、時間解像度が数秒であるという特徴があり、

そこが問題点である。f-MRI の信号は、その時点での実際の脳活動そのものの様

子を表すのではなく、脳活動の結果生じた数秒遅れた脳の血流の変化をとらえ

たものである（榊原洋一 2009 p.127）。 

このように、f-MRI は、課題をしている際の直接の神経活動を捉えているので

はなく、あくまで課題を行った時、脳活動により酸素を消費したことに伴う二次

的な血流動態を捉えているため、時間分解能に数秒の遅れが生じるという点と、

検査の際に音が大きく、運動を拘束され、場所を動かすことができないという点

で、音声言語刺激の脳反応を見る際には難点が生じることが分かった。しかし、

空間分解能はすぐれており、脳の深部まで計測できるという利点もあり、大脳辺

縁系の活動を計測するには、有効である。 

 

２．NIRS（ near-infrared spectroscopy ）近赤外光トポグラフィ法 

（＊光トポグラフィは日立製作所の登録商標であるため、今回使用した機器（島津製作

所製）に関して述べるときは NIRS とする。先行研究引用においては、原文に沿って

表記する。） 

 近赤外光を使い、oxy-Hb と deoxy-Hb で光の吸収度の違うことを利用して脳

血流を計測する方法である。人間の体は、光を透過させる性質と、光を吸収・散

乱させる性質とがある。この吸収・散乱の程度は光の波長と生体を構成している

成分により異なる。特に血液成分のヘモグロビンによって、近赤外光が吸収され

るが、そこに酸素が付いていると吸収の度合いが変化する。NIRS は近赤外線に

よりその吸収の度合いを測定し、酸素化ヘモグロビン（oxy-Hb）、脱酸素化ヘモ

グロビン（deoxy-Hb）の変化量を測定する。【図 2、3】（島津製作所 HP  

http://www.med.shimadzu.co.jp/products/om/qa01.html（2016.12.13 確認）） 
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【図２】NIRSの仕組み       【図３】Hbの吸収スペクトル 

 

脳活動時は、局所的血流量は増加し、新鮮な動脈血が流れることとなり、全体

的には、酸素化ヘモグロビン（oxy-Hb）濃度が大幅に上昇し、脱酸素化ヘモグ

ロビン（deoxy-Hb）は減少する。NIRS は、この脳血流変化を近赤外光によっ

て計測する。また、deoxy-Hb のみならず、oxy-Hb、あるいはその合計である

total-Hb3を求めることができる。ただし、空間分解能が 2‐3ｃｍ程度と低く、

また、脳深部の情報を得ることはできないのである。このため，測定部位の位置

関係が不明確であるという欠点がある（柏倉健一 2004）。NIRS は、被験者の

体を動かないように固定して計測する f-MRI と異なり、光ファイバーを頭皮上

に、設定されるので、被験者は動くことが可能である。したがって、じっとして

いることの難しい幼児や、生後間もない新生児や乳児までも測定可能であると

いうことが特徴である。牧敦ら（2004）は、生後 2‐5 日の新生児の左右側頭部

を光トポグラフィで計測し、a)通常の会話音を聞かせた時、b)その会話の逆回し

の音を聞かせた時、c)何も聞かせない時の脳活動に伴う血行動態変化を観測し、

その結果、言語音を聞いた場合に、大人の言語野・聴覚野に相当する部位で、顕

著な脳活動が見られたことを報告している（牧敦・山本剛・佐藤大樹・平林由紀

子・桂卓成・小幡亜希子・敦盛洋和・山本由香里・木口雅史・田中尚樹・川口英

夫・小泉英明 2004）。 

NIRS は、空間分解能について、その送光プローブと受光プローブの間が、3

㎝あることより詳細な位置の同定は難しい。位置についても、個人間の頭部の大

きさにより、反応部位の詳細な比較は困難である。しかし、簡単に装着でき、座

                                                   
3 Total-Hb 総ヘモグロビン（oxy-Hb と deoxy-Hb の和） 
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位、立位、臥位など自然なスタイルで測定できるという利点がある。移動もでき、

音もしないので、音声言語刺激など、聴く課題についても有用である。 

本研究においては、音声言語刺激による脳反応をとらえようとするものなの

で、計測時に大きな音のする f-MRI より、体の拘束のない、計測時に静かな NIRS

が望ましいと考えた。 

NIRS の解析については、新しい計測結果や、解釈が盛んに行われているが、

本研究では、現時点における最新の情報を探り、分析していこうと考える。NIRS

で得られた結果の分析にも様々な意見があり、一般的には、oxy-Hb が上昇する

と、その部分での脳活動が活性化したと考えられている。現時点では、多くの研

究において、脳活動の指標として oxy-Hb が注目されている。deoxy-Hb に関し

ては、見解が分かれており、未だ明確な指標として示されていないので、本研究

においては、oxy-Hb の動態に注目することにした。 

しかしながら、先述したように NIRS は、安静時に比べて課題時にどのよう

に変化したかを捉える相対値評価をする機器である。個々の絶対値を検出でき

ないため、個体間の比較はできないが、相対的に増加したか、減少したかについ

ての比較はできると考える。また、同一個体で、同時に計測した場合であれば、

課題間の比較は可能である。 

oxy-Hb の値の増加のみをとらえて、脳の血流増加するのが脳の活性化であり

減少するのは非活性化であると単純に捉えるのではなく、血流動態を総合的に

考えて oxy-Hb が増加する意味や、減少する意味を考察すべきであると考える。 
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第３節 脳機能イメージングによる研究の動向 

 

第１項 情動関連の脳機能 

 

不登校の原因となっているストレスに関与する脳機能を計測するにあたり、

情動関連課題に関する脳機能を先行研究により検討する。 

情動をつかさどっているのは、脳の中心部にある大脳辺縁系の扁桃体であり、

小泉英明（2010b）によると、前頭前野の活性化は、扁桃体の活動と関連するこ

とがわかっていると述べられている。 

小泉（2010b）では、「恐怖やストレスによって引き起こされる情動状態は、

学習や記憶に直接影響する。脳科学は、否定的な情動が学習を妨げることを解明

するとともに、扁桃体や海馬、ストレスホルモンが学習や記憶に対する否定的な

情動作用の媒介に重要な役割を果たしていることも明らかにしている。否定的

な情動が生じると、同時に心拍数の増加、発汗、アドレナリン濃度の上昇といっ

た身体的事象が発生し、それが皮質の活動にも影響を及ぼす。（中略）過度のス

トレスは、心身双方にダメージを与えることが考えられる」（小泉英明編 2010b 

p.101）と述べられている。また、情動のコントロールに関して、小泉英明（2010b）

では、「過剰なストレスや極度の恐怖を感じると、社会的判断力や認知能力は、

報酬のリスクへの反応も含めた情動の調整を受けて低下する。（中略）情動は、

生活の一部、学習過程の一部として強い影響力を持ち、（中略）情動をコントロ

ールすることは、学習を効果的に行う上で、鍵となるスキルのひとつだといえる。

（中略）情動能力あるいは心の知能と呼ばれるものは、自己調整力、つまり自分

の衝動や本能を抑制する力を意味するだけでなく、共感力や協力関係を結ぶ力

も含んでいる。」と先行の知見がまとめられている（同上書 pp.97-98）。 

このように、情動コントロールすることは、ストレスにより学習や記憶を妨げ

られることを防ぐ可能性があることが示されている。 

大脳皮質は、Brodmann（1909）により、52 の領野に分類されており、それ

に相当する領野番号がついている(Brodmann’s area:以下 BA と略す)。 

有田秀穂（2010）では、前頭前野を、五つの機能部位に分類して説明してい

る。①ワーキングメモリや注意に関係する背外側前頭前野（BA8、9、46 野）、
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②「心の理論」、共感、エピソード回想などに関与する内側前頭前野（9、10 野）、

③自己意識や自伝的回想に関与する前頭極（10 野）、④情動や意欲に関係する眼

窩前頭皮質（11 野）、⑤衝動性や反応抑制に関与する腹外側前頭前野（47 野）

に分けられている（有田秀穂 2010  p.1334）。 

一般に、腹外側前頭前野に Broca 野（運動性言語野 Brodomann`s area：以下

BA44，45 野）を含めることが多い。ブロードマンの脳細胞構築図を参考にその

位置を図示してみた【図 4，5】（（ ）内数字は BA の領野を示す）。 
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【図４】 前頭葉の機能区分（外側） 

【図５】 前頭葉の機能区分（内側） 
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菊池太一・森悦朗（2010）は、背外側前頭前野には、目的に応じて適切に目標

を設定し、企図して目標に向けた行動を開始して、さらにその結果を評価し、再

利用していく遂行機能があるとしている。 

菊池ら（2010）は、眼窩前頭皮質では、刺激に対する適切な情動反応がおこ

り、刺激に対する適切なアプローチの選択すなわち意思・行動の決定がなされる

と述べている。 

内側前頭前野は、菊池ら（2010）によると、相手の気持ちや意思を察し、思い

やって共感すること、また相手の意思から現れる行動を予測する能力「心の理

論」、エピソード回想などに関与するとされている。相手の表情や態度、声の変

化によって心の状態を推測するなどコミュニケーションに必要な能力を備えて

いる。 

眼窩前頭皮質、内側前頭前野、外側前頭前野の三つの領域に接して、前頭前野

の先端部に位置する領域を前頭極（BA 10 野）という。有田（2010）によると、

右前頭極に、自己に関する種々の記憶情報が蓄積されていて、自伝的回想や自己

意識の形成に関与する働きがあるとされている。また、他者の表情、行為などの

社会的知覚情報が内側前頭前野に送られた時に、前頭極（BA 10 野）にて自己

の自伝的記憶と照合されると共感が発現され、その共感に伴って情動反応が誘

発されると、泣きや笑いが発現されると述べられている。さらに、星詳子（2010）

によると、前頭極は、感情生成には直接関与していないが、扁桃体などの感情生

成領域や、左背外側前頭前野と相互に連携しており、感情に関連した血流変化は

生じうると指摘している。 

また、自伝的回想や自己意識に関与している前頭極、共感や「心の理論」に関

与する内側前頭前野は、安静時に著明に活動するデフォルトモードネットワー

ク（Default Mode Network:以下 DMN と略する）の主要な構成領域である。 

DMN とは、苧阪満里子（2013）では、「安静時に活動上昇を示す一方で、認

知課題を遂行している時は、課題に関連した領域は課題を高めるのに対し、デフ

ォルトモードネットワークは、活動の低下を示すことが多い」（苧阪満里子 2013、

p.2）とその特徴が述べられており、この領域は、心の理論課題や、自己参照課

題、情動認知や社会認知にかかわる領域でもあるとされている（同稿 p.3） 

越野英哉・苧坂真理子・苧坂直行（2013a）は、先行研究より DMN の機能を

まとめており、それによると DMN は、内側前頭前野、後部帯状回などを中心と
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し、前部内側前頭前野は、他者に関する情報処理、自己に関する情報処理、社会

的情報処理、エピソード記憶の検索、将来の出来事の期待、計画や展望記憶、課

題に対する準備や課題セットの生成と維持などに関係しており、後部帯状回は

エピソード記憶の検索、視空間的イメージなどに関係しているとのことである。 

越野ら（2013a）では、DMN のうち、内側前頭前野は、記憶に基づいて自己

に関した心的シュミレーションを行うサブシステムであるとしており、後部帯

状回は、過去の記憶や先行するする経験に基づくシュミレーションの材料を提

供する外側側頭葉との統合を行うとしている（越野ら 2013a p.380）。 

安静期間中にマインドワンダリングなどの活動が起きている際には DMN が

活動しているが、課題が始まるとともに外的刺激の呈示を受けて、ワーキングメ

モリーネットワーク（Working Memory Network:以下 WMN と略す）が活動を

開始し、DMN が活動を低下させるとの報告がある（越野ら 2013a p.386）。越

野ら（2013a）では、DMN の中心領域である前部内側前頭前野（BA10 野） で

は、課題準備期間には活動の上昇を示すが、ワーキングメモリ（WM）課題遂行

中は活動の低下を示したとし、そのほかの領域は、課題の種類によって活動の状

態が異なることを示している。 

中野珠実（2013）では、瞬目により、DMN が一過性に上昇することが認めら

れたことが報告されており、「外的に注意を向けている状態でも、瞬目に伴い拮

抗する神経ネットワークの状態を一過性に変動させることで、注意を内的に解

除し、情報の分節化を行う」という。「デフォルトモードネットワークは、内的

処理を担っているだけでなく、常に他のネットワークと相互作用することで、積

極的な認知処理機能を担っている可能性が考えられる。」（中野珠実 2013 p.25）

と報告されている。 

大村一史（2013）によると、注意欠陥・多動性障害（attention-deficit 

hyperactivity:ADHD）では、安静状態における DMN の機能が低下するだけで

なく、安静状態から課題状態への移行時に、DMN の活動が減衰されないままに

次の活動に移行してしまう機能不全がある可能性を指摘しており、安静状態に

続く行動面でみられる実行機能の弱さの原因になっていることを示唆している。

このことは、自閉症において課題の実行機能が弱い原因が、安静時に DMN の

機能が低下するということ、つまり、安静時に DMN の活動が上昇せず、課題状

態になっても DMN の活動が低下しないという機能不全にあることが示されて
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いる。 

以上の先行研究より、情動関連の脳機能は、前頭前野の前側に位置する前頭極

や、内側前頭前野、眼窩前頭皮質などが深く関与していると考えられる。特に前

頭極は、内側前頭前野の一部であることより、自伝的回想や、自己の心的シュミ

レーションを行うとされ、共感の発現と関与するということなどから、情動反応

を考えるのには重要な部位であると考えられる。 

前述したように前頭極を含む内側前頭前野は、DMN の中心領域に相当すると

考えられている。DMN は、安静時に自己の内的処理を行っている際等に活動す

る神経ネットワークであり、外的注意を必要とする課題中には、活動が低下する。

さらに、DMN の活動は、情報の分節化や、安静状態から活動状態へ移行した際

の実行機能にも関与していると考えられた。 

絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応を計測するにあたり、NIRS を使用すること

により、脳の深部にある DMN 全体を計測はできない。しかし、DMN の中心領

域である前頭極は、DMNの活動全体と連動することが考えられる。そこでDMN

の中心領域である前頭極を含む前頭前野の血流を計測することで、DMN の脳反

応を推測することとする。 

 

 

 

第２項 情動関連の脳機能イメージング先行研究 

 

NIRS による脳機能イメージングの先行研究の中で、情動に関連した研究につ

いて、その概要を示す。NIRS 計測による情動関連の研究を見ることで、oxy-Hb

濃度の増減と情動の関係の最新の研究の動向を知り、脳血流動態と情動がどの

ように関係しているかについて検討する。 

 

１．号泣とその後の脳血流動態の変化 

 

まずは、情動の中でも、号泣とその後の脳血流動態に関連する研究を示す。 

神谷清・麓正樹・関由成・鈴木郁子・有田秀穂（2007）では、号泣が前頭前野

の活動に与える影響を光トポグラフィ法で検討している。次に引用する。 
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課題として，泣けるビデオ鑑賞を与え、多チャンネル型近赤外光イメージ

ング装置による前頭前野の oxyHb・心拍数測定、及びビデオモニターを行っ

ている。その結果、号泣過程は、前兆期、トリガー期、継続期に区別された。

前兆期では、心拍数増加（交感神経緊張）と内側前頭前野の oxyHb の緩や

かな増加が認められ、被験者は胸の込み上げ感を自覚した。トリガー期では、

内側前頭前野の oxyHb は急激な増加を示し、肩を震わせて号泣を開始した。

継続期では、泣き続けているにも関わらず心拍数は徐々に低下し（流涙は副

交感神経による作用）、内側前頭前野の oxyHb は減少した。課題後の心理テ

ストでは混乱の尺度が特異的に改善された。このことから号泣は内側前頭前

野の賦活によってトリガーされ、それは自律神経バランスを副交感神経側に

シフトさせて、ストレス解消効果をもたらすと考えられた。（神谷 2007 

p.314） 

 

これは、泣けるビデオにて感動して号泣した後は、ストレス緩和作用を発揮し、

その際、内側前頭前野の oxy-Hb が低下したという報告である。この報告では、

号泣の直前では、激しく内側前頭前野の oxy-Hb が上昇する。けれども、号泣が

始まった直後、oxy-Hb は下がる。著しく感動し、号泣を経験した後は、ストレ

スが緩和されることを示している。ここで述べられている内側前頭前野は、本研

究において計測を行った前頭前野のうち前頭極と重なる。同部分における oxy-

Hb の低下はストレス緩和の指標であるとも考えられるのではないか。 

 

２．快感情と oxy-Hb の減少 

 

次に、快感情と脳血流動態の関係についての研究を示す。 

星詳子（2010）では情動をつかさどる神経回路の研究を行い、NIRS を用い、

快感情・不快感情と外側前頭前野、前頭極の高次認知機能との関係性を明らかに

している。感情に関連した脳活動を検出するために、快・不快・中性感情を引き

起こす画像を各感情価に対して 30 枚ずつ選出し、ランダムに 14 秒間隔で 6 秒

間提示するという実験を行っている。強い快感情と強い不快感情に対する oxy-

Hb の変化を解析した結果、外側前頭前野に相当する部分において、不快感情で
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は、oxy-Hb が増加し、快感情では oxy-Hb が減少している。 

星詳子（2010）では、外側前頭前野は感情生成に関与しており、快と不快では

異なる血流変化を示すことから、この領域の血流変化を計測することにより、

快・不快の感情を識別することができると示唆している。また、一方では、前頭

極は感情生成には直接関与していないが、扁桃体などの感情生成領域や背外側

前頭前野と相互に連結しており、感情に関連した血流変化は生じうると述べて

いる。論文の中でも、快感情を引き起こす画像提示により、前頭極の oxy-Hb の

減少が見られた例が示されている。 

このほか、岩崎智恵子・竹田里江（2015）の研究によると、社会的画像群

（幸せな家族等）および非社会的画像群（自然風景）を見た際、前頭部内側に

おける oxy-Hb が減少し、主観的評価により落ち着きや安心といった情動を示

した。このことより、前頭部内側における oxy-Hb の減少は、落ち着きや安心

感を反映しいると考えられた。 

この研究で報告されている前頭部内側とは前頭極に相当すると考えられる。

つまり、前頭極の oxy-Hb の減少は、落ち着きや安心といった情動を生じた際

の心理的指標と考えられる。 

 

３．心理臨床場面における情動の変化と脳血流の関係 

 

次に、心理臨床場面において、ブリーフセラピー時における情動の変化と脳血

流動態の変化について示す。 

奥野雅子（2012）では、被験者（クライアント）と実験者（セラピスト）がブ

リーフセラピー4を行い、ペットの死に関する話題について会話しているときの

脳反応を NIRS にて計測している。ペットの死を想像したところで、前頭前野

右上部で急激に oxy-Hb の変化量が増加し、前頭前野右下部でも徐々に oxy-Hb

の変化量が増加した。ペットの死に関する思考の間、この増加は増大し、これを

ピークに前頭前野右下部では下降し始めた。問題へのソリューションがひらめ

いたとき、前頭前野右上部でピークを示し、問題に対するソリューションを語る

                                                   
4 ブリーフセラピーは問題の原因を個人病理に求めるのではなく、コミュニケーション（相互作用）の変

化を促して問題を解決・解消していこうとする心理療法です。「原因が何か」ではなく、「今ここで何が起

きているのか」(相互作用)を重要視します。 

（日本ブリーフセラピスト協会 HP  http://www.brieftherapyjapan.com/index/brieftherapy.html） 
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につれて oxy-Hb の変化量は徐々に減少し始め、被験者が納得した時点で oxy-

Hb の変化量は最小値となっている。この結果を踏まえ、問題解決のために問題

を語る必要があり、セラピストとの会話の相互作用で問題を明確化し解決に導

くことが脳を賦活させ、解決に向けての具体的行動を思いついて語ることによ

り、徐々に脳血流が減少し、リラックス状態に至ったのではないかと分析してい

る。 

 この研究では、ペットの死を考えるということで、大きなストレスを感じ、ス

トレス状態を打開しようと前頭前野での思考をしている際には oxy-Hb が増加

し続けるが、解決策が見つかった時点で、oxy-Hb が減少に転じる。解決策が見

つかり、語ることで、安心感が生じたと考えられ、oxy-Hb の減少は、その安心

感を得た状態、つまり、ストレスが緩和された状態を表していると考えられる。

この奥野雅子（2012）に示されたプローブの配置図を見ると、前頭前野右上部

というのは、前頭極に相当しており、同部分における oxy-Hb の減少はストレス

緩和を示していると考えられる。 

このようにみてくると、心理臨床研究の分野では、脳血流動態とストレスに

ついての研究が進んでおり、前頭前野における oxy-Hb の増加はストレスのか

かった状態を示し、oxy-Hb の減少は、落ち着きや安心感の得られた状態を示

すことが明らかとなっている。 

 

 

第 3 項 音楽聴取時の脳機能イメージング 

 

 音楽聴取の課題に対しては、NIRS にて多くの研究者が計測を行っている。 

山口正人・畠山英子・菊池吉晃・森川岳・末吉修三・宮崎良文（2000）では、

曲趣の違う二つの曲を聴取している際の脳血流動態を測っている。音の強弱に

変化のある部分、主要メロディーの部分、あるいはテンポに加速のある部分にお

いてリアルタイムに脳血流の減少が認められたことを報告している。SD 法によ

る主観評価と血流動態との関連について解析を試みた結果、「快」「不快」に関係

なく左右前頭部の脳血流は減少した。しかし、「快適」の度合いが増加するにつ

れ、減少の程度が大きいという傾向がみられた。音楽を聴いたときの心の動きを

捉えるための手法としての NIRS の有用性が示唆されたとしている。ここでい
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う前頭部は前頭前野に相当すると考えられる。音楽の聴取は前頭前野における

oxy-Hb の減少を伴い、快の度合いに比例して脳血流が減少するということが明

らかにされている。 

片寄晴弘（2004b）では、NIRS を用いた実験においては、すべての試行にお

いて内観（没入感・音楽的な気持ち良さ）と前頭前野正中部における脳活動の活

性化レベル低下との相関が見られたと報告している。前頭前野正中部は、前頭極

に相当する。没入すると、前頭極にて oxy-Hb の減少が生じることが明らかにさ

れている。 

須田一哉ら（2006）によると、音楽聴取時に没入したとき oxy-Hb の減少がみ

られるということが報告されている。須田らによる先行実験においても、「「気持

ちよさ」「うっとりする」という「没入」に関連したナイーブな感覚に相当する

形で、前頭前野正中部の血流が減少するデータが示されている。」と報告されて

いる。また、楽曲の嗜好要因による実験も行っており、LIKE の時は、oxy-Hb の

減少がみられ、DISLIKE の時は oxy-Hb の上昇がみられたという結果を示して

いる。以下に引用する。 

 

先行実験では，没入に関連した感覚に相応する形で，前頭前野正中部の血流が

減少する結果がえられた。本実験では，この結果に対しての 1）楽曲要因に関する

検証，2）被験者に特有の要因であるかの検証，続いて，3）被験者の音楽的能力の

差が結果に影響を与える可能性の検証 ならびに，4）被験者の曲に対する嗜好が

結果に与える影響の検証を行う。これらの検証を行うことで，音楽聴取における

没入時に，前頭前野の活動を低下させる要因を突き止めることを目的としている。

（中略）まず，実験Ⅰにおいて被験者 A に行った実験より，音楽聴取時における

没入と前頭前野の血流量の減少という現象が，先の実験で使用した楽曲(星に願い

を）以外でも生じることが確認された。（図 5 略）。ここでは典型的な一例を示す

が，いずれの曲でも同じ傾向が捉えられた。（中略)この実験データは，好ましくな

い曲には没入できない，という直感を支持しており，同時に音楽聴取時の没入と，

前頭前野の活動低下の関係を強く示唆するものと言えよう。また，被験者 C が実

験で用いた曲(星に願いを）に対して好ましくないと評価していたために反応が出

なかった可能性も示唆する結果であると言えよう。以上より音楽聴取時の没入に

は，被験者の音楽専門性による要因と，被験者の音楽に対する嗜好要因があるが，
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被験者 D の結果より，前者の要因より後者の要因の方が優位であると考えられる

（須田一哉ら 2006 pp.43-46）。 

 

 以上のように、音楽経験者は、音楽聴取時に、好きな音楽ほど、より没入で

き、没入の度合いが大きければ、前頭極の oxy-Hb の濃度低下の度合いが大き

いことが示されている。 

また、岩坂正和・菅生恵子・下茂円・石井琢郎・上原敬生・錦城明日香・揚原

祥子・下茂円・菅生恵子・揚原祥子・杉田克生・石井琢郎・岩坂正和（2007）で

は、音楽認知に係わる脳血流ダイナミクスの計測を行っている。特に受動聴取実

験において、10 数名の被験者に様々な楽曲の聴取による脳血流パターン研究を

行っている。その結果、音楽聴取によって前頭葉の赤血球内酸素化ヘモグロビン

が減少し、前頭葉の活性化が抑制される傾向がみられたと報告している。被験者

からは「かなり癒された。」「生のピアノの音が良かった。」「ゆったりして好き。」

「リラックスできた。」という感想が述べられたということである。 

また、下茂円・菅生恵子・揚原祥子・杉田克生・石井琢郎・岩坂正和（2008）

では、音楽のリラクゼーション効果の評価をしている。様々な楽曲の聴取した際

の NIRS 計測を行っている。受動聴取のみならず、能動聴取においても前頭葉

の赤血球内酸素化ヘモグロビンが減少したことを報告している。音楽聴取のリ

ラクゼーション効果を客観的にとらえることが可能となったことを示している。

また、保健室にて音楽を流すなどの今後の児童生徒の教育活動への応用を示唆

している。ここで前頭葉と示されているが、これは前頭前野をさすと考えられる。 

斎藤忠彦・小野貴史（2012）では、音楽聴取時の心理的指標と NIRS による

生理的指標の比較を行っている。その結果、前頭前野を含む前頭部において、プ

ラスイメージの楽曲において oxy-Hb の減少が認められ、マイナスイメージの楽

曲では前頭部において、oxy-Hb の増加が認められ、左右側頭部では、楽曲によ

る生理的指標に差がなく、音楽の聴取時に oxy-Hb の減少が認められたことを報

告している。つまり、音楽聴取時には、左右側頭部において、oxy-Hb が減少し、

前頭部においては、その心理的指標により、プラスイメージの場合、oxy-Hb が

減少し、マイナスイメージの時、oxy-Hb が増加することを明らかにしている。

部位によって、oxy-Hbの増減の原因となる要素に違いがあることが示唆された。 

繰り返しパターンが脳機能の活性に与える影響を計測した例では、田所克俊・
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鈴木桂輔（2014）が、音楽の歌唱や聴取を繰り返し行ったときの脳の活性状態

を NIRS にて計測している。前頭前野において oxy-Hb は、音楽を歌唱もしくは

聴取することによって減少していることが確認できた。その後、安静状態にする

と、oxy-Hb が増加していることが歌唱、聴取の両方で確認された。ただし、音

楽に対する嗜好と歌唱に対する姿勢により、没入度やリラックスの度合いに差

があることより、個人特性に応じた方法を提案する必要があると提案している。 

シュロック（2010）では、「音楽は人を落ち着かせることもできる。いくつか

の研究によれば、ストレスホルモンであるコルチゾールの血中濃度が下がり、心

拍数と呼吸数が低下し、痛みを和らげる。母親が子守歌で我が子をなだめて寝付

かせるのは、この不安軽減効果の古典的な例だ。さらに臨床研究によると、音楽

は、手術を目前に控えた患者をくつろがせ、その痛みを抑える強力な手立てとな

る。子どもや認知症の人々に見られる問題行動を改善する効果もある。」と指摘

している。また、生後 3‐5 日の新生児にクラシック音楽を聞かせ、それに対応

する脳の反応を f-MRI で撮影したところ、成人の脳が音楽を処理しているのと

同じパターンであったことをサキュマンとペラーニが報告しているということ

だ。新生児の右半球の聴覚系が左半球の聴覚系より強く反応していたという。

「脳は生まれつき音楽を処理する準備ができているようだ」と結論付けている。

また、「このように生まれつき音楽に準備ができていることが、人々が歌うよう

な独特の口調で赤ちゃんに話しかけるマザリーズ（母親語）に結びついたと考え

られる」（シュロック 2010）としている。 

このようにみてくると、音楽聴取を課題とした研究の分野では、oxy-Hb の減

少は、没入感や、リラックスの指標として多くの文献で使用されることが一般的

となっている。その没入の度合いと、oxy-Hb の減少は相関し、曲の嗜好も関連

することが分かった。つまり、好きな曲には没入しやすいが、好きでない曲には

没入しにくく、oxy-Hb の減少も少ないという関連があるようだ。田所ら（2014）

では歌唱による oxy-Hb の減少を指摘しているが、川島隆太・安達忠夫（2004）

においても、独唱時には oxy-Hb の増加を示し、合唱時には oxy-Hb の減少を示

したとの報告がある（川島ら 2004a p.181）。聴取という受動的行動のみでは

なく、歌唱するという能動的行動にても oxy-Hb が減少することにも注目した

い。 

また、脳の部位により、oxy-Hb 濃度変化の原因となる要素が異なることが明
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らかになっており、前頭極においては、好き嫌いや、没入の有無が oxy-Hb 濃度

変化に関係していた。これは、前頭極が快・不快情動発現に関与しており、さら

に自己意識をモニターする働きがあることを反映していると考えられる。 

前述したシュロック（2010）によると、ヒトの脳は、生まれながらに音楽的な

ものに対して反応するようになっており、このことは、Motherese5が選好的に

注意を向けられることにも結びついており、その反応は脳の右半球の聴覚系で

起こることが示されている。また、ヒトは、音楽によって癒されることも示唆さ

れている。Motherese が音楽的な抑揚をもつことにより、子守歌などにも表れ

る Motherese の音声が音楽同様の癒し効果を持つことも示唆されている。 

 

 

第 4 項 脳機能イメージングによる音声言語刺激研究の動向

とその課題 

 

１．黙読・音読（読む活動時）の研究 

 

川島隆太・安達忠夫（2004）は、NIRS を使用し、前頭前野の血流を計測した

ところ黙読時、音読時に前頭前野の血流が増加したという報告をしている。そし

て音読時の方が、黙読時に比べ広範囲に血流増加しているということで、高齢者

の認知症予防や、学校での学習活動にも音読が推奨されている。血流の増加をも

って、脳が活性化しているとの判断がなされている。 

しかし、一方では、同じ音読という課題であるにもかかわらず、漢詩に熟達し

た人が漢詩の朗読を行ったとき、前頭前野での血流が減少していることを報告

している。この血流の減少した状態を「こころが癒されることイコール前頭前野

の血流が下がることなのです。」と述べている（川島ら 2004a, pp.191-193）。 

                                                   
5 Motherese とは，まだ十分ことばを話すことができない乳幼児に対して，母親などの養育者が｢語りか

けることば｣をさす。(中略)母親の乳児に対する特徴的な言語は，Motherese のほかにも，Infant-

directed speech（IDS)，Baby talk register などと呼ばれ，我が国では「対乳児音声」「母親語」という

訳が主に用いられている。( 中川 愛・松村京子 2006「乳児との接触未経験学生のあやし行動：音声・

行動分析学的研究」『発達心理学研究』17(2) p.138 )近年、母親以外にも出現することから、「育児語」

としている。（ 正高信男 2006『ヒトはいかにヒトになったか―ことば・自我・知性の誕生』岩波書店 

pp.84-85）このように、いろいろな表現があるが、本研究では、Motherese とする。 



40 

 

川島ら（2004）では、前頭前野とだけ記載があるが、測定の NIRS 画像を見

ると、測定部位は Broca 野（運動性言語野）を含む外側前頭前野に相当すると

考えられる。外側前頭前野は、ワーキングメモリーや注意実行機能に関連する部

分であり、欲求のままに行動することを抑制する、つまり目標を設定し、計画を

立て、論理的順序だった効率的行動を起こすといった高次な機能をつかさどっ

ている部分である。様々なタスク（課題）に対して理性的な論理によって解決す

ることをマネジメントする機能があると考えられる。 

このことを前提にして音読というタスクに関して考えてみると、音読に不慣

れなものが音読するのであれば、音読というタスクをこなそうとマネジメント

するのが外側前頭前野である。したがって、音読のタスクでは、外側前頭前野に

おいて血流が増加する。では、漢詩の朗読の熟達者が漢詩の朗読をするというタ

スクに対して外側前頭前野の血流が減少するという、同じ音読であるにもかか

わらず全く逆の結果が報告されていることはどのように考えればよいだろうか。

川島ら（2004）によると、漢詩の朗読において血流減少が見られた被験者は、気

持ちよく読んでいたということであった（川島ら 2004 p.177）。漢詩に慣れ

親しんでいた被験者にとって漢詩朗読は好ましいものであり、漢詩朗読という

行為遂行のマネジメント機能をもつ外側前頭前野が活発に活動する必要のない

タスクであるので、むしろリラックスし、血流が減少したのではないかと考えら

れる。 

つまり、先行研究が含む課題として、音読時はいつも脳の血流が増加している

のではなく、熟達の度合いにより変化するのではないかということがあげられ

る。音読の得意不得意による脳血流動態を検証すべきであると考えられる。 

酒井邦嘉（2002）では、音読条件において、脳の活動パターンは、より難しい

課題を行うときに活動が強くなるという傾向を示すことを報告している。さら

に、酒井邦嘉（2009）では、第二外国語の習得では、「文法中枢」（Broca 野の一

部）において、学習の初期には、新しいことを学習するにつれ、脳活動が比例し

て上がっていき、熟達度が上がれば、成績が上がれば上がるほど、文法中枢の活

動が下がるという負の相関がみられたことを報告している。成績が高ければ、高

いほど文法中枢の活動は節約されて、脳の活動を必要としなくなるということ

が示されている。脳の血流動態を見ることで、個人の熟達度を判定することがで

きるという結果が明らかにされている。これらは、母語ではなく第二外国語の習
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得であるが、萩原裕子（2011）によると「脳科学と教育」研究開発プロジェクト

の報告の中で、母語である日本語においても、習熟と共に脳活動が減少すること

が示されている。 

これらのことより、音読をすると脳の活性化につながるという単純なもので

はなく、個人の読み能力や、学習の進み具合により、脳の血流の指標でもある

oxy-Hb の血流動態は変化することが分かる。それは、音読という課題が苦手で

あったり、初めて読む文章であったり、難解な文章であったりする際は、課題に

対して脳に負荷がかかり、頑張ってこなそうという努力が行われることによっ

て、oxy-Hb が増加する。それは、自分にとって困難な課題であれば脳に対する

ストレスがかかっていると考えられる。課題をこなすことに頑張れば上達し、そ

の間 oxy-Hb は増加しているが、頑張らなくても楽にこなせるようになれば、つ

まりは熟達すれば、oxy-Hb は減少することになる。音読のみならず、学習にお

いてもこのような過程を辿るのではないかと考えられる。黒田恭史・岡本尚子・

前迫孝憲（2015）では、算数の課題において、左前頭前野（左前額部）の oxy-

Hb を計測したところ、解けない児童は、最初から oxy-Hb が増加し最後まで増

加したままであり、最初からスムーズに解ける児童は、終始 oxy-Hb が上昇せず

に答えを出し、途中から解けるようになった児童は、最初は oxy-Hb が上昇した

が、解けた瞬間に oxy-Hbが減少したと報告している。問題が解けた瞬間をNIRS

の oxy-Hb 濃度変化でとらえることができたということである。「oxy-Hb の増

加」すなわち「脳の活性化」という一元的な解釈は正しくなく、oxy-Hb 増加は

真剣に考えている状態で、理解した後では oxy-Hb は増加しなくなることを明ら

かにしている。 

したがって、前頭前野における oxy-Hb の濃度変化は習熟度を反映していると

考えられる。 

 

２．絵本の読み聞かせ聴取・朗読聴取（聞く活動時）の研究 

 

泰羅雅登（2009）は、お母さんに「絵本の読み聞かせ」をされているときの子

どもの脳活動を計測している。機能的 MRI での計測の結果、ウェルニッケ野が

強く活動していることや、大脳辺縁系の一部が活動していることを明らかにし

ている。泰羅は、この大脳辺縁系が感情、情動にかかわる働きをする場所である

ことから、「心の脳」と名付け、「読み聞かせをしてもらっているときの子どもの
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脳では、「心の脳」が活動している」と考察している（泰羅雅登 2009）。このと

きの計測で、泰羅は NIRS により、読み聞かせをされているときの子どもの前

頭前野を計測したところ、oxy-Hb の下がっている様子がみられたと報告してい

る。NIRS による計測結果として、oxy-Hb の低下の指標である青くなっている

マッピング画像が示されている。 

泰羅（2009）では、「絵本の読み聞かせ」をしてもらった子どもの脳では、泰

羅の名付けた「心の脳」（大脳辺縁系）に働き掛けがなされ、この部分が活性化

したというのである。しかし、前頭前野にて、血流減少したことについては、考

察がなされていない。 

森慶子（2010）において、実母子間の「絵本の読み聞かせ」聴取時の脳反応の

NIRS 計測を行った。その結果、Motherese を使い 8 歳の実子に読み聞かせを

した際、前頭前野にて広範囲に oxy-Hb の減少が認められた【図６】。 

【図６】8歳男児 トレンドグラフとマッピング画像１（oxy-Hb） 

 

この結果は、泰羅（2009）の NIRS による絵本の読み聞かせの計測結果を追

認することとなった。 

さらに、森（2010）では、Motherese（IDS：infant-directed speech, 対乳児

音声）を使用した「絵本の読み聞かせ」を聴取した時の方が、Motherese を使用

しない時（ADS：adult-directed speech, 対成人音声）より oxy-Hb が減少した

幅が大きかったという結果であった。このことは、音楽聴取の際の没入の度合い

との相関に通じると考えられた。 

先に示した、感動できる場面を見て号泣した後では、ストレス緩和とともに

oxy-Hb が低下した（神谷ら 2007）という報告があることや、音楽聴取の際に

没入すれば、oxy-Hb もが減少する（山口ら 2000）ことや、朗読聴取時に血流

赤：oxy-Hb 

青：deoxy-Hb 

緑：total-Hb 
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減少する（古谷ら 2009）ことなどを考慮に入れると、子どもに限らず、成人に

おいても絵本の読み聞かせ場面において、物語に没入すると、oxy-Hb が下がる

のではないだろうか。 

そこで、実母子に限らず、年齢に関係なく、絵本の読み聞かせ聴取時には、

前頭前野の血流が減少するという仮説が考えられる。 

 

第 5 項 脳機能イメージングによる研究のまとめ 

 

【表 2】に脳機能イメージングの先行研究による前頭用血流動態をまとめて

示す。このようにみると、同様の活動であっても、不快なもの、嫌いなもの、

努力を要するものについては、oxy-Hb濃度は増加し、快情動を表すもの、楽に

行えるもの、リラックスするものについては、oxy-Hb濃度は減少する傾向にあ

ることが示唆された。 

【表 2】脳機能イメージングによる前頭葉血流動態 

「はじめに」で言及したが、増田梨花ら（2010）の報告において絵本の読み

聞かせ聴取により、副交感神経が亢進し精神の安定をもたらされたことが鼻部

温度の計測により明らかになった。また、【表 2】に示したように、音楽聴取の
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際に oxy-Hb 濃度の減少がみられ、リラックスしている状態を示したことを考

え合わせると、絵本の読み聞かせ聴取時に、精神の安定がもたらされ、リラッ

クスしていると、oxy-Hb 濃度の減少が認められるという仮説が考えられる。 

そこで、実際に、絵本の読み聞かせ聴取時の脳活動を NIRS にて計測し、こ

れらの仮説を検証するべきであると考えた。 
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第 4 章 脳機能イメージング（ＮＩＲＳ）による 

音声言語刺激に対する脳反応の分析 

 

第１節 脳機能計測の方法 

 

被験者： 

被験者は、中学生、大学生、大学院生、総数 20 名である。（女性 12 名、男性

8 名）。 

成人は本人に対し、未成年は、本人と保護者に対して本研究の趣旨の説明をし、

同意が得られたものにだけ検査協力を依頼した。中学生 1 名、教育研究科国語

コース大学院生 12 名、工学部大学院生 1 名、工学部学生 1 名、医学部学生 5 名、

という構成であった。全員右利きであった。 

実験者： 

実験者は、女性である。絵本の読み聞かせは、定期的に小学校、中学校、公立

図書館で行っており、読み聞かせには慣れている。 

場所： 

場所は徳島大学医学部の個室で、実験者、被験者、医師の 3 名で行った。 

タスク（課題）： 

黙読、音読は、絵本の文章を文字テキストとして作成したものを使用した。黙

読・音読用テキストは、絵の影響を除くため、ひらがなばかりのテキストを作成

し、改行、分かち書きも、絵本の通りとした。読み聞かせる絵本は、『だいじょ

うぶだいじょうぶ』（いとうひろし作絵 2006 講談社）を使用した。 

この絵本を選定した理由は、NIRS の測定の課題設定上 1 分ごとに物語が切

れる状況を踏まえ、「だいじょうぶだいじょうぶ」という言葉の繰り返しが多く

用いられ、どの場所を切り取って測定しても、同じような結果が得られると考え

たからである。 

黙読、音読は、それぞれの課題において、テキストを実験者が持ち行った。絵

本の読み聞かせは、実験者が絵本を持ち行った。被験者と実験者が１ｍ位の距離

で対面に座り行った。黙読は、被験者の指先の合図で実験者がテキストをめくっ

た。これは、体動が血流に影響を与えること（アーチファクト）を避けるためで
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ある。被験者にも大きく動かないように指示を出した。 

NIRS の機器は、絶対値評価ではなく、安静時と比べてどれだけ差異があるか

という相対値評価であるため、安静課題（以下レスト：R）の設定が必要である。

そこで、赤い●を何も考えずに漫然と見つめてもらうことをレストとした。課題

（以下タスク：T）は黙読、音読、絵本の読み聞かせ聴取の 3 種類について独立

して行った。それぞれのタスクの施行 60 秒に際して、レスト 30 秒をタスクの

前後に設けた。つまり、レスト（R）30 秒‐タスク（T）60 秒‐レスト（R）30

秒のセットを 3 回繰り返した。繰り返すのは、3 回の加算平均をとる目的で行っ

た【図 7】。 ① 黙読、② 音読、③ 絵本の読み聞かせ聴取の順番は、①‐

②‐③の順番で行ったものを A とし、①‐③‐②の順番で行ったものを B とし、

③‐②‐①の順番で行ったものを C とし、A、B、C がほぼ同数になるように行

った。これは、馴化による血流動態への影響がないか比較するためである。 

【図７】課題の測定パターン 

測定部位： 

測定部位は、前頭前野である。ブローブの配置は、鼻根位置を中心に、左右の

外側前頭前野（Broca 野〔運動性言語野：チャンネル（以後、ch）27 を含む〕）

から前頭極にかけて行った【図８】。Broca 野は、言語活動にとって重要な脳の

言語中枢に当たる部分であり、おもに発語に関している部分である。前頭前野は、

計画を立てたり、論理的な判断をしたり、喜怒哀楽などの情動発現のコントロー

ルに関与している部分である（p.27【図 4、5】参照。）先行研究における計測位

置は、前頭前野、前額部等表記が様々であるが、本研究では前頭前野（前頭極・

外側前頭前野（Broca 野を含む））とした。 
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【図８】プローブ装着位置 

使用機器： 

機器は、島津製作所 OMM-3000 を使用した【図９】。装着は、【図８】で示し

たように、左右それぞれ 17ch ずつ測定できるようにした。装着の位置は、脳波

記録のための国際 10-20 法6の Fpz を中心に左右 3 ㎝間隔で送光用プローブ（赤

丸数字）と受光用プローブ（青丸数字）を格子状に設置した。 

 送光プローブと受光プローブの間が ch であり、ch における脳血流動態を計

測するものである。送光プローブからは全方向に近赤外光が出ており、それを受

け取った受光プローブとの間の血流動態を計測する。   

例えば、❸から出た光を❶、❸、❹、❺で受け取り、その

間の ch５、８、９、12 で脳血流が計測されるということ

である。解析ソフト NIRStation+Fusion を使用し、標準

脳三次元 MRI 画像にプローブの装着位置を重ね合わせた

ところ、ch27 付近が Broca 野に相当すると考えた【図８】。課題開始時を 0 と

指定しベースライン補正を行い、課題時間 60 秒間の 3 回分を加算平均し、加算

平均波形を求めた。刺激課題遂行中の oxy-Hb 平均波形の積分値を算出し、安静

                                                   
6国際 10‐20 法：脳波計測の際に、頭の大きさに関係なく、ほぼ一定部位に電極配置ができる方法で、各

電極間の距離をほぼ等しく、何度検査してもほぼ同位置に配置できるという利点がある方法である。今

回複数の被験者に装着するので、大脳の解剖学的部位がほぼ同一になるようにするために、この方法を

用い中心を決めた。 
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課題に対する課題施行中の oxy-Hb 濃度の変化量とし、統計解析の対象とした。 

 

 

 

NIRS は、写真のように小型で被験者の行動をあまり束縛せず、日常に近い

体勢で測定ができる。操作音も静かであることより、絵本の読み聞かせ時の声

もよく聞こえるので、本研究には最適と考えられる。 

 

備考： 

計測後にアンケート（年齢、性別、利き手、黙読・音読の得意不得意意識、

絵本の読み聞かせ聴取の感想等）を行った。黙読脳血流動態測定と同時に、読

んだ文字数を数えることで黙読速度（文字数/分）の計測も行った。 

倫理的配慮： 

本研究を行うにあたり、被験者よりインフォームド・コンセントを得た。な

お、本研究は徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会の承認（No. 2013）を得て

行った。 

 

 

【図９】NIRS （OMM-3000：島津製作所） 

【図 10】NIRS 計測の様子 
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第２節 読み聞かせ聴取時・黙読時・音読時の脳反応の結果 

増加の程度の大きい外側前頭前野の ch（ ch8、ch27）、と減少の程度の大きい

前頭極の ch（ch13、ch29）を抽出して、各課題（タスク）中のこれら四つの ch

における oxy-Hb 濃度変化量（ｍMcm・sec）の個人の平均値を表に示すと下記

の【表３】のようになる。（赤：増加、青：減少） 

【表３】ch8、13、27、29における各課題の oxy-Hb濃度変化量（mMcm・sec） 

ｍ：黙読、o:音読、ｙ：絵本の読み聞かせ 

 



52 

 

【表３】では、A 群、B 群、C 群に分けて課題の順序を変えて施行した結果を

示したが、絵本の読み聞かせ聴取においては、最初に施行しても、２番目に施行

しても、最後に施行しても、前頭極の oxy-Hb 濃度変化量が減少していることが

認められた。 

 

これらの ch8、13、27、29 の 4 つの ch における各課題の oxy-Hb 濃度変化量

（mMcm・sec）の個人の平均値と黙読速度を【表４】に示す 

 

【表４】ch8、13、27、29の 4つの chにおける各課題の oxy-Hb濃度変化量

（mMcm・sec）の個人の平均値と黙読速度 

 

 

これらの４つの ch において、絵本の読み聞かせ聴取条件、音読、黙読のそれ

ぞれの条件において、絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び

標準偏差を出し、条件間の oxy-Hb 濃度変化量の平均値の差を比較するために、

１要因の分散分析を行った。 
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【表５】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 

ch8 

 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 

                          （ｍMcm・sec） 

 読み聞かせ聴取            -0.088              0.852  

 音読                       0.825              1.371 

 黙読                   1.030              1.203 

 

【表５】は，実験参加者 20 名の ch8 に関する絵本の読み方の各条件（読み聞

かせ条件、音読条件、黙読条件）における脳血流の指標である oxy-Hb 濃度変化

量（ｍMcm・sec）の平均値と標準偏差を示したものである。条件間の oxy-Hb

濃度変化量の平均値の差を比較するために、１要因の分散分析を行った。その結

果，絵本の読み聞かせ条件の主効果が有意であった(F(2, 38)=6.568, p< .001)。

oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、黙読条件や音読条件よりも

読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有意に低かった(読み聞かせ聴

取-黙読：t(38)=3.403 , p< .01，読み聞かせ聴取-音読：t(38)=2.781 , p< .01)。こ

れらの結果は，絵本を黙読した場合や音読した場合よりも読み聞かせを聴取し

た場合の方が脳の右側外側前頭前野の血流量が下がることを示している。これ

に対して，音読条件の oxy-Hb 濃度変化量と黙読条件の oxy-Hb 濃度変化量の間

には有意差は見られなかった。 

同様にして、ch13、29、27 においても多重比較を行った。ch13 を【表 6】に、

ch29 を【表７】に、ch27 を【表８】に示す。 

 

【表 6】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 

ch13 

 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 

                          （ｍMcm・sec） 

 読み聞かせ聴取            -1.349              0.811   

 音読                      -0.615              1.049  

 黙読                     0.053                 0.436  

 

ch13 の分散分析の結果，絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった

(F(2, 38)=23.514 , p< .001)。oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、
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黙読条件や音読条件よりも読み聞かせ条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有意に

低かった(読み聞かせ聴取-黙読：t(38)=6.855, p< .01，読み聞かせ聴取-音読：

t(38)=3.588, p< .01)。また、黙読条件の oxy-Hb 濃度変化量に対して、音読条件

の oxy-Hb 濃度変化量が有意に低かった（黙読-音読：t(38)=3.267, p< .01）。 

 

【表７】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 

ch29 

 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 

                          （ｍMcm・sec） 

 読み聞かせ聴取            -1.305             0.993  

 音読                      -0.140             1.159 

 黙読                     0.092              0.570 

 

ch29 の分散分析の結果，絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった

(F(2, 38)=16.243, p< .001)。oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、

黙読条件や音読条件よりも読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有

意に低かった(読み聞かせ聴取-黙読：t(38)=5.317, p< .01，読み聞かせ-音読：

t(38)=4.436, p< .01)。これに対して，音読条件の oxy-Hb 濃度変化量と黙読条件

の oxy-Hb 濃度変化量の間には有意差は見られなかった。 

 

【表８】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 

ch27 

 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 

                           （ｍMcm・sec） 

 読み聞かせ聴取            -0.158             0.768 

 音読                       1.728             1.471 

 黙読                    0.799              1.088 

 

ch27 の分散分析の結果、絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった

(F(2, 38)=21.656, p< .001)。oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、

黙読条件や音読条件よりも読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有

意に低かった(読み聞かせ聴取-黙読：t(38)=6.581, p< .01，読み聞かせ聴取-音読：

t(38)=3.247, p< .01)。また、音読条件の oxy-Hb 濃度変化量に対して、黙読条件

の oxy-Hb 濃度変化量が有意に低かった（音読-黙読：t(38)=3,334, p< .01）。 
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これらの分散分析の結果は，絵本を黙読した場合や音読した場合よりも読み

聞かせを聴取した場合の方が脳の外側前頭前野、前頭極の血流量が下がること

を示している。 
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第１項 読み聞かせ聴取時の脳反応 

 

絵本の読み聞かせ聴取時には、全例で前頭前野の広範囲にて oxy-Hb の減少が

認められた。特に前頭極にて顕著であった。1 例を示すと【図 11】のトレンドグ

ラフの様であった。oxy-Hb のマッピング画像に表すと、前頭極を中心に oxy-Hb

濃度の減少を示す青色が広がっていた【図 12】。 

 

 

 

【図 12】絵本の読み聞かせ聴取時のマッピング画像 

（前頭前野） 

【図 11】「絵本の読み聞かせ」聴取時トレンドグラフ 

（前頭前野） 

 

【図 13】絵本の読み聞かせ聴取時の oxy-Hb 濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 

※下段に示した ch 配置は、以降の音読・黙読においても共通 

右脳                   鼻根                   左脳 
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三つの課題の最初、中、最後のどの順序においても、絵本の読み聞かせ聴取

時には、全例で前頭極の oxy-Hb 濃度が減少した【表 3】。このことより、oxy-

Hb 濃度の減少は、施行の順序による慣れではなく、絵本の読み聞かせ聴取時

の脳反応の特色であると考えられた。 

【図 13】に被験者 20 名の絵本の読み聞かせ聴取時 oxy-Hb 濃度変化の平均

±標準偏差を示す。全 ch において、oxy-Hb 濃度の減少が認められた。特に前

頭極で減少の程度が大きかった。 

 

 

第２項 音読時の脳反応 

 

 音読時には、Broca 野に相当する左側の ch27 において、全例で oxy-Hb 濃度

の増加が認められた。その程度には、個人差が大きかった。対側の ch8 では、

20 例中 14 例で oxy-Hb 濃度が増加し、6 例にて減少した。前頭極では、oxy-

Hb 濃度の減少が認められた例が多く、左側の ch29 では、20 例中 10 例、対側

の ch13 では、20 例中 14 例にて oxy-Hb 濃度が減少した【表 4】。 

黙読速度の測定結果より、黙読速度が速いものは黙読が得意なものとし、黙

読速度が遅いものを黙読が不得意なものと考えた。（黙読が苦手なものとは、

検査後のアンケートでも黙読が不得意と記載されていたことも併せて判断し

た。） 

黙読が得意なもの（上段）と黙読が不得意なもの（下段）の前頭前野のトレ

ンドグラフ【図 14】とマッピング画像【図 15】の例を示す。 

黙読が不得意なものの例では、両側の外側前頭前野で著明な oxy-Hb 濃度の

増加が認められた。黙読が得意なものの例では、外側前頭前野で、oxy-Hb 濃

度の増加はほとんど認められず、前頭極では、oxy-Hb 濃度の減少が認められ

た。 

【図 16】に被験者 20 名の音読時 oxy-Hb 濃度変化の平均±標準偏差を示

す。両側の外側前頭前野にて oxy-Hb 濃度の増加が認められた。前頭極では、

oxy-Hb 濃度の減少が認められた。 
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【図 14】音読時トレンドグラフ（前頭前野） 

上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 

下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003文字/分） 

【図 15】音読時のマッピング画像（前頭前野） 

上段 黙読が不得意なもの （黙読速度 433文字/分） 

下段 黙読が得意なもの （黙読速度 1003文字/分） 

【図 16】音読時の oxy-Hb濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 

右脳                 鼻根                 左脳 
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第３項 黙読時の脳反応 

 

 黙読時には、Broca 野に相当する左側の ch27 において、20 例中 15 例で

oxy-Hb 濃度の増加が認められ、5 例で減少が認められた。その程度は、個人差

が大きかった。対側の ch8 では、20 例中 18 例で oxy-Hb 濃度が増加し、2 例

にて減少した。前頭極では、左側の ch29 では、20 例中 11 例で oxy-Hb 濃度の

増加が認められ、9 例で減少が認められた。対側の ch13 では、20 例中 9 例に

て oxy-Hb 濃度が増加し、11 例で減少が認められた【表 4】。 

黙読が得意なもの（上段）と黙読が不得意なもの（下段）の前頭前野のトレ

ンドグラフ【図 17】とマッピング画像【図 18】の例を示す。 

黙読が不得意なものでは、両側の外側前頭前野で著明な oxy-Hb 濃度の増加

が認められた。黙読が得意なものでは、外側前頭前野で、oxy-Hb の増加はほ

とんど認められず、背外側前頭前野にてむしろ減少していた。前頭極では、

oxy-Hb 濃度の減少がみられた。 

【図 19】に被験者 20 名の黙読時 oxy-Hb 濃度変化の平均±標準偏差を示

す。両側の外側前頭前野にて oxy-Hb 濃度の増加が認められた。前頭極では、

oxy-Hb 濃度の減少が認められた。 
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【図 17】黙読時トレンドグラフ（前頭前野） 

上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 

下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003文字/分） 

【図 18】黙読時のマッピング画像（前頭前野） 

上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 

下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003 文字/分） 

【図 19】黙読時の oxy-Hb濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 

右脳                 鼻根                 左脳 
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第 3 節 考察 

第１項 絵本の読み聞かせ聴取 

 

絵本の読み聞かせ聴取時において、全例で前頭前野広範囲における oxy-Hb 濃

度の減少が認められた。分散分析の結果、絵本の読み聞かせ聴取条件で有意に減

少が認められた。絵本の読み聞かせ聴取時に前頭前野の広範囲で oxy-Hb の濃度

が減少したこと、特に前頭極にて顕著な oxy-Hb の減少が生じたことは、快感情

や、リラックスした状態が誘発されていると考えることができる。 

泰羅雅登（2009）は、実母子間の絵本の読み聞かせ課題において、NIRS によ

り血流を計測したところ、絵本の読み聞かせを聴取した子どもの前頭前野で血

流が減少したと報告しているが、本研究では、読み手、聞き手が実母子という関

係になくても、絵本の読み聞かせ聴取時において前頭前野の血流が減少するデ

ータが得られた。つまり、実母子間に限らず、絵本の読み聞かせを行うことで、

聞き手は、精神的に落ち着いたといえる。今回の実験の結果、従来の実践におい

て、「絵本の読み聞かせを行うと精神的に落ち着く」という経験的な尺度でしか

測れなかった絵本の読み聞かせの（精神的に落ち着く）効果について、脳科学的

に立証することができたと考えられる。 

また、絵本の読み聞かせ聴取時に、前頭前野、特に前頭極において血流減少が

見られたことは、絵本の読み聞かせに没入した結果、生じた現象であると解釈す

ることも可能である。NIRS は安静時を基点として課題時の oxy-Hb 濃度の相対

変化を計測するという特徴がある。 

前頭極には、安静時に表面的には活動をしていないと思われていても、内的思

考をしているとされるDMN が存在する。内的思考とは自己内省をすることで、

過去の経験や、現在のこと、未来のこと、不安などにも思考が及ぶ。特に負の情

動に関することに内的思考が及ぶと、必要な思考の妨げとなることもある。

Sheline ら（2009)によると、うつ病の患者は、負の感情を引き起こすような写

真を見た場合、自己参照機能と関連する DMN の活動が減少しなかったという

ことを報告している（Sheline YI, Barch DM, Price JL, Rundle MM, Vaishnavi 

SN, Snyder AZ, Mintun MA, Wang S, Coalson RS, Raichle ME. 2009)。つま

り、負の感情がわいてきた場合、その状態を改善するためには、負の自己参照機
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能と関連する DMN の抑制が必要であることが示唆されている。DMN の中心領

域である前頭極は、DMN の活動全体と連動することが考えられる。 

絵本の読み聞かせ聴取時に前頭極の oxy-Hb 濃度が減少したことは、DMN の

活動が一時的に抑制された可能性がある。つまり、絵本の読み聞かせに没入する

ことで、内的思考が一時的に抑制されたと考えられる。絵本の読み聞かせ聴取が

終わった後は、再び oxy-Hb が増加している。このとき聴取した絵本の物語に関

連した内容について、内的思考を行うと考えられるのではないだろうか。つまり、

絵本の読み聞かせを集中して聞くことで、マインドワンダリングといった日常

生活に関する雑多な思考や、負の内的思考をしていた場合にも、意識の切り替え

ができ、ストレスが軽減されリラックスできるのではないかと考えられる。 

 

第２項 音読と黙読 

 

oxy-Hb 濃度の増加は、その部位の脳血流量の増加を反映しており、脳血流の

増加は同部位の神経活動を反映している。本研究では、音読のとき、外側前頭前

野（Broca 野）において全例で oxy-Hb 濃度の増加が見られ、同部の賦活が認め

られた。このことは、先行研究における川島隆太・安達忠夫（2004）の音読課題

において前頭前野の血流が増加したことの再確認となった。音読時、外側前頭前

野（Broca 野）において oxy-Hb が著明に増加していた被験者のうち、ひらがな

文が読みにくかったという感想を示した例があった。この例では、ひらがなのみ

で書かれた文章の音読に困難を感じたことが、外側前頭前野（Broca 野）におけ

る oxy-Hb 濃度の増加に影響することが推測された。それは、音読課題において

音読に困難を感じる課題ほど外側前頭前野（Broca 野）の oxy-Hb 濃度を増加さ

せることを示唆するものである。このことは、先述した川島ら（2004）の報告

で、漢詩の熟達者が漢詩の朗読を朗々と行ったときには、血流が減少したという

例の逆とも考えられる。また、本研究では、音読をしているにも関わらず、外側

前頭前野（Broca 野）において oxy-Hb 濃度がほとんど増加せず、前頭極におい

て oxy-Hb 濃度が下がった例は、絵本に触れる機会が多くひらがな文の音読に困

難を感じていない国語コースの院生が多かった。このことは、音読課題において

困難を感じないときは、外側前頭前野（Broca 野）の oxy-Hb 濃度の増加があま

り見られないことを示すものである。つまり、音読課題に困難を感じるときは、
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外側前頭前野（Broca 野）にて神経活動が活性化し、oxy-Hb 濃度が増えるが、

課題に熟達し、困難を感じないときには oxy-Hb 濃度が増えないという傾向にあ

るということを示している。本研究では、同時に黙読速度（文字/分）の計測を

行った。その結果、音読時の外側前頭前野（Broca 野：ch27）の oxy-Hb 濃度変

化量と黙読速度との間に負の相関関係が認められた【図 20】（全 ch は巻末資料

に示す）。黙読速度が遅い人は、読むのが不得意と考えられ、oxy-Hb 濃度の増加

量が多かった。黙読速度が速い人は読むのが得意であると考えられ、外側前頭前

野（Broca 野）の oxy-Hb 濃度の増加量が少なかった。さらに、熟達し、音読課

題に心地よさを感じるレベルになると、前頭極にて血流減少が生じるのではな

いかと推測される。 

 

 

黙読においても、外側前頭前野（Broca 野）において、ほとんどの例で oxy-

Hb 濃度の増加が認められた。前頭極においては、約半数で oxy-Hb 濃度の減少

が認められた。発声が行われていないにもかかわらず、運動性言語野である

Broca 野が賦活された理由としては、頭の中で、音声化しているためと推測でき

る。黙読時の外側前頭前野（Broca 野:ch27）の oxy-Hb 濃度変化量と黙読速度

との間に負の相関関係が認められた（【図 20】（全 ch は巻末資料に示す）。黙読

が不得意なものでは、頭の中で音声化する努力性の読みを行っているため、外側

前頭前野（Broca 野）がより強く賦活されるのではないかと考えられた。黙読に

図 20音読時の外側前頭前野（Broca野：ch27）の 

oxy-Hb濃度変化量と黙読速度 
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おいても、熟達すれば、外側前頭前野（Broca 野）の oxy-Hb 濃度は減少し、さ

らに快感を感じるほどになれば前頭極の血流減少が生じると推測される。 

酒井邦嘉（2002）では、第二外国語学習の際に、学習初期は、学習が進むにつ

れ、「文法中枢」（Broca 野の一部）にて脳血流が増加するが、習熟すれば、脳血

流は減少に転じることが示されている。岡本尚子・黒田恭史（2009）では、算数

の課題で、ヒントを有効に活用し、方略が獲得できた場合は Hb 濃度の増加が抑

制されることが明らかにされている。川島ら（2004）では、漢詩の熟達者の漢詩

の朗読課題における前頭前野の血流減少に関して「こころが癒されることイコ

ール前頭前野の血流が下がることなのです。」と結論づけている。したがって、

本研究において、ひらがな音読や黙読が楽にこなせる課題と感じたものは、外側

前頭前野（Broca 野）にて oxy-Hb 濃度が増加しなかったと考えられ、音読、黙

読課題の外側前頭前野（Broca 野）における oxy-Hb 濃度変化量は、各個人の文

章を読む能力を反映していると考えられる。 

音楽などを聞いた時に、前頭極（前額部・正中部）の血流が減少しリラックス

しているということが先行研究において明らかにされている。本研究において

も、読むことが得意な場合のひらがな文の音読課題や、黙読課題にて、前頭極に

おける oxy-Hb 濃度が減少するという現象が起きたことは、絵本読み聞かせ聴取

のところでも述べたが、音楽に没入するのと同様に、音読や黙読に没入すること

で、ストレスが緩和され、リラックスするという心理状態を示唆しているとも考

えられるのである。 

 

第 3 項 前頭極の血流減少とマインドフルネス 

 

本研究において、絵本の読み聞かせを聴取したときや、黙読、音読が得意で

楽々読める状態であった場合において、前頭極にて oxy-Hb 濃度が減少するとい

う現象が起きたことは、第１項、第２項で述べたように、課題中は一時的に DMN

の抑制された状態になったと考えられた。この DMN の抑制された状態は、マ

インドフルネスの状態（杉浦義典，2008）と類似の状態と考えられる。マインド

フルネスとは、うつの治療などで導入されている手法である。マインドフルネス

は、自分の呼吸や身体の状態に集中・没入し瞑想をした際、DMN の活動を一時

的に抑制し、過剰な自己内省を起こさない状態にし、ストレスから守る方法であ
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る（Brewer, Worhunsky, Gray, Tang, Weber,and Kober, 2011）。しかし、瞑想

によるマインドフルネスは専門知識も必要となり、誰でも容易とは限らない。土

屋さとみ・小関俊祐（2016）は、マインドフルネスの有効性と効果指標を検討し

た結果、マインドフルネス状態を測定する指標が確立されていないことと介入

法が多岐にわたっていることにより、まだ今後の検証が必要であることを示し

ている。杉浦（2008）は、、「どのような刺激でも能動的な注意を向ければ 

治療効果を持ちうるというのがマインドフルネスから導かれる一つの仮説であ

る。」と述べている。絵本の読み聞かせ聴取や、楽に行えるようにまでなった黙

読や音読などは、個性に応じて、年齢を問わず誰でも容易に行えるという利点が

ある。絵本の読み聞かせや、音読、黙読に集中することができると、マインドフ

ルネスと同様の効果が出る可能性があるのではないか。 

本研究の NIRS 実験結果より、絵本の読み聞かせ聴取等により、DMN が抑制

され、負の感情の生成抑制ができるとすれば、絵本の読み聞かせを中学生に行う

ことは、不登校など心の問題を抱えている中学生の学校におけるストレスの軽

減に寄与するのではないかと考えられた。 

  

【引用文献】 

泰羅雅登（2009）『読み聞かせは心の脳に届く』pp.48-49 くもん出版 

Sheline YI, Barch DM, Price JL, Rundle MM, Vaishnavi SN, Snyder AZ, Mintun 

MA, Wang S, Coalson RS, Raichle ME. (2009) "The default mode  

network and self-referential processes in depression." Proceedings of the  

National Academy of Sciences 106(6),1942-1947. 

川島隆太・安達忠夫（2004）『脳と音読』講談社 

酒井邦嘉（2002）『言語の脳科学』中央公論新社 

岡本尚子・黒田恭史（2009）「授業場面を想定した学習過程時の NIRS による脳活動の

特徴--小学生を対象とした虫食い算課題におけるヒント提示実験を通して」教育実践

学研究 10（2）pp.11-20 

杉浦 義典（2008）「マインドフルネスにみる情動制御と心理的治療の研究の新しい方向

性」『感情心理学研究』 16(2)，167-177． 

Brewer JA, Worhunsky PD, Gray JR, Tang YY, Weber J, Kober H.(2011) “Meditation 

experience is associated with differences in default mode network activity and 

connectivity.” Proceedings of the National Academy of Sciences 108.50,20254-
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土屋さとみ・小関俊祐（2017）「学校における集団マインドフルネスの有効性と効果指

標の検討」『心理学研究』7 pp.55-66 

 

【参考文献】 

久賀谷亮（2016）『世界のエリートがやっている最高の休息法―「脳科学×瞑想で集中

力が高まる」』ダイヤモンド社 

久賀谷亮（2017）「脳の再起動スイッチ～アタマを休め、切り替えに効くマインドフル

ネス入門～」ナツメ社 

藤澤大介・佐渡充洋・大野裕（2017）「市民公開講座 こころ豊かに生きるコツ : マイ

ンドフルネス (第 32 回日本ストレス学会学術総会記録)」『ストレス科学』31（4）

pp.288-296 

松木太郎（2018）「攻撃行動と対人ストレッサーの関連におけるマインドフルネスの調

整効果の検討」『パーソナリティー研究』26（3） pp.291-293 
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第５章 Ｍ-ＧＴＡによる絵本の読み聞かせの効果の分析 

（Modified Grounded Theory Approach:修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ） 

第１節 問題と目的 

「はじめに」で述べたように、中学生では、不登校が 36 人に 1 人の割合にの

ぼるという調査結果があり（平成 27 年学校基本調査 文部科学省 2015）、他の

校種に比べて多く見られることが報告されている。赤羽根直樹・宮崎 英夫・小

池 守・河崎 雅人（2016）は、中学入学年度に不登校が発生し、一度不登校にな

った生徒は、卒業までに不登校を解消することは困難であるとし、中学 1 年生

は、小学校から中学校に上がり、生活が変わりなじめないことがその原因の一つ

になっていることを明らかにしている。また、対人関係力も不登校になる要因の

一つであるとしている。 

先行研究の実践として、先述した谷木由利（2005、2006）は、中学校におい

て、毎朝全クラスで教師による絵本の読み聞かせが 1 年間にわたって継続的に

行われ、その結果、不登校が解消されたという報告をしている。絵本の読み聞か

せを行ったことが、不登校の状況におかれている生徒に対してのみならず、全校

生徒に対して心の安定や信頼感の構築による対人関係力の向上といった読書療

法的な効果があったのではないかと考えられる。   

絵本の読み聞かせの効果は、「はじめに」でも述べたが、高橋久子・城戸梨花

（1987）、増田梨花、馬場実（1988）、滝沢鷹太郎ら（1995）などにより、小児

病棟における読書療法の適用可能性が、心理的指標を用いて検証され、小児病棟

での絵本の読み聞かせの効果が報告されている。村中李衣（1998）は、医療機関

に入院している子どもと絵本を読みあうという読書療法を行い、社会適応性が

高まったという治療効果を経験し、その上で、人間と人間との関わりの場づくり

をし、その中でお互いに分かり合えるようになる「絵本の読みあい」活動の有効

性を示している。 

また、本論文の前半に述べた NIRS による脳機能検査により、絵本の読み聞

かせを聴取した際には、前頭前野において oxy-Hb が減少し、リラックスするこ

とが推測された。 

本章では、不登校などの問題が起こりやすい年代だと考えられる中学生に対

して、絵本の読み聞かせ聴取が効果的なのではないかという仮説を立てた。 
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しかし、徳島県第三次子どもの読書推進計画に記載されている各学校のボラ

ンティアの団体の登録数からも明らかなように、小学校に比べ、中学校において

は、絵本の読み聞かせは十分にいきわたっていないようである7。また、前章で

述べたように、先行研究においても、実践報告や、単発での絵本の読み聞かせの

感想の分析はみられるが、継続的に絵本の読み聞かせを聴取した中学生の感想

を質的に分析したという例はない。 

本研究の目的は、中学生に対して、長期間継続的に絵本の読み聞かせ活動を

行った結果、中学生によって書かれた感想文を M-GTA の手法を使い質的に分

析することにより、絵本の読み聞かせを長期間継続的に聴取することにどのよ

うな効果があるのかを、明らかにすることである。 

第 2 節では、今回使用した質的分析法の一つである M-GTA についての概要

について述べる。第 3 節では、ボランティアにより中学生に対して長期間継続

的に絵本の読み聞かせが行われた後、中学生によって書かれたボランティアへ

の感想文（3 年度分）を質的に分析する。第 4 節では、教師によって継続的に絵

本の読み聞かせを行った後、中学生によって書かれた自由記述の感想文を質的

に分析する。 

 

【引用文献】 

平成 27 年学校基本調査（2015） p.3【図 1】（文部科学省 HP）

（http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2016/01/18/

1365622_1_1.pdf）（2016.12.16 確認） 

赤羽根直樹・宮崎 英夫・小池 守・河崎 雅人（2016）「中学校における不 登校発生要

因の解明に関する実践的研究 : 不登校を未然に防ぐために」『帝京科学大学教職指導

研究 』: 帝京科学大学教職センター紀要 

谷木由利（2005）「絵本の読み聞かせで学力を育てる」『日本語学』24．pp.130-138. 

谷木由利（2006）「「自ら本に手をのばす子どもを育てる」工夫～絵本の読み聞かせを中

心として～」平成 16・17 年度教育課程研究指定校事業 学校図書館との連携を深め

た教科等の指導の在り方に関する研究 研究収録美馬中学校教育課程研究委員会編 

高橋久子・城戸梨花（1987）「小児病棟における読書療法の適応可能性―絵本の読み聞

かせを中心にして―」『日本読書学会研究大会発表資料集』第 31 回，pp.80-86. 

                                                   
7 徳島県 HP：徳島子ども読書ネットワーク、「県内読書推進団体」参照 

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2016/01/18/1365622_1_1.pdf）（2016
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2016/01/18/1365622_1_1.pdf）（2016
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増田梨花、馬場実（1988）「小児ぜん息児における読書療法とその経験 絵本の読みきか

せを中心にして」『同愛医学雑誌』15 pp.81-88 

滝沢鷹太郎・小宅泰郎・阿部薫・沢居正・伝法谷清・作田清貴・掛端不似子（1995）「健

康・医療情報の提供 小児病棟における読書療法の試み」『医学図書館』 42（1）pp.40-

45. 

村中李衣（1998）『読書療法から読みあいへ―「場」としての絵本』 教育出版 

 

第２節 Ｍ-ＧＴＡの概要 

 

M-GTA とは、質的研究の分析方法の一つである。 

質的研究とは、戈木クレイグヒル滋子（2006）によると、「現象に関しての

先行研究の蓄積が少なく、変数が把握されていないときに用いられる研究法」

であり、「あるがままの状況の中でデータを収集し、通常、データを数に置き

換えることなく分析する方法」であると述べられている。中学生に対する絵本

の読み聞かせを行った実践に関する研究の蓄積は少なく、実態もあまり把握さ

れていないこともあり、あるがままの中学生の状況を捉えるためには、実際の

中学生の書いた感想文を分析する質的分析方法が最適と考えられた。 

中学生の感想文を分析するにあたり、その内容の解釈、文生成過程の心情に注

目するため、質的研究法の一つであるグラウンデッド・セオリー・アプローチの

手法を用いた（Grounded Theory Approach 以下 GTA と略す）。 

木下康仁（2003）によると、グラウンデッド・セオリーとは、データに密着し

た継続的比較分析法による質的データを用いた研究法で生成された理論であり、

人間の行動、他者との相互作用の変化を説明できる理論でもある。そして得られ

た結果の実践的活用を促す理論である。木下（2003）では、グレーザーとストラ

ウスによって 1960 年代に考案された GTA を検討し、GTA のオリジナル版の良

さを継承しながら、方法の課題点を解決し、実践しやすいように改良した修正版

M-GTA（Modified-GTA）を提唱している。M-GTA においては、データを切片

化せず、データを丸ごと解釈し、分析ワークシートを作成する方法をとっている

ことが特徴的であるといえる。また、M-GTA は、人間と人間が直接やりとりを

する社会的相互作用に関わる研究であることが基礎的要素であり、研究対象が

プロセス的性格を持っていることが分析上非常に重要とされている。医療・看
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護・保健・リハビリテーション、臨床心理、教育などの実践領域において有用な

分析方法である。しかし、これまでの研究において、看護分野では、研究例が多

く見られるが、教育分野において生徒の意見・感想等を M-GTA を用いて分析し

たものは、ほとんどみられない。 

M-GTA は、前述したように、人間と人間のやりとりである実践に応用するこ

とができ、心に密着した分析を行うことができる方法である。したがって、本研

究では、長期間継続して中学生に絵本の読み聞かせを行ったのち、中学生によっ

て書かれた感想文をデータとして扱うので、質的分析法の中でも M-GTA の手

法が最適と考え、この方法を用いて分析を行うことにした。 

また、扱うデータの種類であるが、M-GTA における研究はその多くが、イン

タビューデータである。しかし分析の際には、書きおこしを行い、文章化したも

のを研究対象とするものであるから、中学生によって自由に記述された感想文

であっても可能であると考えた。 

分析方法の詳細については、実際の研究の方法に即して述べることとする。 

 

【引用文献】 

戈木クレイグヒル滋子（2006）『ワードマップ グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ 理論を生み出すまで』新曜社 

木下康仁（2003）『グラウンデッド・セオリー・アプロ―チの実践 質的研究への誘い』

弘文堂 

 

【参考文献】 
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第３節 ボランティアによる中学生に対する絵本の読み聞かせ効果

の分析 

 

第１項 問題の所在と目的 

本章の「問題と目的」の項に、不登校等の中学生の抱える社会的問題のことを

述べた。近年、子どもたちを取り巻く環境も、急速に変化している。多様なメデ

ィアの発展により、メディア機器使用時間が多くなり、物語などの本に触れるこ

とが少なくなっている。「第 2 回放課後の生活時間調査」（2013 年 11 月、ベネ

ッセ教育総合研究所）によると、学習時間や、携帯電話・スマートフォン・パソ

コンなどを使うという項目がすべての学校段階で増加し、「忙しい」「もっとゆっ

くり過ごしたい」と感じる子どもが増加しており、学習時間の増加、SNS の普

及などが、子どもの生活時間に影響を与えていることが報告されている。心身の

疲れについて尋ねた結果、小学生 51.2％、中学生 64.8％、高校生 70.4％が「忙

しい」と回答。そして、「疲れやすい」という回答も小学生 52.8％、中学生 66.4％、

高校生 69.8％となっている8。  

中学３年生は、受験を控えており、勉強や、友人関係などいろいろなストレス

を持っていると考えられる。そのような中学３年生に、絵本の読み聞かせをする

という取り組みを通して、ストレスが緩和するような効果が出るのではないか

と考えられる。また、絵本の読み聞かせを聴取することで、自分の内面を見つめ、

情動の動きをとらえ、意欲を引き出すことができていたとすれば、中学生に対す

る絵本の読み聞かせの有効性を明らかにできると考える。   

また、この中学校においてボランティアによる読み聞かせが始まったきっか

けは、受験を控えた中学 3 年生の「ストレス緩和」「心の落ち着き・リラックス」

という効果が得られるのではないかという保護者らの意識からだったようであ

る9。そこで、絵本の読み聞かせを聴取することで「ストレス緩和」され「心の

落ち着き・リラックス」したという効果が得られる可能性の検討も行いたい。 

                                                   
8 ベネッセ教育総合研究所：第 2 回放課後の生活時間調査―子供たちの 24 時間－，2013．

http://berd.benesse.jp/up_images/textarea/shotouchutou/houkago_2014/201410_Press-release.pdf

（2015．8.28 確認） 
9 筆者が行ったボランティアグループメンバーへの聞き取りによる。 
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第 2 項 研究の方法 

 

１．対象 

A 中学校 3 年 7 クラス、総数は 644 名（3 年度分）、内訳は、次に示す。 

2011 年度（208 名） 

2012 年度（219 名） 

2013 年度（217 名） 

 

２．期間 

毎週金曜、朝始業前 10 分間で行った。 

2011 年度（Ｈ23．1～Ｈ24．1） 

2012 年度（Ｈ24．2～Ｈ24．12） 

2013 年度（Ｈ25．1～Ｈ26．3） 

 

３．実践者 

ボランティアグループ（11 名）により行った。ほとんどのメンバーが、10

年以上続けている。各クラスを、1 週間交代で順番に回っている。 

 

４．場所 

絵本の読み聞かせは、各教室で行った。 

 

５．データの収集方法 

（１）ボランティアが、中学生に対し、絵本の読み聞かせを毎週金曜の朝の読

書の時間を利用して、各年度、約 1 年間継続して行っている。選書は、各ボ

ランティアの任意である。行事や担任の意向により、実施期間は、多少の増

減はある。 

 

（２）1 年間継続して絵本の読み聞かせを聞いた後、中学生がボランティアに

対して感想文を毎年書いている。感想文は、各クラス担任の指示によって書

かれ、指示の文言は様々であるが、主にボランティアに対する感謝や感想を

述べることをその主旨としている。 
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６．分析方法：1 年間の終わりに、ボランティアに対して中学生に書いてもら

った感想文を、M-GTA を使用して分析を行った。 

 

７．Ｍ‐ＧＴＡ分析の流れ 

M-GTA 分析の流れの概要を次に示す。 

（１）概念生成とそのカテゴリー生成 

第 1 段階として、まず 2011 年度分に対して分析検討を行う。 

１）概念生成：まず、1文ごとに分け、年度-個人番号-文番号を付す。（必要

な時にデータに戻って解釈を検討できるようにするため。） 

そのデータに密着して深い解釈をしながら、制限を設けず概念を生成（オ

ープンコーディング10）していく。その際に、一つの概念が生成されるたび

に 1 枚の分析ワークシート【図 20】を作成する。個々の感想文を読み、書

いてある文章にどのような思いや、様子が読み取れるかを「研究者(筆者)の

視点」より分析解釈し、一つの概念に当てはまる表現を一つの分析ワークシ

ートの具体例欄（以下、ヴァリエーション欄）に抜出する。ある程度サンプ

ルが集まれば、概念の定義を抽出し、定義欄に記す。その際、思考したこと

や、疑問に思ったことは、理論的メモに残す。概念を生成する際、常に対極

の概念を比較しながら行う（継続的比較分析）。 

                                                   
10  オープンコーディング等の用語は、M-GTA の手法に欠かせない用語であるので、初出の際に定義

し、その後は木下（2003）の用語のまま使用した。 

【図 21】分析ワークシートの例 
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次に概念生成の例を示す。（概念生成の根拠となる文に筆者が下線を引い

た。※（ ）内に年度-個人番号-文番号を示す。個人番号は、個人が特定できないように

筆者が、任意に割り振った。分類後にデータを確認する必要がある際の目印とした。） 

（例１） 

「金曜日の朝いつも読み聞かせをしていただきありがとうございました。

読むときに私たちにわかりやすくしてくださったり、少しの時間ではあり

ましたがとても感謝しています。（11-1-1、2）」 

 

 

まず、メッセージ文の第１文を読み、①概念を生成する定義を決める。こ

の文に含まれるのは、読み聞かせボランティアへの感謝が現れていると考え、

概念の定義を、「感謝慰労表明」とする。②ヴァリエーション欄に書き込む。

次の第２文を読んで、同じような概念であれば、同じシートのヴァリエーシ

ョン欄に書き込んでいく。数個集まれば、③概念名をつける。④その際、悩

んだことや、迷ったこと,気づいたことがあれば、理論的メモ欄に残す。 

 

（例２） 

読み聞かせもとても面白くて本の話の中にも興味深い物がたくさんあり

ました。（11-1-3） 

 

この文に含まれる概念には、下線部が読み聞かせに対する好印象が現れて

いると考え、先の概念とは異なるので、別のシートを用意し、定義を「読み

聞かせに対する好印象」とする。ここで、後半の波線部分は、多様な絵本聴

取への好印象が現れている概念が含まれていると考えられるので、理論的メ

モに記録を残し、もう一枚の別のシートを作り、「多様な絵本聴取への好印

象」とし、同じ文をヴァリエーション欄に記入する。（このように同じ文で

あっても、複数の概念が含まれていることがあれば、概念ごとにシートを作

るようにする。文は、意味が変わらないように、切り取らず、記入すること

とする。）そして、同じような概念が複数集まり、一つの概念として成立す

るようであったら、概念名をつける。 

 

このような手順で、一文ずつ先に生成した概念と比較しながら、新たな概
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念を生成していく。その際に、似たような概念であるか、また全く違う概念

であるかという概念同士の関係性も考慮に入れて、カテゴリーに集約するた

めの方向性も同時に考えながら行う。 

 

２）カテゴリー生成：個々の概念との関係を丁寧に検討し、複数の関係する

概念からなるまとまり（以下、カテゴリー）を生成し、コアカテゴリーに収

束していく。概念生成とこれらのカテゴリー生成は、同時並行で行う。 

これらの過程では複数の分析者による分析や、スーパーバイザーの指摘を

受け、概念の解釈の妥当性の検証を行う。 

 

（２）理論的サンプリング：第 2 段階として、2011 年度の概念生成を踏まえな

がら、2012 年度の分析を同様に行い、新たに増えた概念を追加する。第 3 段

階として、2013 年度の分析を、同様に行う。 

 

（３）理論的飽和化：データからそれ以上新しい重要な概念や、カテゴリーが

生成されなくなったことを以て、理論的飽和化と判断する。  

 

（４）結果図の作成：さらに、分析の結果を収束化するために、カテゴリー、

コアカテゴリー間の関係性を考えて、結果図にまとめる。 

 

（５）ストーリーラインの記述：結果図をもとに、分析の結果得られた概念・

カテゴリー、コアカテゴリーの関係を文章化する。 

 

第 3 項 結果 

 

１．概念生成とそのカテゴリー・コアカテゴリー生成 

ボランティアが、中学生に対して長期間継続的に絵本の読み聞かせを行った

後、中学生によって書かれたメッセージ文を M-GTA による継続的比較分析を 

行い、その結果生成された概念をカテゴリーに収束したものを次の【表９】に示

す。 

オープンコーディングにより生成できた概念は⑴～⒅であり、それぞれの関
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係性を考えてＡ～Ｇのカテゴリーを生成した。さらに、それらのカテゴリーを収

束して、《Ⅰ 情動》、《Ⅱ 認知》、《Ⅲ 意欲》の三つのコアカテゴリーが生成され

た。この概念生成、カテゴリー、コアカテゴリーの生成に関しては、複数の研究

者により、概念及びカテゴリー、コアカテゴリーが妥当であるかの検討を行った。

コアカテゴリーは《Ⅰ》～《Ⅲ》、カテゴリーはＡ～Ｇ、概念は⑴～⒅で表した。 

【表９】 

ボランティアによる中学生に対する絵本の読み聞かせにおける効果 

（概念とそのカテゴリー） 

ｺｱｶﾃｺﾞﾘｰ カテゴリー 概念 

《Ⅰ情動》 Ａ 読み手に対する好印象 (1)感謝慰労表明 

(2)読み方に対する好印象 

Ｂ 絵本に対する好印象 (3)絵本に対する好印象 

(4)｢あらしのよるに」の好印象 

Ｃ 絵本の読み聞かせ活動に対する

好印象 

 

(5)絵本の読み聞かせ活動に対する好印象 

(6)多様な絵本聴取に対する好印象 

(7)絵本の読み聞かせの時間に対する期待 

(8) 読み聞かせ終了に対する寂寥感生成 

《Ⅱ認知》 Ｄ 自己内面のメタ認知 (9)絵本の読み聞かせの体験の懐古・好印象 

(10)絵本の読み聞かせに対する意識変化の認知 

(11)没入感・集中力の向上 

(12)心の落ちつき・リラックス・息抜き 

(13)心の豊かさ(思いやり・友情・いろいろな経験) 

《Ⅲ意欲》 Ｅ 意欲喚起 

 

(14)学習意欲表出 

(15)学習への意識の切り替え 

Ｆ 読書意欲の喚起 

 

(16)読書意欲喚起 

(17)読書実践 

Ｇ 未来志向  (18)未来志向・人に読んであげたい 

 

メッセージ文の中から抽出した概念を分析すると、その文章の目的から基本

的にみられる概念は、「Ａ 読み手に対する好印象」のカテゴリーに含まれる

ものであった。これはほとんど全員に見られた。次に多かったのは、「Ｂ 絵
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本への好印象」であった。また、「Ｃ 絵本の読み聞かせ活動に対する好印

象」を表したものもあり、中学生も絵本の読み聞かせ活動を楽しみにしている

様子が見受けられる。これらの概念は、ある程度読み聞かせを聞いた後の感想

としては予想できる概念であった。本研究において、中学生の特徴を表してい

るものとして特に注目すべきと考えた概念は、絵本の読み聞かせを聴取したこ

とで、小さい頃の体験を思い出した自分に気づいたり、自分の意識や情動など

を認識し、自分を客観視しているといった「Ｄ 自己内面のメタ認知」、物事

に対する意欲が生じたり、「Ｅ 意欲喚起」、本を読みたくなったり、また実

際に本を読むようになったという「Ｆ 読書意欲の喚起」、人に読んであげた

いといった「Ｇ 未来志向」が生まれたりしたものなどである。 

これらの概念の具体例を個々に見ていくと、それぞれの思考の深まりや認知

の発達段階が見えてくる。これらＡ～Ｇのカテゴリーに含まれる概念の具体例

の記述に注目し、内容の分析を試みた。概念の具体例をＡ～Ｇのカテゴリーご

とに示す。 

 

２．各カテゴリーに含まれる概念の定義とその具体例 

各カテゴリーに分類された概念の定義と、その具体例を示す。分析ワークシー

トに抽出した文の中で代表的な例を抜粋し示す。同時に継続的比較分析を行う。

対極例の検討を行う。 

※末尾の（ ）内の番号は、年度の下２桁-個別番号-文番号である。数字は個人番号とは異なり、

分析のため筆者が任意に設定した。概念生成の根拠となる記述に下線を引いた（筆者）。 

 

「Ａ 読み手に対する好印象」 

概念（1）感謝慰労表明 

この概念は、読み聞かせをしてくれたボランティアに対して感謝の意を表明

しているものである。 

①「金曜日の朝いつも読み聞かせをしていただきありがとうございました。読

むときに私たちにわかりやすくしてくださったり、少しの時間ではありまし

たがとても感謝しています。読み聞かせもとても面白くて本の話の中にも興

味深い物がたくさんありました。本をより好きだなと思うこともできたので

本当によかったです。（11-1-1、2、3、4）」 
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②「朝忙しいのに、早い時間から僕達のために読み聞かせをしに来てくれてあ

りがとうございました。休んで聞けなかったときもあったんですが、聞けると

きは楽しく聞いていました。読み聞かせは小学校以来だったのでとても新鮮

な体験をすることができました。貴重な時間をくださってありがとうござい

ました。（11-44-1、2、3、4）」 

③「読み聞かせをいつもありがとうございました。暑い日も寒い日も雨の日も

来てくださり、私たちも息抜きができてとても嬉しかったです。その日読んで

下さった本の話題を休み時間にして楽しんでいました。朝早くからきてくだ

さりほんとうにありがとうございました。（13-13-1、2、3、4）」 

この概念の対極例として考えられるものは、感謝の意を表さない、もしくは迷

惑に思うという概念であるが、そのような概念は、1 例もなかった。この感想文

の書かれた状況が 1 年の終わりに、担任からの指示で書かれた、ボランティア

の人に感謝の意を表するという主旨の感想文であったことより、全員の感想文

にこの概念が見られた。 

 

概念（2）読み方に対する好印象 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて、読み手の読み方がうまかった、よか

ったというものであるといったもので、読み手の読み方に対する好印象が書か

れているものとした。 

①「毎週金曜日忙しい朝に読み聞かせに来てくれてありがとうございまし

た！！読むのがとても上手でつい見入ってしまいました。（＾－＾）！皆さん

が読んでくれた本、全てがおもしろかったです。本当に今までありがとうござ

いました。（11-8-1、2、3）」 

②「今まで一年間読み聞かせをしてくれてどうもありがとうございました。き

ん張すると思うのに私たちのために一生懸命その役になりきったように読ん

でくれてとてもうれしかったです。「あらしのよるに」シリーズでは」とても」

長いのにうまく分けて読んでくれてときに少し早目に読んでくれたり、読み

終わった後、一言「がんばってね」とかいってはげましてくれたりして私もや

る気がわいてきました。私も受験がんばるので、これからも A 中のみんなに

「やる気」や「笑顔」を上げてください。（12-96-1、2、3、4）」 

③「すごく楽しかったです。いつも大きな声で感情をこめて読んでくださって

とても聞き取りやすかったです。毎週金曜日が楽しみになっていました。これ
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からも頑張ってください。（12-109-1、3、4、5）」 

この概念の対極例は、読み方がよくなかったというものが考えられるが、全体

を通して 1例もなかった。 

 

「Ｂ 絵本に対する好印象」 

このカテゴリーには、絵本を面白いと思う、続きを聞きたい、特定の絵本が好

きであるというように絵本への好印象を示した概念が含まれる。 

概念（3）絵本に対する好印象 

 この概念は、絵本が面白い、楽しいといった絵本への好印象を示したものであ

る。 

①「毎週読み聞かせに来ていただきありがとうございました。とても印象深い

本がたくさんあり、楽しかったです。（13-53-1、2）」 

②「僕は読み聞かせが始まったころはあまり興味がありませんでした。しかし

今となっては、絵本もおもしろいと思うようになりました。そして、とても本

が好きになりました。だからこれからも本をたくさん読んでいきたいです。

（11-38-2、3、4、5）」 

③「毎週読み聞かせをしていただいてすごくよかったと思います。私は全然本

を読まないので、本を開く回数が増えてよかったです。おもしろい本、勉強に

なる本、いろいろな種類の本が聞けて楽しかったです。自分でもいろんな本を

読みたいです。（11-40-1、2、3、4）」 

この概念の対極例は、絵本が面白くない、好きでないという絵本への負の印象

が考えられるが、そのような例は一つもなかった。当初絵本は小さい子が読むも

のだと思っていたという印象はあったが、絵本の読み聞かせを聞くうちに、中学

生でも楽しめると思ったという例もあった。それは、「Ｄ自己の内面のメタ認知」

に含むことにした。 

 

概念（4）「あらしのよるに」の好印象 

 この概念は、2学期にシリーズを連続で読みつないだ「あらしのよるに」のシ

リーズに対しての好印象である。続編が聞きたいとか、楽しみであるという好印

象を示したものである。 

① 「ありがとうございました。「あらしのよるに」シリーズがとてもおもし
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ろかったです。よみ方がひきよせられるようなかんじでとてもおもしろか

ったです。ありがとうございました。（12-105-1、2、3）」 

②「毎週面白い本を読んで下さるのでいつも金曜日の朝が楽しみでした。とく

にたくさんのシリーズがあった「あらしのよるに」が心に残っています。1年

間本当にありがとうございました。（13-64-1、2、3） 

③「毎週、楽しいお話を聞くことができてうれしかったです。「あらしのよる

に」シリーズはとても面白かったです。つづきが気になって、読み聞かせの時

間が待ち遠しかったです。（12-126-1、2、3）」 

この概念の対極の例は、特定の本への負の印象であるが、その例はなかった。 

 

「Ｃ 絵本の読み聞かせ活動に対する好印象」 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを楽しいと思うことや、多様な絵本の

読み聞かせを聴取してよかったというもの、絵本の読み聞かせを楽しみに思う

ことや、一年続いた絵本の読み聞かせが終わることをさみしく思うという概念

が含まれる。 

 

概念（5）絵本の読み聞かせ活動に対する好印象 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて楽しいと感じるといったもので、絵本

の読み聞かせに対する好印象が書かれているものとした。 

①「毎週金曜日朝早くに読み聞かせをしてください、ありがとうございまし

た。聞いているととても楽しくて、その絵本の中にいるような感じがして、聞

き入ってしまいます。絵本を読むなんて日ころしなくてとても心があたたか

くなりました。楽しかったです。本当にありがとうございました。毎週金曜日

私たちのために朝早くから読み聞かせをしてくださり、本当にありがとうご

ざいました。読んでくださる本はとても面白い話ばっかりで、いつも本の世界

へ引きずり込まれそうです。これからもこの素敵な活動をどうか続けてくだ

さい。本当にありがとうございました。（12-217-1、2、3、4、5、6、7）」 

②「たくさんの本を読んでくださり、ありがとうございました。日常生活の中

であまり本を読まない僕にとっては、とても良い経験になりました。高校生に

なったら、もっと本を読む機会を増やしていきたいです。（13-9-1、2、3）」 

 この概念の対極の例は、絵本の読み聞かせが楽しくないというものが考えら

れるが、そのような例は見られなかった。読み聞かせが始まった当初、どうして
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中学生に絵本なんかという感想もあったが、その続きには、読み聞かせを聞いて

いるうちに読み聞かせに対する意識が変化したというものが多くみられ、「Ｄ自

己の内面のメタ認知」の概念に含めた。 

 

概念（6）多様な絵本聴取に対する好印象 

この概念は、多様な絵本を聴取してよかった等、好印象を示しているもので 

ある。 

①「毎週金曜日の読み聞かせを楽しみにしていました。毎週違うたくさんの本

を読んでいただいた中で私が一番心に残っている本は、「あらしのよるに」と

いう本のシリーズです。小学生の頃から本の内容は知っていたけれど、それに

続きがあることは知らなかったので、すごく興味を持ちました。毎週、前の本

の続きが知りたく次はどういうお話になるのだろうとわくわくしていまし

た。（11-181-1、2、3、4） 

②「毎週いろいろな絵本をえらんで読んでくださりありがとうございました。

金曜日の朝 10分間と短い間でしたがとても楽しかったです。いろいろな本を

知ることができて楽しかったです。（13-180-1、2、3）」 

③「今までありがとうございました。たくさんの本を読んでいただきました。

いつも楽しいお話しばかりで夢中で聞いていました。本を読んでいただいた

後は応援の言葉などをかけていただいて、とても勇気づけられました。これか

らもたくさんの本を楽しく読んでください。（13-39-1、2、3）」 

この概念の対極例は、同じような本で面白くないといったような概念が考え

られるが、そのような例はなかった。 

 

概念（7）絵本の読み聞かせの時間に対する期待 

 この概念は、読み聞かせの時間や読み聞かせがある金曜日を楽しみに思うと

いうものである。 

①「一番おもしろかった本はあのヤギのメイとオオカミのガブのお話でした。

めちゃくちゃ長い物語で内容が深かったので毎週金曜日の読み聞かせが楽し

みでした。受験が近くてピリピリしている時期に読み聞かせがあって、リラッ

クスできるというか、落ちつけるというか。すごく楽しかったし、面白かった

です。もうすぐ入試で、その次は卒業。いろんな行事が終わってとても寂しい
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です。今までいろんな本を読んでくださってありがとうございました。♡（12-

94-1、2、3、4、5、6）」 

②「毎週金曜日朝早くから、さまざまな本を読んでくださって本当にありがと

うございます。ガブとメイの話をしているときは金曜日の朝がとても楽しみ

でした。とても楽しかったです。（13-138-1、2、3）」 

③「読み聞かせは、私が小さい頃母がよくしてくれたのでなつかしい気持ちに

なれたので、毎週金曜日がとっても楽しみでした。「あらしのよるに」シリー

ズが大好きなので、全巻読み聞かせして頂いたのはとてもありがたくて感動

しました。うれしかったです。（13-142-1、2、3）」 

この概念の対極例は、読み聞かせの時間や、金曜日が来るのが嫌であるという

概念が考えられるが、そのような例は 1 例もなかった。 

 

概念（8）読み聞かせ終了に対する寂寥感生成 

 この概念は、一年間続いた読み聞かせが終わることへの寂しさを表したもの

である。 

①「この一年間読み聞かせをしていただきありがとうございました。読み聞か

せがなくなると毎週金曜日がさびしいです。いそがしくなるぼくたちにいろ

いろな本を読んでいただいて元気が出てきます。本当に一年間ありがとうご

ざいました。（12-102-1、2、3、4）」 

②「この一年間読み聞かせはとても面白かったです。読み聞かせが終わってし

まうことは、とてもつらいです。三学期からは受検勉強を頑張ろうと思うので

応援よろしくお願いします。（12-103-1、2、3）」 

③「読み手の方々の読み方はとても工夫されていて思わず感情移入してしま

いました。読み聞かせが終わるのは残念です。（13-70-3、4）」 

 この概念の対極例は、早く終わってほしいとか、終わってよかったというもの

が考えられるが、そのような例は 1 例もなかった。 

 

「Ｄ 自己内面のメタ認知」の例 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを聴取したことで、小さい頃の体験を

思い出した自分に気づいたり、絵本の読み聞かせを追体験することによって、好

印象が生じたというものが含まれ、没入感や集中力を感じたり、心が落ち着き、
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リラックスや心の豊かさを感じたりして、自分の意識や情動などを認識し、自分

を客観視しているといった概念である。 

 

概念（9）絵本の読み聞かせの体験の懐古・好印象 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて、小さい時に読んでもらった時のこと

を思い出した、追体験をして好印象が生じたというものである。 

①「小学校のとき絵本を読んでもらっていたけど中学校に入って絵本と触れ

合う機会がなくなりました。でもボランティアでお母さんたちが読んでくれ

て懐かしくてうれしかったです。小さい時に好きだったお話もあって、あの時

はこう思ってたなあとか思い出してました。(12-2-4)」 

②「中学生になって絵本を読む機会がなく、聞いたら懐かしさを感じました。

（12-36-3）」 

③「僕は絵本は小学校入学ぐらいからはもう読んでいませんでした。ですが、

この読み聞かせがあって、久しぶりに小さいころに戻ったかのようになりま

した。改めて聞くと、絵本は、漫画や小説と違うまたよいところもありました。

いままでとても楽しかったです。（12-80-1、2、3）」 

④「中学生になって絵本を読む機会がなくなり、絵本から離れた生活を送って

いました。けれど、読み聞かせが始まり、絵本にふれたことで、幼いころの思

い出がよみがえってきてうれしくなりました。これからも初心を忘れずに、頑

張っていきます。（12-216-2、3、4）」 

⑤「笑ったり、感動したりと、絵本でいろいろな経験ができました。他にも知

らなかった絵本を知り、自分の消えかけていた子ども心を取り戻せたりする

ことができました。（11-92-3、4）」 

⑥「読み聞かせ、本当によかったです。中学生になると、勉強ばっかりで、人

の心というものを忘れそうになるのですが、この読み聞かせのおかげで、子供

のころのピュアな心を取り戻せた気がします。（12-53-2）」 

⑦「自分で読むのとは違い、保護者の方々が感情を込め、声に出して読んでく

れると本の内容もとても頭に入りやすく力強く印象に残っています。（11-111-

3）」 

この概念の対極例は、読み聞かせの体験を思い出して、負の印象があった、若

しくは思い出さなかったというものが考えられるが、そのような例はなかった。 
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概念（10）絵本の読み聞かせに対する意識変化の認知 

絵本は小さい子のものであると思っていたが、絵本の読み聞かせを聞くこと

で、中学生になって楽しめることがわかったり、小さい時とは理解力が変化した

りしている自分に気づくといったものである。自分の絵本に対する意識の変化

や、自分の理解力の成長を認知したものである。 

①「絵本でもいい本は、15歳でも楽しめるんだなと実感しました。（11-157-

6）」 

②「僕は小さい時によく絵本を読んでもらっていたので、結構知っているつも

りだったけど、読み聞かせの人に読んでもらった本はほとんど知らなくて、す

ごくおもしろかったです。意外と中 3 になっても興味がわくことに気が付き

ました。（13-118-1、2、3）」 

③「毎週金曜日の朝に読み聞かせをしてくださってありがとうございました。

小さい頃に何度か読んだことがありましたが、中学生になって見てみるとス

トーリーのほうにも意識が行くようになってとてもおもしろかったです。（13-

106-1、2）」 

④「僕は最初、毎週読書の時間に、なぜ読み聞かせの時間を作るのだろうかと

いう疑問を抱いていました。人が読んでいるのを聞くよりも自分で本を読む

ほうが、よほど自分のためになるんじゃないかと思っていました。でも、自分

がめったに触れない絵本の物語を聞いて、普段自分が味わえないおもしろさ

やワクワク感を味わうことができました。（11-203-1、2、3）」 

⑤「あらしのよるに」大好きで何度か読んだのですが、自分で読むのと人に読

んでもらうのではすごく違いがあり、とてもおもしろかったです。（11-159-

2）」 

この概念の対極例は、絵本の読み聞かせに対する意識変化がなかったという

このが考えられるが、そのような例はなかった。 

 

概念（11）没入感・集中力の向上 

 絵本の読み聞かせを聞くことで、物語の世界に引き込まれたり、、わくわくし

たり、没入感を感じている自分を認識しているものである。朝の読書として、絵

本の読み聞かせを聞くことで、頭がすっきりして、授業や、勉強に集中できてい
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る自分を認識している。 

①「他の絵本も心温まるものばかりで、読み聴かせの時間は、とてもリラック

スできるものでした。また、それと同時に絵本の世界へ入っていける、わくわ

くする楽しいものでもありました。」（11-183-4、5）」 

②「ヤギとオオカミの、白と黒の対比や、その風景の描写、巧みなストーリー

テリングを、音声で活き活きと表現しており、引き込まれました。（11-182-

3）」 

③「人が読んでいるのを聞くよりも自分で本を読むほうが、よほど自分のため

になるんじゃないかと思っていました。でも、自分がめったに触れない絵本の

物語を聞いて、普段自分が味わえないおもしろさやワクワク感を味わうこと

ができました。（11-203-2、3）」 

④「朝から頭がすっきりして授業にすごく集中することができました。（12-

85-3）」 

⑤「勉強する前の息抜きにもなってとても勉強に集中することができました。

（13-172-2）」 

この概念の対極例は、没入しなかったり、集中できなかったというものが考え

られるが、そのような例はなかった。 

 

概念（12）心が落ち着き・リラックス・息抜き 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて、心が落ち着いたり、リラックスでき

ることに気づいたり、それまで頑張りすぎていた気持ちが楽になったというも

のである。また、息抜きになったというものである。 

①「心をこめて読んでいただいた本はすべておもしろくとてもたのしかった

です。それは勉強ばかりな僕たちの心を休めたり、体を休めたりする時となっ

ていきました。(11-3-2、3)」 

②「読み聞かせに来てくれたおかげで毎日勉強での疲れが取れてまた勉強を

がんばろうと思うようになりました。 (11-46-2)」 

③「今年は受験があって、勉強にも力を入れなければいけなくて、少し疲れて

いました。その中で、金曜日の朝の絵本の読み聞かせはとてもリラックスでき

ました。（11-79-2、3）」 

③「受験勉強で焦ったり、イライラしたときも絵本を読んでもらうと、すごく



86 

 

リラックスすることができました。（12-68-3、4）」 

④「朝の時間に本を読んでもらうと、すごく心が落ち着きました。(12-37-2)」 

⑤「勉強をしなければならないという緊張感の中で読み聞かせがあってとて

もよかったです。(12-78-1)」 

⑥「僕は、読みきかせは、大事だと思いました。子どもの頃の気持ちになって

聞いていると、とてもリラックスできなつかしかったです。(12-44-1、2)」 

⑦「金曜日に読み聞かせを聞いて進路の不安が和らぐような感じがしました。

（13-3-1）」 

⑧「毎週金曜日に読み聞かせをしていただいてありがとうございました。勉強

のストレスがとてもやわらぎました。（13-27-1、2）」 

⑨「受験勉強でつらかったこともあったけど、絵本の読み聞かせのおかげで気

持ちが楽になりました。(13-99-3)」 

⑩「勉強で疲れているときや、大事なテストなどがある時は、読み聞かせをし

ていただいたおかげで、リラックスすることができました。(13-129-2)」 

⑪「また、勉強が忙しくて、字を見る時間が多くストレスがたまっていたので

すが、物語を聞くということで、ストレス解消することができました。（11-

203-4）」 

⑫「勉強する前の息抜きにもなってとても勉強に集中することができました。

（13-172-2）」 

この概念の対極例は、心が落ち着かなかったとか、安心できなかった、苦しく

なったというものが考えられるが、そのような例はなかった。 

 

概念（13）心の豊かさ(思いやり・友情・いろいろな経験) 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、心が豊かになった、感性が豊か

になったというように、感情豊かに感じている自分を認知しているものである。 

また読み聞かせを聞くことで、何かを学んだとか、大切なものを学んだという

ことを認識しているものを含む。 

①「金曜日だけで少しさみしいところもありましたが、心が豊かになりまし

た。毎週いろいろな本を読むにあたって練習されたと思いますが、とてもうれ

しかったです。絵本って子どもの幼いころだけに読むんじゃないんだと思い

ました。（12-112-2、3）」 
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②「友情や愛情を感じることができました。正直この年で「読み聞かせって」

と思っていたけれど、とてもいい経験になりました。（12-137-2、3）」 

③「私達は、読み聞かせを通じて様々な興味深い本に出会うことができまし

た。この経験をし、私たちは豊かな感性を持つことができました。（12-141-

12）」 

④「今まで読み聞かせをしてくださった絵本は、時に見ていると楽しくなった

り、励まされたり、悲しんだりしました。金曜日の読み聞かせは何かリラック

スできる時間になりました。（11-21-3、4）」 

⑤「絵本の絵を見ながら感情のこもった声を聞いて、心があったまります。

（11-090-2）」 

⑥「絵本には、生きるうえで大切にしていかなければいけないことや、大人で

も考えさせられることが書いてあります。読み聞かせのおかげで、中学生にな

っても絵本から色々な事を学べました。（11-172-67）」 

⑦「朝の時間、自習をしているときに聞くとリラックスにもなり、とてもよい

朝になりました。また、読み聞かせの方々は、読むのがとてもうまくて、いつ

も読んでいる絵本に引き込まれます。中学校になると、絵本を読む機会がめっ

たにありません。でも読み聞かせをしてもらって、何か大切なことを教えてく

れた気がします。（11-096-2、3、4）」 

⑧「知らなかった本をたくさん見て「あらしのよるに」が一番印象に残りまし

た。あれを見て友達を大切に思って最後まで信じることが大事だと改めて気

づきました。（11-121-3）」 

⑨「中学生になると、めっきり絵本を読む機会が減ってしまいます。ですが、

絵本には、生きるうえで大切にしていかなければいけないことや、大人でも考

えさせられることが書いてあります。読み聞かせのおかげで、中学生になって

も絵本から色々な事を学べました。（11-173-5、6、7、8）」 

⑩「読み聞かせの方はメイの声、ガブの声、ナレーション全ての声を変えるな

ど私たちがより楽しめるように工夫してくださいました。目的の国語の聞き

取り能力を上げるというのも達成できたのではないでしょうか。（11-195-3、

4）」 

⑪「私が一番印象に残っているのはおおかみとやぎの物語でした。助け合うこ

との大切さを学びました。（13-166-2）」 
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⑫「読み聞かせで読んでくれる本の内容を聞いていると、発想力やいろいろな

ものが身に付いた気がします。（13-173-2）」 

これらの概念の対極例は、それぞれの意識が生成されなかった、若しくは負の

意識が生成されたというものが考えられるが、負の意識が生成しただけで終わ

っている例はなかった。最初は、絵本の読み聞かせに対する負の意識があった

が、継続的に絵本の読み聞かせを聞くことにより、その意識に変容が見られ、好

印象を持つようになったという、自己の意識の変容を認知したものであった。 

 

「Ｅ 学習等意欲喚起」の例 

このカテゴリーに含まれるのは、絵本の読み聞かせを聞いたのち、主に受験に

向けた学習に意欲が表出されているものや、朝、絵本の読み聞かせを聴取したこ

とで、学習への意識の切り替えとなったというものが含まれる。 

 

概念（14）学習意欲表出 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴いたのち、学習に対する意欲が喚起され

た、元気ややる気が出たという概念である。 

①「私は、受験勉強がいやでつらいこともたくさんあったけれど、読み聞かせ

を聞いてつらいことなど吹き飛ばされました。本当にありがとうございまし

た。受験頑張ります。（11-66-2、3、4）」 

②「とても感動した本がいっぱいでした。私は、次受験なのでがんばります。

短い間だったけど楽しかったです。もう聞けないのはイヤだけど、新しい目標

に向けてがんばります。（12-118-3）」 

③「1時間目の授業が気持ちよくはいれました。入試に向かって頑張っていき

たいです。（11-94-3）」 

①「金曜日の朝は体力的にもとてもしんだいのですが、読み聞かせの方が来

て、本を読んでくださると元気になることができました。」（11-173-1） 

②「その時間になると、もう一週間が終わるんだという気持ちになり、やる気

が出て、次の週もがんばろうと思えます。（13-137-2）」 

これらの概念の対極例は、絵本の読み聞かせを聴取して、意欲が生成しなかっ

た、若しくは意欲減退したということが考えられるが、そのような負の印象のも

のは 1 例もなかった。 
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概念（15）学習への意識の切り替え 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴取することで、授業への切り替えができ

た、学習へ向かう意識の切り替えができたというものである。朝の眠たさがふき

とんだものや、朝のつらさがあっても読み聞かせがあると思うと学校へ通うこ

とができたというものも含む。 

①「1時間目の授業が気持ちよくはいれました。入試に向かって頑張っていき

たいです。（11-94-3）」 

②「金曜日の朝から脳を刺激して眠たさを吹き飛ばしてくれる読み聞かせは

一番の楽しみでした。（12-7-12）」 

③「中学校生活をしていく途中で朝がつらい日や学校に行きたくない日があ

りました。でも毎週金曜日は読み聞かせがあったから、その日の朝はとても楽

しく学校に通うことができました。（12-7-25）」 

④「朝から頭がすっきりして授業にすごく集中することができました。（12-

3-23-）」 

この概念の対極例は、学習への切り替えができなかったというものが考えら

れるが、そのような例は一例もなかった。 

 

「Ｆ読書意欲の喚起」の例 

概念（16）読書意欲喚起 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴取することで、読書意欲が湧いたことを表

出したものである。また、他のいろいろな本をよみたいと多様な本の読書に対す

る意欲を表出したものである。 

①「これからもいろいろな本を読んで学んでいきたいです。今まで読んでもら

った本は心に残っているので忘れることはありません。これからもよみきか

せがあるといいです。（12-143-123）」 

②「いつも、いろんな本を読んでくれていたので、本が好きになりました。こ

れからは、自分で読んでいろいろ覚えていきたいと思います。（12-183-3）」 

③「私は、本を読むのはあまり好きじゃなかったけど、これからいろんな本を

読みたいと思います。（11-16-3）」 

④「僕は読み聞かせが始まったころはあまり興味がありませんでした。しかし
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今となっては、絵本もおもしろいと思うようになりました。そして、とても本

が好きになりました。だからこれからも本をたくさん読んでいきたいです。

（11-38-2、3、4）」 

⑤「読み聞かせをしてくれたおかげで本を読むのがとても好きになりました。

なので、読書の時間が楽しみになったこともあります。（11-20-2）」 

⑥「ぼくはあまり本を見たり読んだりすることは好きではなかったけど、読み

聞かせに毎週金曜日来てくださって聞いているうちに本に対して興味がわい

てきました。（12-50-1）」 

この概念の対極例は、本を読みたくなくなったというものが考えられるが、 

そのような概念はなかった。 

 

概念（17）読書実践 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞いたことで、本に対する興味がわき、実際

に読書をしているというものである。また、今まで読んでいた人も、これまで以

上に本を読むようになったというものも含む。 

①「中学生になってから勉強か部活で忙しかったので、本を読むということを

忘れていました。お陰で勉強のあいまに本を読んだりしています。（11-63-2、

3）」 

②「あまり本を読まなかった私も、皆さんが来てくださるおかげで読書の楽し

さを知り、今では本を読まない日がないほどです。（11-190-3）」 

③「僕は最初絵本は小さい子の読むものだと思い興味がありませんでしたが、

読み聞かせを通じて興味をもち家でも読むようになりました。（11-108-2）」 

④「私は、本を読むことが、すごく好きで、いろんな本を読んでいます。読み

聞かせをしてくれて、こんな本もあるんだなと思い。とてもよかったです。

（11-207-6、7、8）」 

⑤「私は「あらしのよるに」のシリーズに感動し、小説を買いました。このよ

うに新しい本への出会いにきっかけを作ってくださったことに感謝していま

す。（13-063-2、3）」 

⑥「僕は朝の読書の時いつも本を読まずにボーっとしているので、毎週金曜

日、ぼくたちに本を読んでくださってありがとうございました。僕にとって、

金曜日は本を読むいい機会でした。（13-100-2）」 
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この概念の対極例は、本を読むことはなかったとか、読まなくなったという概

念が考えられるが、そのような記述は、全体を通して 1 例も見られなかった。 

 

Ｇ 未来志向 

概念（18）未来志向・人に読んであげたい 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、自分が大人になった時に子ど

もに絵本を読んであげたいという意欲を表出したものである。 

①「私も大人になって子どもを持つ時が来たら、いっぱい本読んであげたい

です。（12-91-6）」 

②「本を読むということをしない私にとって読書の時間は、とても貴重で、

大切だった。これからは自分自身で本を選んで誰かに読むことができたらい

いと思う。あっでも、まずは読書からスタートしたいと思う。（12-3-4）」 

②「今まで毎週金曜日の読み聞かせはいつもなつかしくて気持ちを和ませて

くれました。これから卒業して絵本を読む機会が無くなってしまっても、私

が読み聞かせてもらったように、私も子どもに読み聞かせたいです。（13-

164-1、2）」 

この概念の対極例は、未来に対する意欲がなくなったという概念が考えられ

るが、一例もなかった。 

 

以上のように、Ａ～Ｇ のカテゴリー、概念⑴～⒅、そのカテゴリーＡ～Ｇ

に含まれる概念の定義と代表的な具体例を確認した。これらの概念⑴～⒅が含

まれるカテゴリーＡ～Ｇは、その含まれる概念の内容を分析すると、大きく三

つのコアカテゴリーに分類される。それは、《Ⅰ 情動》、《Ⅱ 認知》、《Ⅲ 意

欲》である。それぞれのコアカテゴリーについて、含まれる内容についての分

析のまとめを行う。 

 

 

《Ⅰ 情動》 

《Ⅰ 情動》のコアカテゴリーで表される絵本の読み聞かせの効果は次のよう

である。ほとんど全員に、絵本の読み聞かせを楽しいと思い、ボランティアへの

感謝が生じるといった「Ａ読み手に対する好印象」情動が生まれている。その他
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２学期にシリーズで読み進めた『あらしのよるに』シリーズなどの「Ｂ絵本に対

する好印象」といった情動も生まれている。「Ｃ絵本の読み聞かせ活動に対する

好印象」といった絵本の読み聞かせを楽しいと感じ、読み聞かせの時間に対し終

了に対する寂寥感も多く生じている。《Ⅰ 情動》のコアカテゴリーには、絵本の

読み聞かせを通して感じた直接的な正の情動が生成しているという効果が表さ

れている。 

 

《Ⅱ 認知》 

二つ目のコアカテゴリーは、《Ⅱ 認知》である。中学生に絵本の読み聞かせを

行ったことで、絵本を読んでもらった幼少期の記憶が甦り、懐古という概念をも

たらし、心地よい刺激となったようである。さらに、その頃の自分と、今の自分

を比較し、今の自分の感情を客観的に判断している。物語を聞くことを通して、

友情や、思いやりなどの感情が自分の中に再認識されたことなどに気付いたよ

うである。絵本の中の登場人物の感情を自分に置き換え、いろいろな情動が芽生

えた自分に気付いている。最初は、中学生なのに絵本なんかと思っていた生徒が、

読み聞かせが楽しみになっていったと意識の変化を認識している。 

 さらには、絵本の読み聞かせを聞くことで、ストレスが緩和され、リラックス

していたというように、読み聞かせを聞いた後の自分の状態を客観的に認識す

ることができている。このように、継続的に読み聞かせを行うことで、自分の内

面の変化を認識する様々な「Ｄ 自己の内面のメタ認知」をしていると考えられ

る。 

 

《Ⅲ 意欲》 

三つ目のコアカテゴリーは、《Ⅲ 意欲》である。絵本の読み聞かせを聴取する

ことで、絵本の話に没入したり、集中したりすることで、「Ｅ 学習等意欲喚起」

の概念が生成された生徒もいた。受験だから頑張るという読書以外のものに対

する意欲表出も生じている。また、絵本の読み聞かせが朝にあるということで、

学習への意識の切り替えができていると考えられる。学校へ行きたくないとき

にも登校への意欲が出た例もある。 

そして、絵本の読み聞かせを聴取したことで、本を普段全く読んでいない自分

に気づき、本を読んでみたいという意欲が芽生え、「Ｆ 読書意欲の喚起」が生じ

ている。さらに、絵本の読み聞かせを聞いてから、実際本を読んでいるというも
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行われていた。絵本の読み聞かせを聞いて、大人になったら子供に絵本を読んで

あげようという意欲がわいたというような「Ｇ 未来志向」も生まれていた。ま

さに、正の連鎖と考えられる。 

 

 

３．結果図 

 

中学生に対して、継続して絵本の読み聞かせを行った後に書いてもらった感

想文を分析し、その中に含まれる概念、およびその概念のカテゴリーを結果図

に表わすと次のようである【図 24】

 

 

 

第４項 考察 

 

中学生に対し、長期間継続的に絵本の読み聞かせを行い、その後得られた中学

生のボランティアに対する感想文を M-GTA にて分析し、生成された概念を結

果図に表し、その結果図に沿って、中学生に対する絵本の読み聞かせの効果に関

する考察を行う。 

継続的に中学生に絵本の読み聞かせを行うことは、楽しいと思う《Ⅰ 情動》

図 22 



94 

 

を保証し、楽しいひと時を過ごすことができたという好印象を生じさせている。

そして、絵本の読み聞かせに没入することで、登場人物の気持ちを理解したり、

物語に自己を投影することで、自己を客観視することができたりしており、「Ⅾ

自己の内面のメタ認知」といった様々な《Ⅱ 認知》を生成する。 

さらに、受験期に差し掛かり、ともすれば、将来への不安に駆られる中で、物

語の中で、登場人物に寄り添っていろいろな出来事を疑似体験することで、学習

に対する意欲や、未来への意欲といった「Ｅ 意欲表出」が生じ、本を読みたい

といった「Ｆ 読書意欲の喚起」という生徒の《Ⅲ 意欲》を導き出している。  

絵本の読み聞かせを長期間継続的に行うことによって、読書が楽しいと感じ

ることからはじまり、自己認知し、意欲、読書実践を生成する循環が生まれる可

能性があることを、中学生の感想文から抽出することができた。 

今回の感想文の分析では、中学生には「Ｅ 意欲表出」の生成が見られ、自分

に生じた意識を客観的にとらえる「Ⅾ 自己の内面のメタ認知」が生じていた。

全体として中学生は絵本の読み聞かせに対する高評価をしていることが分かっ

た。 

また特に注目すべき効果として、感想文の記述から、「Ｄ 自己の内面のメタ認

知」のカテゴリーの中で、「心の落ち着き・リラックス・息抜き」という概念に

集約されているように、「ストレスを緩和」、「落ち着く・リラックス」したとい

う感覚が生じていたことも明らかになった。このことは、絵本の読み聞かせ開始

当初、ボランティアが絵本の読み聞かせを行う際に期待していた効果が得られ

ていると考えてもよいであろう。この「ストレスを緩和」、「落ち着く・リラック

ス」したという絵本の読み聞かせの効果は、今後、不登校など、心の問題を抱え

る生徒にも応用できる可能性を示唆している。 

 

【引用文献】 

「第 2 回放課後の生活時間調査―子供たちの 24 時間－」（2013 年 11 月、ベネッセ

教育総合研究所）

http://berd.benesse.jp/up_images/textarea/shotouchutou/houkago_2014/2014

10_Press-release.pdf（2015．8.28 確認） 
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第４節 教師による中学生に対する絵本の読み聞かせの効

果の分析 

 

第１項 問題の所在と目的 

 

第３節では、ボランティアによる中学生に対する継続的な絵本の読み聞かせ

の成果を報告した。しかし、読み聞かせボランティアによる活動は、多くて週１

回であり、毎日行っている例は見られない。中学校においては、教師が読み聞か

せを行わなければ、学校生活の中で毎日継続的に絵本の読み聞かせを聞くとい

う体験はされないと考えられる。 

一方、教師側には、絵本の読み聞かせはボランティアがするものであるという

意識が生まれ、教師が絵本の読み聞かせをしようとする機会があまりなくなっ

てしまっているのではないかと推察される。 

教育実践の場において、毎日継続的に学習環境を支え、生徒の心のケアをした

り、成長を見守ったりできるのは、学校生活を共にする教師である。教師による

絵本の読み聞かせが授業中に行われた場合、どのような効果が表れるであろう

かという課題に対し、ほとんど毎日行われる国語の授業の導入部に実践を行い、

絵本の読み聞かせによる効果の要因・要素を、分析することを目的とする。 

 

第 2 項 研究の方法 

 

１．対象 

B 中学校 1 年 4 クラス 149 名に行った。 

 

２．期間 

2015 年 5 月末～9 月末 

 

３．実践者 

B 中学 1 年国語科担当教員 1 名  
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４．場所 

絵本の読み聞かせは、各教室で行った。  

 

５．データの収集方法： 

（１） 1 年国語科担当教員が、中学生に対し、国語の授業の導入部分において、

毎時間 5 分程度、筆者が中学生に向けて選書した絵本の中から任意に選

んで絵本の読み聞かせをした。（徳島県読書応援プログラムのブックリス

トを参考に、筆者が中学生に読み聞かせた経験より、中学生に最適の本を

選書した。参考資料として、選書リスト並びに読み聞かせ絵本リストを示

す。） 

（２）読み聞かせ開始から約２ヶ月後の夏休み前、生徒全員に、絵本の読み聞

かせを継続的に聞いて思ったこと、考えたこと、気づいたことなどを自

由記述でＡ4 用紙 1 枚に書いて提出してもらった。（クラス担任により、

各クラスにて、朝の読書タイムを利用して 10 分程度で記述。無記名。【図

23】に感想文の用紙例を示す。） 

 

 

 

 

【図 23】感想文の用紙例 
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６．分析方法： 

生徒の感想を研究者が質的研究法の一つである M-GTA の手法を用い、分析

する。M-GTA は、心の変化や関係性をとらえることが出来、実践に活用でき

る手法であることより、中学生の感想文の分析に、最適と思われた。 

 

７．Ｍ-ＧＴＡ分析の流れ 

M-GTA 分析の流れの概要を次に示す。 

（１）概念生成とそのカテゴリー生成 

概念生成：感想を一文ごとに分け、組‐個人番号.‐文番号を付す。（個人番

号は筆者が任意に設定。） 

  まず、分析ワークシートを作成する【図 23】。一つの文に含まれる概念一つ

に、1 シート作成し、各文を概念ごとに分類していく。同じ概念であれば、書

き足していき、新しい概念が出てきたら、別のシートを作る。 

 

【図 24】分析ワークシートの例 

概念名　２ 組 Ｎｏ． 文番号読み聞かせに対する好印象

定義 読み聞かせをきいて楽しいと思う

1組 4 9 また、読み聞かせの魅力をとても感じられました。

1組 6 2
なぜなら、中学生の時は絵本はほとんど読まなくなり、小説をよく読むようになったので、絵
本とふれあうのは楽しかったからです。

1組 6 6 私は中学生になって絵本を読むのはとてもいいと思います。
1組 20 1 とてもおもしろい本を読み聞かせていただいて楽しいです。
1組 26 2 また、どの本も筆者がもっとも伝えたいことを探すのがとても楽しかったです。

1組 37 1
中学生になり、絵本などあまり読まないので久しぶりに絵本を読み聞かせしていただいてと
ても楽しい時間だともいます。

２組 2 2 また、本を読んだ後に、みんなで感想を言い合ったりしてとても楽しいです。
２組 3 2 筆者独特の世界観が表れており、面白かった。
２組 33 2 また、おもしろい絵本を選んでくださったりして、とてもうれしかったです。

２組 34 6
そういう「新しい○○」を見つけることができるので、先生の絵本の読み聞かせはおもしろ
かったです。

3組 4 9 だから先生が絵がきれいな本を読んでくれるとうれしいです。
3組 32 4 笑える絵本などもおもしろかったので、読み聞かせの時間は楽しかったです。
4組 18 3 絵本は普段全然読まないいので、よい機会でした。
4組 21 3 いつもあんまり自分では本を読まないので良かったです。

4組 35 2
絵本を絵が付いているので、内容がとても分かりやすいし、楽しみながら聞くことができまし
た。

4組 37 1
小さい頃に絵本を読んでもらったことが少なかったので、とても読み聞かせを聞いていて楽
しかったです。

4組 37 2
また読んでもらう本は、有名だけど読んだことのない本だったり、少し古い絵本だったりと、
とても多くてよみきかせを聞くときは、とてもワクワクしました。

２組 3 2 筆者独特の世界観というところは、国語力の向上に入るかも。
２組 34 6 そういう「新しい○○」を見つけることができるというところは国語力の向上

理論的メモ

ヴァリエーション欄

③ 概念名をつける 

① 概念を生成する定義を決める（定義欄） 

② 一つの概念を含む具体例を書き込む

（ヴァリエーション欄） 

④ 概念を生成するときに思い付いたことをメモする（理論的メモ欄） 
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１）概念生成の例 

  

概念生成の例を示すと次のようである。（組-個人番号-文番号は筆者。） 

（例１） 

「中学生になり、絵本などあまり読まないので久しぶりに絵本を読み聞かせして

いただいてとても楽しい時間だとおもいます。（1-37-1）」 

 

感想文を読み、①概念を生成する定義を決める。この文の下線部に含まれるの

は、「読み聞かせに対する好印象」とする。②似た概念が含まれるものを同じシ

ートに書き足していく。数個集まれば、③概念名をつける。④その際、悩んだこ

とや、迷ったこと、気づいたことがあれば、理論的メモ欄に記しておく。同時に

継続的比較分析を行い、対極例についても検討する。 

 

（例２） 

「読んだことのない本はこれからの展開にワクワクドキドキしたり、登場人物の

言動に笑ったり、感動したり、ほっとしたりと、いつも新鮮な心で聞くことがで

きました。（1-4-5）」 

 

この文の下線部に含まれる概念は、「絵本に対する好印象」とし先の概念とは

異なるので、別の分析ワークシートを作成し、次に同じ概念がでてきたら同自シ

ートに書き足していく。 

 

（例３） 

「想像力を働かすことができたので、また読んでほしいと思います。（2-33-3）」 

 

この文の下線部に含まれる概念は「読み聞かせの継続への期待」とし、先の二

つの概念とは異なる概念であるので、別の分析ワークシートを作成する。また、

波線部には、想像力の向上という概念が含まれるので、同じ文ではあるが、さら

に別のシートをもう１枚作り、理論的メモにその旨や、考えたことなどを記載し

ておく。一つの文に複数の概念が現れている時は概念の数だけ、シートを作成す

ることになる。 
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このように、一つずつ文の分析を行い、同じ概念であれば、同じシートに書き

加え、新しい概念が出れば、新しい分析ワークシートを作成するという作業を繰

り返し行う。 

 

２）カテゴリー生成：個々の概念との関係を丁寧に検討し、似たものをまとめ、

複数の関係する概念からなるまとまり（以下、カテゴリー）を生成し、コアカテ

ゴリーに収束していった。概念生成とこれらのカテゴリー生成は、同時並行で行

った。これらの概念生成の過程においては、スーパーバイザーの意見を聞きなが

ら、複数の分析者による解釈の妥当性について意見を交わし、検証を行った。 

 

（３）理論的サンプリング：１クラス終わったところで、概念を確認し、2クラ

ス目の分析に進む。3クラス目、4クラス目と同様に分析を進める。 

 

（４）理論的飽和化：もうこれ以上新しい概念が生成されなくなったところで、

理論的飽和化と判断する。 

 

（５）結果図の作成：カテゴリー同士の関係を考え、コアカテゴリーに集約した

ものを、結果図にまとめる。 

 

（６）ストーリーラインの記述：結果図をもとに、分析の結果得られた概念・カ

テゴリー、コアカテゴリーの関係の概要をストーリーラインとして記述する。 

 

第 3項 結果 

 

１．概念・カテゴリー・コアカテゴリーの生成 

国語科担当教師が、中学生に対して、長期間継続的に絵本の読み聞かせを行っ

た後、中学生によって書かれた感想文を M-GTA による継続的比較分析を行い、

その結果生成された概念をカテゴリーに収束したものを次の表に示す【表 9】。 

分析ワークシートにて生成された概念は、(1)~(25)であった。次に、概念の似

たものを集約すると、Ａ~Ｈの八つのカテゴリーが生成された。これらのカテゴ

リー相互の関係を考えて集約すると、《Ⅰ 情動》、《Ⅱ 意欲》、《Ⅲ 認知》の三つ

のコアカテゴリーが生成された。 
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コアカテゴリーは《Ⅰ》～《Ⅲ》、カテゴリーはＡ～Ｈ、概念(1)～(25)で表した。 

【表 10】 

教師による中学生に対する絵本の読み聞かせにおける効果 

(概念とそのカテゴリー) 

ｺｱｶﾃｺﾞﾘｰ カテゴリ― 概念 

《Ⅰ 情動》  A読み手に対する好印象 （1） 読み方に対する好印象 

（2） 心情理解の促進 

 B 絵本に対する好印象 （3） 絵本に対する好印象 

 C絵本の読み聞かせに対する好印象 （4） 絵本の読み聞かせに対する好印象 

  （5） 絵本の読み聞かせ継続の期待・続編への期待 

《Ⅱ 認知》 D 国語力の向上 （6） 想像力・思考力・理解力の向上 

  （7） 世界観の獲得 

  （8） 心情理解 

  （9） 多角的視点の確立 

  （10）国語的技法・国語力の習得 

  （11）読書の幅、機会拡大 

 E自己内面のメタ認知 （12）絵本の読み聞かせ体験の懐古 

  （13）絵本の読み聞かせに対する意識変化の認知 

  （14）成長に伴う理解の変化の認知 

  （15）没入感・集中力の向上 

  （16）精神安定・リラックス 

  （17）心が豊かさ（優しい気持ちになる） 

  （18）自己の人生観の獲得 

《Ⅲ 意欲》 F 学習等意欲の喚起 （19）国語の時間への期待 

  （20）学習意欲表出 

  （21）授業への切り替え 

 G 読書意欲の喚起 （22）読書意欲喚起 

  （23）読書実践 

 H 対人意識（対人関係）の改善 （24）対人理解・実生活への応用 

 （25）未来志向・他人に読んであげたい 
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教師による絵本の読み聞かせを継続的に聴取した中学生の書いた感想文から

生成された概念を分析すると、今回顕著だったのは、先生がどのように読んでく

れたかを生き生きと語るような「Ａ 読み手に対する好印象」が見られた。その

中には、先生の読み方がよかったから登場人物の心情がよくわかったというも

のが多く見受けられた。そして、絵本は文と絵があるので、文字だけの物語など

に比べて想像の幅が広がったというような「Ｂ 絵本に対する好印象」がみられ

た。また、クラスの皆できくと楽しいといった「Ｃ 絵本の読み聞かせに対する

好印象」が見られた。 

さらに、国語の授業であったことより、「Ｄ 国語力の向上」を表した概念が多

く見られた。その中には、絵本の読み聞かせ後に教師と生徒、生徒同士の対話が

生じ、理解や思考が深められた様子もみられた。また、絵本の読み聞かせを聞く

ことで、自分の内面をいろいろな角度から客観視した「Ｅ 自己内面のメタ認知」

などの概念が生じていた。 

そして、絵本の読み聞かせを聞いたことで、類似の本を読みたくなったという

「Ｇ 読書意欲の喚起」の概念が生じ、「Ｆ 学習意欲の喚起」の概念も見られた。

その中には、読み聞かせに没入することで、授業に対する気持ちの切り替えがで

きたり、集中したり、精神が安定したりしていた。また、登場人物の心情を理解

するとともに、自分の生活に応用できたという「Ｈ 対人意識（対人関係）の改

善」を示す概念があった。 

 

これらの概念の具体例を個々に見ていくと、教師が絵本の読み聞かせをする

ことによって生じた思考の深まりや中学生特有の認知の発達段階が見えてくる。

これらＡ～Ｈのカテゴリーに含まれる概念の具体例の記述に注目し、内容の分

析を試みた。 

 

 

２． 具体例 

コアカテゴリーに集約されたカテゴリーに含まれる概念の定義と具体例を以

下に示す。概念生成の際には、継続的比較分析として対極例の分析も行った。

（文末の数字は、クラス‐個人番号‐文番号を表す。概念生成の根拠となった

箇所に下線を筆者が施した。） 
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《Ⅰ 情動》 

《Ⅰ 情動》のコアカテゴリーには、「Ａ 絵本に対する好印象」、「Ｂ 読み聞か

せに対する好印象」、「Ｃ 読み手に対する好印象」という概念のカテゴリーが含

まれると考えた。《Ⅰ 情動》が生じていることに注目した。 

「Ａ 読み手に対する好印象」 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせをした読み手に注目し、読み手に対す

る好印象を表明した概念が含まれる。 

 

概念（１）読み方に対する好印象 

この概念は、教師が、感情をこめて行った絵本の読み聞かせに対して、好印象

を抱き、物語世界に入りやすいという感想を持ったものである。 

①「先生が声色を変えながら読んでくれることで、自分でもく読しているとき

よりもすっと物語の世界に入ることができます。（1-4-7）」 

②「先生の読み聞かせがうまいので、すっと頭の中に入ってきて絵本の絵を動

かせられるので、すごいと思います。（3-26-3）」 

この概念の対極例は、読み方への負の印象であると考えられるが、そのような

例はなかった。 

 

概念（２）心情理解の促進 

この概念は、教師が行った絵本の読み聞かせによって、心情理解が促進された

ということを表明したものである。その際に、読み手の心情を受け取ったものも

含む。 

①「絵本の読み聞かせには読み手の感情が入り交じって伝わってくる物と思

いました。（1-14-1）」 

②「話の内容からも伝わってきた部分もあるけど、先生の読み方からも作者の

思いを語っているかのように深く心につたわってきました。（3-19-3）」 

③「絵本などの本は気持ちを込めて読むのと、気持ちを込めないで文を読むだ

けとでは、読者への内容の伝わり方が違うということが分かりました。（4-35-

4）」 

この概念の対極例は、読み手への負の印象であるが、これも全例において認め

られなかった。 
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 情動に関する概念において、対極例となる否定的な感想としては、当初中学生

に絵本なんてと思っていたが、読み聞かせを聞いているうちに、よいと感じられ

るようになったというように、自分の意識の変容に気付いたという概念の中で、

変化前の自分を見つめた部分に多くみられた。絵本の読み聞かせに対する意識

変化の認知の部分で後述する。 

 

「Ｂ 絵本に対する好印象」 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを聞いたことにより、絵本自体に対す

る好印象が生じている状態を示した概念が含まれる。 

 

概念（3）絵本に対する好印象 

この概念には、絵と文章により表現されている絵本の特徴に対して好印象を

持っているもの、その他絵本自体に対する好印象が生じたものである。 

①「読んだことのない本はこれからの展開にワクワクドキドキしたり、登場人

物の言動に笑ったり、感動したり、ほっとしたりと、いつも新鮮な心で聞くこ

とができました。（15-1-4、5）」 

②「絵本は文と絵があり、ふつうの文字だけの物語などに比べて想像の幅が広

がるので、面白いと思った。（2-1-1）」 

③「知っている絵本は繰り返し読んでもおもしろいし、知らない絵本は、初め

てのストーリーでひきこまれるので、繰り返し読んでみたくなります。（2-4-

2）」 

中学生にとって絵本は幼稚なものという印象があるので、この概念の対極例

としては、絵本に対する悪い印象の概念が考えられるが、幼稚であるとしたもの

は１例であり、理論的メモに残した。最初幼稚と思っていたものが意識変化した

例は多く、「Ｅ自己内面のメタ認知」の中の（13）絵本の読み聞かせに対する意

識変化の認知に含めた。 

 

「Ｃ 絵本の読み聞かせに対する好印象」 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを聞く場を含む絵本の読み聞かせと

いう行い全体に対する好印象が生じた概念が含まれる。 
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概念（4）絵本の読み聞かせに対する好印象 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて、楽しいとしたものや、未知の物語に

接し心が動かされたものや、既知の物語であってもクラスで共有することで生

じる読み聞かせの場に対する好印象を示したものである。 

① 「中学生になり、絵本などあまり読まないので久しぶりに絵本を読み聞か

せしていただいてとても楽しい時間だとおもいます。（1-37-1）」 

②「これまで、私が読んだことのある絵本もいくつかあったし、知らない本で

も聞いてその場面を思い浮かべたりして面白かったです。（3-15-2）」 

③「読んだことのある本もクラスのみんなで見るので、新しい発見があった

りして、楽しいです。（2-27-2）」 

黙読を主にする中学生にとっては、この概念の対極例は、絵本の読み聞かせを

面白くないという概念が考えられるが全体を通して１例もなかった。 

 

概念（5）絵本の読み聞かせの継続への期待・続編への期待 

この概念は、絵本の読み聞かせという取り組みが続いてほしい、あるいは、話

の続きを聞きたいという期待を示したものである。 

①「想像力を働かすことができたので、また読んでほしいと思います。（2-33-

3）」 

②「これからも毎時間絵本の読み聞かせを続けていってほしいと思います。

（2-32-3）」 

③「今、読んでいる「よだかの星」は、賢治の世界観が見えていると思うので、

続きが楽しみです。（3-4-6）」 

この概念の対極例は、継続してほしくないという概念が考えられるが、その例

は見られなかった。 

 

《Ⅱ 認知》 

コアカテゴリー《Ⅱ 認知》には「Ｄ 国語力の向上」、「Ｅ 自己内面のメタ認

知」が含まれる。《Ⅱ 認知》のコアカテゴリーでは、自己に対する客観視をして

いる概念、自己意識が確立している概念に注目している。それぞれの概念の定義

と具体例、対極例の検討を次に示す。 
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「Ｄ 国語力の向上」 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを聞くことで、国語力が向上したと、

自分を客観視している概念が含まれる。 

 

概念（6）想像力・思考力・理解力の向上 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、想像力や思考力が高まり、聞く

力が付いたり、理解力が高まったりしたというように、客観的に自己を省察した

ものである。自分一人で黙読するよりも、先生が読み聞かせてくれた方がより想

像力が働いたといったものが多く、読み手の読み方と合わせて表出されること

が多いが、文脈から考えて、自己の想像力・思考力・理解力が向上したという点

に着目しているものをその対象とする。 

①「想像力や思考力が高まりました。また、聞きとる力も付き他の教科でも生か

せそうだと思いました。（2-31-1）」 

②「今まであまり絵本は読んでなかったけれど、この読み聞かせを通して、絵が

あることでの想像力の発展などがあり、すごくいいと思っています。(3-26-1)」 

この概念の対極例は、想像力や思考力が高まらなかったという概念が考えら

れるが、1 例のみ絵があるので想像力があまり伸びないという感想が見られた。

また、題材が幼すぎるものがあって、もっと物語がしっかりできているものが聞

きたかったという例が 1 例認められたが、各１例であるので、シートは作成せ

ず理論的メモに残した。 

 

概念（7）世界観の獲得 

 この概念は、絵本の読み聞かせを、国語の授業として聞くことで、作者に着目

し、作者の世界観を獲得するという概念が芽生えているものである。 

①「絵本を読んでくれることで新しい作者にも出会えるし、その作者の世界感
ママ

と

いうものもだんだんとわかってきます。（1-3-2）」 

②「また、作者の事について少し触れてくれていたのでこの作者が書いた本を何

冊か読んで、その人が描きたかった世界観がとてもよくわかりました。（3-2-2）」 

③「宮沢賢治の「よだかの星」はつい最近読んだばかりだったけれど、宮沢賢治

の作品は、何回読んでもまた別の視点で見れたり、新しい発見があったり、新し

い世界観で楽しめたりするので、あきることはありません。（2-34-5)」 
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④「小さい頃はただ面白いなあ、悲しいなあとしか思わなかった本でも、今では

それを通して作者が何を言いたいのか、作者の世界観はどのようなものなのかな

どということを考えながら読めるので、面白いのだと思います。（4-11-3）」 

この概念の対極例には、作者に関して何も得るものがなかったということが

考えられるが、そのような概念は出てこなかった。 

 

概念（8）心情理解 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことを通して、登場人物の心情理解がで 

きている自分に気づいているといったメタ認知を表しているものである。 

①「とても心を込めて読んでいたので、物語の登場人物の心まで聞くことがで

きるような気がした。（1-8-1）」 

②「本を読んでもらうことで、その人の心情や物事をよく考える力が付くと思

います。（1-36-3）」 

③「先生に絵本の読み聞かせをしてもらって絵本も作者の思いや、その人物が

どのようなものを感じているかということを気づかしてくれました。（1-27-

1）」 

この概念には、情動のところの心情理解の促進という概念と非常に近いものが 

ある。前後の文脈により、読み手の読み方に重点を置いていれば、前者に分類し、

心情理解をしている自分の省察・認知に重点を置いていれば、こちらに入れた。

対極例としては、心情理解ができなかったということが考えられるが、そのよう

な例は認められなかった。 

 

概念（9）多角的視点の確立 

この概念は、国語の授業の導入に絵本の読み聞かせを聞き、友人との意見交換

などができ、自分だけの視点ではなく、色々な視点から物事をとらえられるよう

になったものである。 

①「中学生になって絵本などは全く読まなくなったけれど、先生が読み聞かせ

をしてくれることで、改めて絵本の良さが分かったし、読み聞かせにすること

によって自分だけの世界に限らず友達や先生の世界を知ることができ、一つ

の絵本をいろいろな視点から見ることによって新たな絵本の良さが分かって

きたと思います。（1-17-1）」 
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②「それに本を読み終わった後、みんなで読んだ本について語り合ったのも、

自分からの視点だけでなく、先生や友達の視点からも見ることができたので

良かったです。（1-3-22）」 

この概念の対極例は、視点が限定的になったという概念が考えられる。しかし、

ものの見方が深くなったという概念は出てきたが、限定的になったという概念

は見られなかった。深くなったという概念は、理解力・考え方が付いたとする概

念に含めた。 

 

概念（10）国語的技法・国語力の習得 

この概念は、国語の時間の導入に絵本の読み聞かせを継続的に聴くことによ

り、国語技法に注目し、国語力が高まった自分を客観視しているというものであ

る。 

①「本は自分の国語力を高めてくれます。（1-11-8）」 

②「先生が読み聞かせをしてくださったおかげで、この絵本は○○法を使ってい

るということを判断することができ始めました。（1-29-1）」 

③「いろいろな視点から、本を見ることができ、また、先生が心をこめて読んで

くださる、本についてみんなで語り合うことができる、国語の力も上がるきっか

けになるなど、いろいろないいところがあるのでこれからも続けてほしいです。

（1-33-4）」 

④「授業を始める前だから、気持ちが落ち着くし、作者によって話が全く違うと

いうことや文中の表現などに気づけておもしろいです。（2-35-1）」 

⑤「表現の仕方を工夫することで、作者が伝えたいことをよく伝えることができ

ることが分かった。（4-12-4）」 

この概念の対極例は、国語技法がつかなかった，もしくは、国語力が高まらな

かったという概念が考えられるが、全体を通して，そのような例はなかった。 

 

概念（11）読書の幅、機会拡大 

 この概念は、読書の幅が広がったということを表しているものである。 

①「本を読んでもらうことによって、読書の幅が広がり、今まで読んだことも

手を付けたこともない本と出会えることができると思います。（1-36-7）」 

この概念の対極例は、読書の幅が狭くなったとか、機会が減ったというものが
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考えられるが、そのような概念は見られなかった。 

 

「Ｅ 自己内面のメタ認知」 

絵本の読み聞かせを聞いて、それまでの自分と、今の自分を比較し、成長して

いる自分に気づいている様子が現れている概念を含む。私的自己意識が確立し

ている様子を示す概念である。 

 

概念（12）絵本の読み聞かせ体験の懐古 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、幼少期に母親が読んでくれた記

憶を懐古し、好印象を持ったというものである。懐かしい、ピュアな気持ちにな

った、初心に帰れたというものである。 

①「小さい頃に読んだことのある本は、母や祖母が読み聞かせしてくれた時の

ことを思い出し、なつかしくあたたかい気持ちになります。（1-4-3）」 

②「小さな子供のころの心を思い出させた気がする。（2-5-3）」 

③「あの感性豊かな時代を思い出させてくれる絵本の読み聞かせは、非常に良

かったです。（4-3-3）」 

この概念の対極例は、懐古による負の印象であると考えられるが、そのような

例は見られなかった。 

 

概念（13）読み聞かせに対する意識変化の認知 

この概念は、今まで絵本は小さい子どもが読むものだと思っていたが、読んで

もらうことにより、中学生でも楽しめるということに気づいているものである。 

①「絵本は小さい子が読む本というイメージがあったけど、実際は、大人が読ん

でも面白く、少ない文でもたくさん想像ができたり、小さい時には思いつけなか

ったこともわかるのでいいと思いました。（1-24-5）」 

 この概念の対極例は、読み聞かせによって意識の変化はなかったという概念

が考えられるが、全体を通してそのような概念はなかった。 

 

概念（14）成長に伴う理解の変化の認知 

この概念は、絵本の読み聞かせを聞いて、小さい時の理解の仕方と、今の理解

の仕方を比較し、その違いに気づき、自分の成長を認知しているものである。 
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①「また、小さいときに感じていたことと考えが変わっていたり、より深く考え

られるようになったりしていて、自分の成長や変化を感じることもできました。

（1-4-4）」 

②「小さいころ、親に読んでもらった絵本を読んでもらった時は、懐かしみを感

じるし、小さい頃とは違う大人の視点から見ることができます。（3-17-2）」 

この概念の対極例は、絵本の読み聞かせを聞いても理解に変化や成長が感じ

られないというものが考えられるが、そのようなものはなかった。 

 

概念（15）没入感・集中力の向上 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、物語の世界に入り込むことがで

き、読み聞かせ後の授業にも集中することができた様子を表しているものであ

る。 

①「いつもより授業に集中できたと思います。（2-38-1）」  

②「今は、ずっと小説などを読んでいますが、絵本は絵と共に読むため、より鮮

明に本の世界が広がり、その世界に自分も入り込むことができるので、とてもお

もしろかったです。（1-30-3）」 

③「語調を強くしたり、ゆっくり行ったりするなど場面に応じていろいろな言い

方をしているので、とても分かりやすく話に入り込める感じがした。（3-24-1）」 

この概念は、読み手の読み方の好印象と合わせて語られる場合が多く、その中

でも物語への没入や、授業への集中力が高まったとするものを対象とした。読み

手の読み方がうまかったことに重点が置かれているものは、読み手の好印象に

まとめた。この概念の対極例は、集中ができなかったという概念が考えられるが、

そのような例は 1例も認められなかった。 

 

概念（16）精神安定・リラックス 

 この概念は、絵本の読み聞かせを聞くことで、精神が安定し、リラックスした

というものである。 

①「今日先生の読み聞かせを聞いてみて感じたことは、読み聞かせを聞いたとき

は、とても心が落ち着いて、優しい気持ちになれるということでした。（2-16-1） 

②「絵本の読み聞かせを聞いてきて、絵本は小さい子供が読む本だと思っていた

けれど、中学生が聞いても心が満たされているので、絵本はすごいと思いました。
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（4-37-5）」 

この概念の対極例は、精神が不安定になるという概念であると考えられるが、

そのような例はなかった。 

 

概念（17）心の豊かさ（優しい気持ちになる） 

①「久しぶりに絵本の読み聞かせを聞くと心がホワっとあたたかくなりました。

また、自然と笑みがこぼれ出てきました。絵本を読んだ後は、いつもけんかをし

ている弟ともけんかをしません。絵本には、不思議な心をほぐす力があるのだと

思います。（2-29-2.3.4.5）」 

 

概念（18）自己の人生観の獲得 

絵本の読み聞かせを聞くことで、その物語の中に出てくる人物の生き方を感

じ、自分の人生の生き方を学んだという概念。 

①「絵本はすべての年代が読んで、その登場人物の生き方を自分の生き方の参考

にできるものなのだ。（1-19-6）」 

②「ぼくは絵本に生き方を学んだと思う。（1-19-14」」 

この概念の対極例は、絵本の読み聞かせを聞くことで生き方に関して得るも

のはないという概念が考えられるが、そのような概念は，一つもなかった。 

 

 

《Ⅲ 意欲》 

コアカテゴリー《Ⅲ 意欲》には、「Ｆ 学習等意欲の喚起」、「Ｇ 読書意欲の喚

起」、「Ｈ 対人意識（対人関係）の改善」がある。このコアカテゴリーでは、《Ⅲ 

意欲》が生じていることに注目した。それぞれの概念の定義と具体例を次に示す。 

 

 

「Ｆ 学習等意欲の喚起」 

このカテゴリーは、絵本の読み聞かせを聴取したことで、国語の時間への期待

が高まり、学習等意欲が喚起された概念を含む。また、休み時間から授業への切

り替えができたというものも含む。 
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概念（19）国語の時間への期待 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴取することができる時間（国語）を楽しみ

に思うことを表明したものである。国語の教師が絵本の読み聞かせを行い、その

後、授業に入る前に感想や意見をクラスで共有したことによる国語の時間への

期待感も含む。 

①「先生は、いつもユニークな絵本を読んでくださったし、名作と呼ばれている

本もいくつかあったので、次の国語の時間が楽しみになっていました。（1-6-4）」 

②「毎回国語があるごとに本を読んでくださってぼくはいつも国語が改めて楽し

みです。（1-22-4）」 

③「また、読み終わった後の感想も共感できて、おもしろいため毎回読み聞かせ

を楽しみにしています。（4-2-2）」 

この概念の対極例は、普通の国語の授業を期待する国語の授業に対する失望

という概念が考えられるが、そのような例は１例もなかった。 

 

概念（20）学習意欲表出 

この概念は、授業の導入部にて絵本の読み聞かせを教師が行うことにより、国

語の授業との関連性を意識し、学習に対する意欲が喚起されているものである。 

①「そしてもっとたくさんの作者の世界観を知り、国語の文章問題で、要点をつ

かむ力をつけ、生かしていきたいと思っている。（1-1-10）」 

②「できれば、この本の読み聞かせを続けてほしいし、自分でも勉強前は、本を

読み集中してから授業を受けたいです。（1-2-7）」 

③「時々わからないことばが出てくるので、自分で調べて意味を知っていくのが

楽しいです。（1-7-6）」 

この概念の対極例は、学習意欲が低減するという概念が考えられるが、そのよ

うな例は 1例もなかった。 

 

概念（21）授業への切り替え 

休み時間から授業への切り替えができたとするものである。 

②「授業の始めの短い時間で、質の高いものなので、休み時間と授業の切り替え

にも最適だと思います。（3-26-4）」 

 この概念の対極例は、切り替えができなかったという概念が考えられるが、そ

の概念に近いものとして、授業時間が短くなるという概念は 1 例のみ認められ
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た。1例なので、シートは作成せず、理論的メモに残した。 

 

Ｇ 読書意欲の喚起 

このカテゴリーには、絵本の読み聞かせを聴取することで、本を読みたいとい

う読書意欲が高まった概念が含まれる。 

 

概念（22）読書意欲喚起 

この概念は、国語の授業の導入で、教師が行った絵本の読み聞かせを継続的に

聴取することで、本を読みたいという意欲が高まったり、絵本で取り上げた作者

の他の作品に対する興味がわき、読み広げてみたいと感じたりしたものである。 

①「国語の授業のはじめに読み聞かせがあることで、絵本や本への意欲が高まっ

たので、とてもよかったと思います。（1-24-1）」 

②「特に宮沢賢治さんの作品だと何度も同じ言葉をつかっていたり、すぐに「死

ぬ」ことをかいていたりして，賢治独特の世界感
ママ

がとても心に残り、長い文章の

ものでも読んでいけば、ぜんぶ読んでしまいたくなりました。（4-1-2）」 

この概念の対極例は、読み聞かせによってかえって読書意欲がそがれるとい

う概念であると考えられるが、そのような例はなかった。 

 

概念（23） 読書実践 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴取したことで、読書意欲が刺激され、実際

に読書が行われているものである。 

①「また、同じ作者が書いた他の絵本を家や、図書館で探して読むようになりま

した。（2-22-6）」 

②「読み聞かせが始まる前は絵本に興味があまりなく、読んでみようという気に

はならなかったけれど、よみきかせが始まり、絵本の奥深さや、面白さを知って

から、家にある絵本を時々読むようになり、さらにいろいろな視点から考えるよ

うになったので、読み聞かせがあってよかったと思いました。（4-20-3）」 

この概念の対極例は、読書をしなくなったという概念が考えられるが、そのよ

うな例は認められなかった。 
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Ｈ 対人意識（対人関係）の改善 

 絵本の読み聞かせを聞くことで、実生活において対人意識に変化が起こり、

対人関係も好転するようになった概念が含まれる。 

 

概念（24）対人理解・実生活への応用 

この概念は、物語の人物の心情をくみ取ることで、実生活において対人理解が

進み、人と接する際の相手の気持ちの理解や、自分の気持ちの持ち方に応用する

ことができるようになったとするもの。友人の感情を察知できるようになった

り、兄弟間でけんかがなくなり、思いやりが持てるようになったというものであ

る。 

①「例えば、友達の大切さ、人のあたたかさなどを学びました。（1-15-5）」 

②「どのように読むと心情がとらえやすいかということを考えられることができ

ました。友達がおこっている時、喜んでいる時、悲しい時などを感じることが素

早くできるようになりました。（1-29-2.7）」 

③「また、日常生活でも人の気持ちを考えて、話すようになったり、一日一日が

充実した毎日が送れるようになりました。（2-38-3）」 

④「久しぶりに絵本の読み聞かせを聞くと心がホワっとあたたかくなりました。

また、自然と笑みがこぼれ出てきました。絵本を読んだ後は、いつもけんかをし

ている弟ともけんかをしません。絵本には、不思議な心をほぐす力があるのだと

思います。（2-29-2.3.4.5）」 

この概念の対極例は、対人意識や対人関係が悪化するという概念であると考

えられるが、全体の中で 1例も認められなかった。 

 

概念（25）未来志向・他人に読んであげたい 

この概念は、絵本の読み聞かせを聴取することで、兄弟に読んであげたいとい

った意欲が生じたものや、大きくなったら自分の子どもにも読みたいとった未

来志向が喚起されたものである。また、先生のような上手な読み方をしたいとい

った意欲を表出されるものも含めた。 

①「将来は子どもたちに絵本をたくさん読み聞かせしてあげたいです。（3-35-

9）」 
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②「そして、これから生まれてくる新しい命にも絵本から学ぶことを伝えてい

きたいです。（1-15-7）」 

③「また、読み方が上手なので、私も真似をして読んでみたいと思いました。

（2-9-3）」  

④「先生はすごく読み聞かせが上手だったので、将来読み聞かせするときのお

手本になれるかなと思った。（2-36-6）」  

⑤「私には、６歳の妹がいるので、その妹に絵本の読み聞かせをしてあげたい

です。（4-33-4）」  

⑥「自分も読み聞かせてこのように声を大きくはきはきして感情読みをした

いと思いました。（4-27-2）」  

この概念の対極例は、今後絵本の読み聞かせをしたくないといったものが考

えられるが、そのような例はなかった。 

 

以上のように、Ａ～Ｈのカテゴリー、概念（1）～（25）と、そのカテゴリー

Ａ～Ｈに含まれる概念の代表的な具体例を確認した。これらの概念（1）～（25）

が含まれるカテゴリーＡ～Ｈは、その含まれる概念の内容を分析すると、《Ⅰ 情

動》、《Ⅱ 認知》、《Ⅲ 意欲》の三つのコアカテゴリーに集約された。それぞれの

概念・カテゴリーの関係性を考え結果図を作成する。 

 

３ 結果図 

これらのカテゴリー間の関係を考え、結果図【図 25】に表した。 

 
【図 25】 
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国語の教師が、授業の導入部分で中学生に継続的に絵本の読み聞かせを行っ

た場合の効果の発現のプロセスは、次のように考えられた。継続的に絵本の読み

聞かせを聴取した中学生の感想文を質的に分析した結果、教師が行う継続的な

絵本の読み聞かせには、《Ⅰ 情動》に働きかけて、絵本の読み聞かせに関する好

印象を引き出し、自分を客観視（メタ認知）するという《Ⅲ 認知》が表出し、

学習や読書に対する《Ⅲ 意欲》を高めるというプロセスがあることが明らかに

なった。このプロセスは、一方向ではなく、自己を《Ⅲ 認知》することにより、

《Ⅱ 意欲》が高まったり、あるいは、好印象を持つといった《Ⅰ 情動》を生じ

させたりしており、このプロセスは双方向性を持つと考えられる。また、これら

の概念の中に、中学生に対して心のケアに効果を持つものがあると考えられた。 

 

第 4項 考察 

 

中学生に対し、授業の導入部分において、教師が絵本の読み聞かせを継続的に

行うことにより、まず「Ａ読み手に対する好印象」、「Ｂ絵本に対する好印象」や、

「Ｃ絵本の読み聞かせに対する好印象」という情動が知覚され、様々な自己の心

情（情動）が引き出されるという状態が認められた。 

さらに、読み聞かせ後の授業の中で教師や友人と交流し、作者の世界観という

概念や、物語に対する多角的な視点も獲得し、「Ｄ国語力の向上」といった認知

面の効果も見られる。 

そして、絵本の読み聞かせを通じて、幼少時の記憶を思い出し、幼かった時の

自分と比較することで、中学生になった自分が成長していることに気づいてい

る様子がうかがえる。それは、これらの自分の内面に起こった変化を客観的にと

らえ、「Ｅ自己内面のメタ認知」が行われている。さらに、将来への展望、今後

の人生観を獲得することができている様子も見られた。 

また、国語の時間の導入部分ということもあり、物語に没入することで、集中

力が高まり、授業への学習の姿勢が整えられる様子や、気分が落ち着き安心して

授業に入れる様子がうかがえる。これらは、「Ｆ学習等意欲の喚起」が生じてい

ることを示すと言えよう。これらの意欲等が生じているということは、様々な学

校ストレッサーが緩和され、精神的に安定したことが考えられる。 

さらに、「Ｃ絵本の読み聞かせに対する好印象」により、「Ｇ読書意欲の喚起」

が生じている。物語に没入することにより、登場人物の心情を理解し、共感を伴
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い、自己の心情や他者の心情を物語に投影し、心情理解ができている様子が明ら

かになっている。このことは、実際の学校生活場面における友人や、兄弟、教師

などの対人理解につながり、「Ｈ対人意識の改善」が起こり、絵本の読み聞かせ

で経験したことが実生活において応用する力と発展している。 

これらの分析結果より、教師が、長期間継続的に授業の導入にて絵本の読み聞

かせを行うことは、次のような効果があると考えられた。情動に働きかけ、学校

ストレッサーが抑制され、安心して授業に向かう事が出来る。様々な物語に触れ

ることで、学習意欲が高められる。また、自分を客観的に見つめる視点を持つこ

とで，自分の成長や存在を認知し、自己意識を確立する。そのことが、自己肯定

感の構築につながると考えられる。物語を通して心情理解が進むと、教師や友人

との人間関係もよくなり、信頼感が生じ、学校での生活にも楽しさが見いだせる

ようになると考えられる。本研究で教師による継続的な絵本の読み聞かせの効

果として、ストレスの緩和、心の安定、対人関係力の向上や、自己肯定感構築の

可能性が明らかになった。この取り組みは、現在の社会問題であるいじめや、不

登校に悩む中学生に対して，当事者に心の安定や自己肯定感をもたらすだけで

なく、クラスや、学校全体の生徒に対しても、他者の心情を理解し、思いやるこ

とができるようになる効果があるのではないだろうか。 
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第５節 Ｍ-ＧＴＡによる絵本の読み聞かせの分析の総合考察と 

今後の課題 

 

以上のように、M-GTA という質的分析法を通して中学生の感想文を分析した

ことで、ボランティアや、教師が中学生に長期間継続的に行う絵本の読み聞かせ

がもたらす効果の出現するプロセスが明らかに出来たと考えられる。 

ボランティアによる絵本の読み聞かせでは、１年間読み聞かせをしてくれた

ボランティアに対するお礼の感想文であるということにより、感謝の意を表す

ることが主であったが、その文章からは、絵本の読み聞かせを通して得られた

様々な効果を読み取ることができた。絵本の読み聞かせを継続的に聴取するこ

とで、楽しいという情動に働きかけ、受験期である中学３年生のストレスを緩和

する時間を提供できたと考えられる。 

教師による絵本の読み聞かせにおいても、読み手に対する好印象や、絵本に対

する好印象、絵本の読み聞かせに対する好印象等が表明され、情動に働きかけて

いる様子が明らかになっている。そして、ストレスの緩和、精神の安定や、没入

感・集中力の向上などの効果が得られたとの認知がなされている。 

このような、絵本の読み聞かせ聴取時にストレスが緩和され、リラックスした

り、精神が安定したりするという効果は、ボランティアと教師の両方に共通して

見られた効果である。前半に記述した絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応を計測

した際にみられた前頭前野における oxy-Hb の減少がリラックスしている状態

を示すことが、実践においても、実際の中学生の反応として顕れたのではないだ

ろうか。 

また、両方の実践において見られた効果として、絵本に対する自己意識の変容

の認知、自己省察の喚起が挙げられる。物語を聴取することにより、登場人物の

心情理解が深まるとともに、その心情の動きを自己や他者にあてはめ、実生活へ

応用するという効果も見られた。まさに対人関係力が向上したと言えよう。 

赤羽根直樹ら（2016）は不登校を未然に防ぐためには、「対人関係力」を高め

ることも要因の一つであることを示唆している。松尾直博(2011)は、自分の内

面を見つめる私的自己意識は有能感と正の相関を示し、対人不安傾向と負の相

関を示すと述べている。 
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教師による絵本の読み聞かせの場合、ボランティアによる絵本の読み聞かせ

の際とほぼ同様の効果が見いだされたとともに、授業の中で、教師が行ったこと

による効果がさらに付け加わったと考えられる。 

それは、授業者が行うことにより、授業への意識の切り替えがなされ、学習に

向かう意欲が高まったと考えられることである。授業者の声による読み聞かせ

を聞くことで、その後の授業を聞く姿勢ができ、そのまま授業内容へとスムーズ

に移行できると考えられた。本研究の実践が国語科教員であったために、生徒は、

国語に関する知見を得ようという意欲が認められた。もし他教科の教師が行っ

たのであれば、その教科の学習意欲が向上することが推測された。先行研究で、

家庭科、理科などの教科で絵本の読み聞かせが取り入れられ、その興味関心や、

理解の深化を図っている例が示されているが、多くは単発的であり、今回のよう

に継続的な取り組みを行った時、意欲が継続し、興味関心が拡がるきっかけとな

るのではないかとの期待ができる。 

このように、絵本の読み聞かせの効果として、読み手である教師への好印象が

見られ、友人らとの対人関係力が向上し、自己の省察をし、自己意識が確立する

という効果が認められたことは、岡安孝弘ら（1992）の示した不登校の要因で

ある「学校ストレッサ―」のうち、「教師との関係」、「友人関係」というストレ

スを軽減する効果となりえると考えられる。または、赤羽根ら（2016）の示した

不登校の要因である「対人関係力」を向上させることで、不登校の予防に役立つ

と考えられる。 

 今後は、不登校等に対する予防教育への応用の可能性を視野に入れ、教師によ

る絵本の読み聞かせをさらに長期的に継続した実践の効果について研究をして

いきたい。 

今回は、データの収集をしたもののうち、生徒の感想文の分析にとどまった。

今回の実践では、事前事後に、担当教員に教師本人の絵本に対する意識や、その

効果について、インタビューし、コメントをいただいている。また、読み聞かせ

実践の際、当該国語科担当教員により、読んだ本と、生徒の様子や言動など気づ

いた点や、自身の感想などを感想シートに書き留めてもらっている。教師の事前

事後のインタビューや、教師の生徒観察による感想シートを分析し、生徒の感想

の分析と合わせ、教師による絵本の読み聞かせの効果を検討していきたいと考

えている。まだ詳細な分析はこれからの課題であるが、概観したところ、教師に
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よる観察記録からは、読み聞かせを待ち望む生徒の様子が見られ、筆者の観察か

ら生徒の教師との関係性の向上の様子が認められている。また、教師の事後イン

タビューでは、「この学年は、不登校の生徒が出ておらず、予防教育としてよい

のではないか。」という感想をいただいている。 

先行研究などの考察や、本研究の結果より、学校における絵本の読み聞かせの

実践は、読書活動を推進し、読解力を高めるだけでなく、近年増えている不登校・

別室登校に対して有効なのではないかと考えている。そこで、教師による絵本の

読み聞かせを継続的に実践するための提案を行い、実践し、さらなる効果の検討

を行いたい。 

 

【引用文献】 
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第６章 総合考察 

 

 本研究においては、絵本の読み聞かせ聴取時の脳反応を計測し、同時に計測し

た音読時、黙読時の脳反応と比較した。その結果、絵本の読み聞かせ聴取時には、

前頭前野の広範囲において、脳活動の指標である oxy-Hb 濃度の減少が見られ

た。その反応は、特に前頭極で顕著であった。先行研究において、音楽聴取時に

没入を感じると前頭極にて oxy-Hb 濃度の減少が生じ、リラックスすることが示

されている。また、快情動生成の際に外側前頭前野における oxy-Hb の減少を示

すことが明らかにされている。これらのことより、絵本の読み聞かせ聴取時の前

頭前野広範囲の oxy-Hb 減少は、精神的に落ち着いた状態を示すと考えられた。

絵本の読み聞かせ聴取時のリラックスしている状態を示した研究には、増田梨

花ら（2010）による副交感神経優位の指標である鼻温度上昇の報告がある。そ

の他のストレス緩和の生体指標としては、唾液アミラーゼ、心拍変動係数がある。

予備実験として数例でこれらの測定を行ったが、いずれもリラックスを示す値

が出ている。本間生夫（2016）により、不安度と呼吸数に生の相関があるとのこ

とであり、呼吸数が変わると情動が変わることが報告されている。呼吸を整える

方法を学べばネガティブな情動の変化を和らげられるとの指摘がある。今後は、

このようなストレス尺度である生体指標と NIRS の組み合わせをした検討を行

うべきであると考える。 

本研究における中学生に対する絵本の読み聞かせ実践の M-GTA による分析

の結果、絵本の読み聞かせ聴取時に、リラックスしたり、精神が安定することが、

中学生の感想文からも抽出できた。 

さらに、感想文の分析により、中学生が没入感を感じていることや、情動が喚

起され、意欲が表出され、自己省察ができ、自己意識が確立していることが明ら

かとなった。 

M-GTA の分析によって得られた結果は、本研究において明らかとなった絵本

の読み聞かせ聴取時に全例で前頭極の oxy-Hb 濃度が減少していることと関係

していると考えられる。DMN の中心領域である前頭極は、DMN の活動全体と

連動することからすれば、絵本の読み聞かせに没入することで、前頭極の oxy-

Hb 濃度が減少し、一時的に安静時に内的思考を行っているデフォルトモードネ

ットワーク（DMN）が抑制され、雑多な思考を抑制し、授業に意識を向けるこ
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とができるようになったと示唆された。生徒の感想にも、休み時間から授業への

切り替えができたというものがあった。そして、音楽聴取の先行研究で、田所克

俊ら（2014）により、音楽聴取の際、前頭極の oxy-Hb 濃度が減少するが、聴取

後、oxy-Hb 濃度が増加に転じることが報告されている。絵本の読み聞かせにお

いても、聴取中は前頭極（DMN）の活動は抑制されたが、読み聞かせ聴取後に

安静状態になると、前頭極にて oxy-Hb 濃度の増加すなわち同部の活動性の上昇

を認めた。前頭極を含む内側前頭前野は、自己意識や、自己省察をつかさどる部

分である。つまり、読み聞かせを聴取した内容に関して、自己省察したり、自己

意識を確立したりすることができたのではないだろうか。絵本の読み聞かせを

聴取したことでお話に没入することで、DMN が抑制されることにより、それま

での日常生活における雑多な思考（マインドワンダリング）などに含まれる負の

内省が一時的に抑制され、意識のスイッチング、つまり負の意識を抑制し、絵本

の内容にかかわる自己省察に切り替えが行われたと考えられる。また DMN の

ある内側前頭前野は、共感や情動をつかさどる働きがあり、DMN が絵本の読み

聞かせにより、一度抑制され、読み聞かせ終了後に再び働き出せば、物語の内容

に対しての共感が生じるのではないだろうか。共感が生じるということは、物語

の登場人物の心情理解をはじめ、クラスの人や先生等、他人の心情が理解できる

ようになり、対人関係力の向上も期待できるのではないか。前述したマインドフ

ルネスの効果として、松木太郎（2018）は「言語的攻撃行動においてマインドフ

ルネスと対人ストレッサーの交互作用が有意となった。」と報告している。絵本

の読み聞かせ聴取の際、前頭極の血流低下している状態が、DMN の一次的抑制

を表し、この状態がマインドフルネスの状態と類似の状態である可能性がある。

すなわち、絵本の読み聞かせを聴取した際、対人ストレスによる言語的攻撃行動

が抑えられることも考えられる。いじめなどの軽減につながる可能性があると

も考えられる。 

実際、「はじめに」でも述べたように、村中李衣（2000）において、養護施設

での読書療法において 1 年半にわたり「絵本の読みあい」を行ったことで「明ら

かに子どもたちの対人的関心度が高まってきた」と報告されていた。本研究にお

いて、読み聞かせに没入することで、共感が引き出されるメカニズムの一端が示

唆されたと考えられる。 

さらに、中学生の感想文からも、読み手（教師）への好印象が生じたことや、
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他人の心情が理解できたことなどが抽出され、対人関係力の向上が認められた。

現在、いじめ等、対人関係のトラブルで、不登校が発生しているが、先述した不

登校の引き金ともなる「学校ストレッサー」のうち、「教師との関係」、「友人と

の関係」がよくなれば、不登校の生徒のストレス軽減にもなる可能性があると考

えられる。絵本の読み聞かせ聴取により、授業に集中できる体制が整い、集中力、

理解力が向上するという効果が発揮できれば、「学習に対する不安」も軽減され

るのではないだろうか。 

また、今回、音読、黙読との比較を行うことにより、読みの得意不得意といっ

た読字能力と脳機能との関係も明らかになった。小枝達也ら（2010）によると、

発達性ディスレクシアなど読みに支援が必要な生徒には、「指導者や保護者が本

の読み聞かせを続けることの重要性を強調しておきたい。ディアスレクシア児

は音読の苦手さがあるが、物語を聞くことは好きな子が多い。自分で音読しなさ

いと言われるので二次的に本が嫌いになっていく。したがって指導者や保護者

に物語や詩、短歌などを読み聞かせてもらって、ことばの語感や余韻を楽しんだ

り、作品そのものの豊かさに触れさせたりする。ことばが好きな子、本が好きに

な子に育てることも重要な指導である。」（小枝達也・関あゆみ・内山仁志 2010 

p.52）というように、読み聞かせることの重要性が示されている。発達性ディス

レクシアなど読みに難しさを持つ生徒は、少しのつまづきでストレスを抱えた

り、不登校を招いたりすることもある。発達性ディスレクシアを持つ生徒にとっ

ても、教師や保護者による読み聞かせがより重要であると考えられる。 

本研究の結果より、長期間継続的に絵本の読み聞かせを教員が行うことは、不

登校など、中学生の抱える心の問題に対する予防と解決に資すると考えられた。 
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おわりに 

 

先行実践で、石川晋（2013）では、中学校 3 年生の問題のあったクラス運営

で悩んだ末、授業中に教科書を横において、絵本を読み聞かせたところ、教室外

に出ていた生徒が、一人二人と席に戻り集中して聞きはじめ、最後には拍手が生

まれ、生徒との間に初めて「対話」が生まれた。以来、「教室読み聞かせ」を通

じて、教師と生徒、生徒同士の「対話」や「学び」が生まれたという報告がなさ

れている。絵本の読み聞かせを教師が継続的に行うことで、心のコミュニケーシ

ョンが生まれ、クラス全体、学校全体で心がつながることができたのだと考える。

絵本の読み聞かせを通して、「学校ストレッサー」のうち、「教師との関係」「友

人との関係」「学業への不安」によるストレスが軽減されれば、不登校などの予

防と解決に有効であると考えられる。 

今後、予防教育の一つとして、教師による継続的な絵本の読み聞かせを提案し

ていきたい。 

すべての子どもたちが、安心して過ごせる世界になり、未来への希望を持って

生きていってほしいと願っている 

 

 

 

【引用文献】 

石川晋（2013）『学び合うクラスをつくる！「教室読み聞かせ」読書活動アイデア 38』

明治図書、初版第 3 刷. 
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【巻末資料Ⅰ】脳の構造と機能について 

 

脳は大脳・小脳・脳幹によって構成されている。大脳の表面は、大脳皮質とい

い、さらに 4 つの部屋に分かれている。この大脳皮質の 4 つの部屋は、前頭葉、

頭頂葉、側頭葉、後頭葉といい、その中は、脳の働き方により、さらに細かな部

分に分けられている。 

大脳皮質は、さまざまな感覚情報を統合して、認知(知覚・思考)し、運動の指

令を行う。人間の言語機能にも重要な役割を果たす。それぞれの機能に対応した

大脳皮質の区分を「領野」（area）と言い、大きく 3 つに分かれる。視覚・聴覚・

味覚・体性感覚の 4 種類の感覚が入力される感覚野（視覚野、聴覚野、味覚野、

体性感覚野）、それらの情報が統合されて処理される「連合野」（前頭連合野、頭

頂・側頭連合野、辺縁連合野）、そして運動の命令を出力する「運動野」である。

人間では、特に連合野が最も大きな領域を占め、認知、意思決定、言語機能、精

神機能などの高次脳機能を司っている。 

 

１．前頭葉 

 

前頭葉の前頭連合野は精神活動を司る場所である。計画を立てたり、論理的な

判断をしたり、思考したり、創造したり、喜怒哀楽などの情動発現のコントロー

ルや、行動抑制に関与している部分である。前頭連合野は、側頭連合野や頭頂連

合野を始め脳の様々な領域から集まった情報をもとに認知し、実行する機能、情

動や、動機付けに関わる機能をもち、社会的な行動や論理的な判断など高度な精

神活動を司る脳の最高中枢であると考えられる。（池谷裕二 2015  p.58） 

前頭連合野は、前頭前野ともよばれる。一般に前頭葉という場合、この前頭前

野をさしている場合がある。この前頭前野が人では最も発達しているところで

ある。前頭前野の機能を調べるテストにストループテストというものがある。黄

色の文字で「緑」と書いてあり、これを「きいろ」と答えるためには、前頭前野

の働きが必要となる（『脳の教科書 こころ編』2013  p.16-17）。このように前

頭前野は、ストループテストにおいて、文字を学習したものにとって「緑」とい

う文字を読もうとする反応や行動を抑制する機能がある。 
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菊池太一・森悦朗（2010）は、前頭前野を、３つの領域、すなわち眼窩前頭皮

質、内側前頭前野、外側前頭前野に分けて、それらの機能を説明している。 

眼窩前頭皮質は、情動や意欲に関係する。すなわち本領域において、期待され

る報酬の種類や大きさ・価値に基づき、適切な情動反応や意思決定がなされる。 

内側前頭前野は、「心の理論」、共感、エピソード回想などに関与する。相手の

表情や声の変化によって心の状態を読み取るなどコミュニケーションに必要な

能力を備えている。 

外側前頭前野は、上部の背外側前頭前野と下部の腹外側前頭前野に分けられ

る。背外側前頭前野には、目的に応じて適切に目標を設定し、企図して目標に向

けた行動を開始して、さらにその結果を評価し、再利用していく遂行機能がある。

腹外側前頭前野は、衝動性や反応抑制に関与する。 

眼窩前頭皮質、内側前頭前野、外側前頭前野の三つの領域に接して、前頭前野

の先端部に位置する領域を前頭極という。前頭極は、自伝的回想や自己意識をモ

ニターする働きがあり、さらに快・不快情動発現にも関与しているのではないか

と考えられている。回想や自己意識に関与している前頭極や内側前頭前野は、安

静時に著明に活動する DMN（デフォルトモードネットワーク）の主要な構成領

域である。 

扁桃体は情動の中枢であり、「快・不快」「怖い・怖くない」を判断しているが、

その際、情動情報は、大脳皮質に送られて、記憶と照合され、分析される。前頭

葉腹内側部（眼窩前頭皮質）は外的な刺激の客観的性質とそれにともなって自己

にわきおこる情動を連合する場所と考えられている。この連合によって、「快、

善」「不快、悪」という価値を加えて意思決定をしている（『脳科学の教科書 こ

ころ編』2013  p.144）。このシステムは、一次感情のモニターシステムと考え

ることができる。次に、人間は社会環境の中で生活しているので、多数の確立し

た自己の集団で成り立っており、長期的価値と短期的価値が矛盾したり、多義的

で矛盾する価値が同時並行して存在する中で、行動選択を迫られる際に社会的

感情ともいえる二次感情が生じる（同上書 p.148）。その際に前頭前野が関与し

ていると考えられる。 

また、不快な情動が起こった時、扁桃体の賦活を抑制するため、前頭前野が活

動する。しかし、過度のストレスにより扁桃体の暴走が抑えられなくなると、心

拍数の増加や、自律神経の失調をきたし、皮質活動にも影響を及ぼし、記憶や学
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習に支障をきたすのみならず、心身にもダメージを与えることが考えられる（小 

泉英明編 2010  p.101）。しかしながら、脳と心のメカニズムはまだまだ解明

されておらず、神経科学的知識と、社会科学・人文科学的知識を融合させる必要

があるということである。 

前頭葉の最後部は一次運動野であり体の各部に対応する神経細胞から信号を

送り随意運動を制御する。その少し前の運動連合野では、熟練した運動の制御に

かかわり、前頭連合野から情報を受け取って運動を開始し、手順や計画を運動野

に支持する（池谷裕二 2015  p.54）。 

前頭葉後部下部の Broca 野は、運動性言語野であり、言葉を作り出す働きを

している。Broca 野は、言語活動にとって重要な脳の言語中枢に当たる部分であ

り、口を動かして言葉を発したり、手を動かして文字を書いたりする言語機能を

担う。人間が言葉を作り出すことができるのはこの部分があるからである。（池

谷裕二 2015  pp.54-55）。 

 

また、Broca 野（44 野）には、ミラーニューロンと呼ばれる他者の行動や情

動をみて、共感することのできる部分がある。さらに高次な社会的感情が生ま

れる基礎となる部分である（『脳の教科書 こころ編』2013 p.156）。 

この他、安静時に活動している脳の部分がある。代表的なものに、デフォルト

モードネットワーク（DMN）がある。DMN は、内側前頭前野、後部帯状回な

どである。DMN は課題時に活動は低下しているが、安静時には意図的に活動し

ているときの 20 倍にも達する活動をしているという。ヒトは睡眠時に記憶を整

理して定着させようとするが、この時に働いている領域は DMN の領域と一致

している。DMN は、過去の記憶の呼び出しや将来の展望を描いたりするのに重

要な役割をしている（池谷裕二 2015  p.122）。 

また、DMN で安静時に活動が高まる部分は、心の理論課題や、自己参照処理、

情動認知、社会認知に関わる領域である。DMN は安静時に活動を示す一方で、

認知課題を遂行している時は、課題に関連した領域は活動を高めるのに対して

DMN は活動の低下を示すことが多い（苧坂満里子 2013  pp.1-3）。 

中野珠実（2013）では、DMN は、過去を振り返ったり、将来のことを思いや

ったり、自分自身のことをあれこれ思ったり、自分自身や他者の心理状態を推察

したりなど、内的な思考に関与している可能性が高い。したがって外的処理の間
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は活動が低下し、内的処理の間に活動が増加する。つまり、この DMN は、外的

注意を要する課題では、ずっと抑制されているのが望ましいことになるが、映像

を集中して見ているときの一つの区切りに出現する瞬目に同期して増強すると

いう現象が発見された。それは、瞬目を介して、情報のまとまりを無意識に共有

するという過程を反映しており、瞬目が個人内の情報処理だけでなく、個人間の

相互作用という社会認知において重要な役割を果たしていることが明らかにな

ったとしている。 

 これまで、一般的には、f-MRI や NIRS によって、何かの課題をこなしてい

る時、血流が増えたところをみて、脳機能が活性化したという認識でとらえられ

ることが多かった。しかし、DMN にみられるように、何もしていないと思われ

ている安静時に、内的思考をして、血流が増えることがあることを考えると、

NIRS は、安静時をベースとして、血流動態の増減を測っていることより、DMN

の抑制をするような課題を行った時は、血流が減少したように捉えられる可能

性がある。この場合、血流動態は、減少していても、脳の機能としては、意味の

ある活動をしていることがあるといえる。 

学校教育においては、教授内容を聞くためには、外的注意が必要であるが、記

憶や、学習した内容を整理するには内的注意も必要である。どちらかに偏りすぎ

ても学習活動には支障が生じかねない。この脳における作業をバランスよく切

り替えながら、生活することが必要と考えられる。 

 

２．側頭葉・後頭葉・頭頂葉 

 

側頭葉の一次聴覚野では音を聞いて認識する。聴覚周辺野においては、一次聴

覚野で受け取った聴覚情報を過去の記憶と照合し、何であるか解釈する。左角回

（BA39 野）にて視覚情報（文字）が音声情報に変換され（音韻処理：文字を対

応する読み方に解読すること、decoding）され、側頭部後部の上のほうから頭頂

葉下部にかけての Wernicke 野（Brodomann ‘s area 以下 BA：BA22 野）へ送

られる（飛松ら 2011 p.29）。Wernicke 野（BA22 野）は、感覚性言語中枢と

もいい、聞いた言葉の意味を理解するために働く。一方で視覚野からの文字情報

が、下後頭側頭回（BA37 野）（紡錘状回）にも送られ、単語や語句をひとまと

まりとして認識（chunking）されたり（小枝達也ら 2010 p.51）、漢字など文
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字の形態を認識されたり（児島，1997、p.63）して、Wernicke 野（BA22 野）

へ送られる経路もある。そののち、神経回路を介して Broca 野（BA44.45 野）

とつながる。 

酒井邦嘉（2011）は、脳における言語機能について詳しく述べている。「一般

的に「本を読む」という行動は黙読をさすことが多い。「本を読む」ときには、

「活字は視覚的な刺激として与えられ、視神経を通じて脳の「視覚野」に入る。

視覚野は大脳皮質の後ろの後頭葉にあり、（中略）音声化できる活字はいったん

脳の中だけの「音」に変えられ、記憶との照合によって自動的に単語や文法要素

が検索される。検索された情報は、さらに、単語の意味や文を作る文法を分析す

るため、別の「言語野」へと送られる。そこで初めて「読む」という行為が結び

つくのである。（中略）左脳の後方には、「音韻（アクセントなど）」を扱う領域

と、「単語」の意味に関する領域がある。左脳の前方には、さらに「文法」をつ

かさどる領域と、文章の「読解」に必要な領域がある。後方の 2 つの領域は言語

の入力を受け取る役割も兼ねており、「文法」の領域は、理解だけでなく発話の

際にも働いている。」（酒井邦嘉 2011  pp.14-16）。つまり、文章の理解や文法

処理等の課題が課せられれば、音読でも黙読でもブローカ野は活動すると考え

られる。 

一方、音読、朗読、読み聞かせなどの音声を耳で聞く場合、音声情報は脳の側

頭葉にある一次聴覚野（BA41、42 野）に入る。そこから先は黙読と同様に

Wernicke 野（BA22 野）に入る。酒井（2011）では、活字、音声、映像で入力

の情報量を比較すると、活字＜音声＜映像の順に多くなり、同じ内容の文章を黙

読した際より、他人の朗読した音声を聞いた方が情報量としては多いことが示

されている。その理由を、「音声で聞いた場合は、文字だけでは区別のつかない

ニュアンスの違いなどが朗読した人によって適切に判断され、やイントネーシ

ョン（抑揚）や「間」を含めた音声表現として発話されるから」とされ、「話者

が誰であるかや、その人の気分や精神状態までも推察できるほどの情報が音声

には含まれている。（中略）音声と映像については、音声だけの場合より、それ

に少しでも視覚情報を加えた映像の方が入力される情報が多いのは明らかだ。」

（同上書 p.19）と述べられている。絵本の読み聞かせ聴取の場合は、音声だけ

でなく絵という視覚情報も入ることより、活字を読むより多くの情報が入力さ

れるということである。 
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これらの脳部位とその機能の研究は、発達性ディスレクシア（読み書き障害）

に関連して多くの研究がなされており、習熟の度合いと脳活動の強さの関係が

検討されている。小枝ら（2010）によると、文字の学習初期には、主に角回を使

って一字一字解読しながら読むので拾い読みになり、習熟してくると両側の下

後頭側頭回（紡錘状回）が働いて単語や語句をひとまとまりとして認識

（chunking）することができるようになるので、正確に早く読めるようになる

（小枝ら、2010、p.51）と述べられている。また、関あゆみら（2010）による

と、角回での音韻処理（decoding）が苦手な発達性ディスレクシアの場合、音読

の際、ブローカ野が代償的に強い活動を示すことが報告されている（関・小枝，

2010 pp.29-30）。ブローカ野は、角回における音韻処理が弱いときに、音韻処

理に補助的にかかわるとされている（同上書 p.29）。ブローカ野における強い

活動は、文章を読むことが困難な場合に努力して読んでいる状態を反映してい

ると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

図 A 言語処理に関連する脳の機能局在（数字はブロードマンエリア（BA）を表す） 
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３．大脳辺縁系 

 

さらに脳の内部には、感情や情動を司る大脳辺縁系と呼ばれる部分がある。大

脳辺縁系は、帯状回や、脳弓、扁桃体、海馬などの部位で構成されている。帯状

回は行動の動機付け、空間認知、記憶などに関わり、扁桃体は、恐怖や不安、好

き嫌いといった無意識にわく原始的な感情を司っている。海馬は日常的なもの

ごとの記憶に関わっている。 

脳はその部分単独で働くのではなく、同じような働きをする部分がつながっ

て、情報が次々に複雑で高次なところに伝達され働くのである。音を聞くときに

は、耳から刺激が入り、聴覚野、聴覚連合野へと伝わり、頭頂連合野へ伝達され

る。このように、脳の機能は、複雑な伝達システムによって構成されているので

ある。 

扁桃体は、感情生成そのものにかかわっており、恐怖に接すると賦活される。

その際、偏桃体が過剰に反応すると、前頭前野が抑制をする。腹外側前頭前野は、

特に右側が扁桃体の抑制に関連し、意図的な自己制御のようなトップダウン的

な感情抑制をおこない、腹内側前頭前野（眼窩前頭皮質）は無意識的であり、自

律的な感情や行動の制御を担っており、ボトムアップ的な扁桃体制御に関連し

ている（大河原美以  2011）。大河原（2011）では、子どものネガティブ感情を

承認し、安心感を与えることにより、子どもがおちつきを取り戻すことができる

ようにかかわる対応は、ボトムアップによる感情制御を求める対応であるとい

える。前頭前野の機能の向上が重視されるとき、一般には、前頭前野の高次な認

知機能により制御が強調されがちである。養育者による適切な保護により安心

感が喚起されることで興奮が収まるという経験を重ねることができる環境にあ

ることによって、安心感によるボトムアップ制御の機能が育つのではないかと

指摘している(同上書 p.221) 。 
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庄巖編著 『脳から見た言語 脳機能画像における医学的アプローチ』，pp.48-78． 

酒井邦嘉（2011）『脳を創る読書』，実業之日本社． 
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真澄編 『特異的発達障害診断・治療のための実践ガイドライン-わかりやすい診断
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【巻末資料Ⅱ】ｏｘｙ‐Ｈｂ濃度変化量と黙読速度の相関図 

外側前頭前野〔ch8、ch27（Broca野）〕 

前頭極〔ch13、ch29〕 

【図 I】音読時ｏｘｙ‐Ｈｂ変化量と黙読速度の相関図 

ｒ：ピアソンの相関係数 
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外側前頭前野〔ch8、ch27（Broca野）〕 

前頭極〔ch13、ch29〕 

【図 J】黙読時ｏｘｙ‐Ｈｂ変化量と黙読速度の相関図 

ｒ：ピアソンの相関係数 
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【巻末資料Ⅲ】絵本の読み聞かせに使用した絵本リスト 

１．読み聞かせに使用した絵本のリスト(A中学校) 
 

 

書名 

 

 

作者 

 

出版社 

 

出版年 

 

2011 (H23) 
 

1 うえにはなあにしたにはなあに 作：ﾛｰﾗ･M・ｼｪﾈｰ 絵：ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･ﾊﾞｯｼｭ 訳:木

坂 涼 

福音館書店 2008 

2 ミロとまほうのいし 作：マーヤヌ・フィスター 訳：谷川俊太郎 講談社 1998 

3 どんどこももんちゃん 作：とよたかずひこ  童心社 2001 

4 ９９９ひきのきょうだいのおひっ

こし 

作：木村研 絵：村上康成 ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2004 

5 せいぎのみかた 作：宮西達也 学研 2012 

6 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか

がわちひろ 

主婦の友社 2008 

7 のっぺらぼう 作：杉山亮 絵：軽部武宏 ポプラ社 2010 

8 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 

9 おばあちゃんのさがしもの 作：越智登代子 絵：ひがしなな 岩崎書店 2000 

10 ひつじのロッテ 作：ｱﾇ・ｽﾄｰﾅｰ 絵：ﾍﾝﾘｹ・ｳｲﾙｿﾝ 訳：大島

かおり 

ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2009 

11 うまれてきてくれてありがとう 作：にしもとよう 絵：黒井健 童心社 2011 

12 ねずみのよめいり 作：いもとようこ 金の星社 2010 

13 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 

14 しあわせミシュカ 作・絵：ﾏｰｶｽ･ﾌｨｽﾀｰ 訳：斉藤 洋 講談社 2000 

15 もったいないばあさん 作・絵：真珠まりこ 講談社 2008 

16 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵:石井聖岳 小学館 2008 

17 宮沢賢治 作:西本鶏介 絵:柿本幸造 ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2006 

18 てんごくのおとうちゃん 作・絵：長谷川義史  講談社 2008 

19 ぐるんぱのようちえん 作:西内ミナミ 絵:堀内誠一 福音館書店 1966 

20 さとしとすてねこ 作・絵：福田岩緖 ポプラ社 1995 

21 阿波の民話絵本 おかめ千げん 作:飯原一夫 (株)教育出版

センター 

1980 

22 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 

23 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 

24 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

25 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

26 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

27 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

28 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 

29 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

30 メイはなんにもこわくない(番外

②) 

作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

31 おきゃくおことわり？ 文：ﾎﾞﾆｰ･ﾍﾞｯｶｰ 絵：ｹｲﾃﾞｨ・ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞﾃﾞﾝﾄﾝ 

訳：横山和江 

岩崎書店 2010 

32 朋有り遠方より来る／論語 編：斉藤孝 イラスト：大滝まみ 草思社 2004 

33 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 

34 初天神 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 
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35 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 

36 いたずらラッコとおなべのほし 作：神沢利子 絵：長新太 あかね書房 1984 

37 にゃーご 作・絵：宮西達也 鈴木出版 1997 

38 ありがとう 作：石津ちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 

39 ええところ 作：くすのきしげのり 絵：ふるしょうよう

こ 

学研 2012 

40 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 

41 きたきつねのゆめ 作・絵：手島圭三郎 ﾘﾌﾞﾘｵ出版 2001 

42 大きな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 

43 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 

44 ばたん！ 作：ハインツ・ヤーニッシュ ひくまの出版 2005 

45 おおかみぐーのなつかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2010 

46 半日村 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1980 

47 あめだま 作：新見南吉 絵：長野ヒデ子 にっけん教育

出版 

2003 

48 おまえうまそうだな 作・絵：宮西達也 ポプラ社 2003 

49 じごくのそうべえ 作・絵：田島征彦 童心社 1978 

50 いなばの白うさぎ 文：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 

51 三びきのこぶた イギリス昔話 訳：瀬田貞二 福音館書店 1967 

52 えらいえらい！ 作：ますだゆうこ 絵：竹内通雅 そうえん社 2008 

53 あしなが 作・絵：あきやまただし 講談社 1999 

54 さくらの木 作：池田大作 絵：ワイルドスミス 聖教新聞社出

版局 

1996 

55 ちゅーちゅー 作・絵：宮西達也 鈴木出版 2010 

56 さかなはさかな 作・絵：レオ・レオニ 好学社 1975 

57 かさじぞう 作：瀬田貞二 絵：赤羽末吉 福音館書店 1966 

 

2012 （H24） 
 

1 ねこのけいさん 作・絵：浅沼とおる ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2011 

2 ゆきみち 作・絵：梅田俊作・佳子 ほるぷ出版 1986 

3 花さき山 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1969 

4 島ひきおに 作：山下明生 絵：梶山俊夫 偕成社 1973 

5 さんせーい！ 作・絵：宮西達也 ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2009 

6 にゃーご 作・絵：宮西達也 鈴木出版 1997 

7 おきゃくおことわり？ 文：ﾎﾞﾆｰ･ﾍﾞｯｶｰ 絵：ｹｲﾃﾞｨ・ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞﾃﾞﾝﾄﾝ 

訳：横山和江 

岩崎書店 2010 

8 ふくはうち 作：中川ひろたか 絵：長谷川義史 自由国民社 2010 

9 きみのかわりはどこにもいない 作：メロディー･ｶｰﾙｿﾝ 絵：ｽﾃｨｰﾌﾞﾋﾞｮｰｸﾏﾝ 

訳：徳永大 

いのちのこと

ば社 

2000 

10 わたしはひろがる 作：岸武雄 絵：長谷川知子 子どもの未来

社 

2010 

11 あしなが 作・絵：あきやまただし 講談社 1999 

12 あいのうた 作：ｻﾑ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ 絵：ミク･ﾓﾘｳﾁ 訳：中川ひ

ろたか 

講談社 2007 

13 どんどこももんちゃん 作：とよたかずひこ 童心社 2001 

14 ゆきおんな 作：まつたにみよこ 絵：朝倉摂 ポプラ社 1969 

15 きたきつねのゆめ 作・絵：手島圭三郎 ﾘﾌﾞﾘｵ出版 2001 

16 いたずらラッコとおなべのほし 作：神沢利子 絵：長新太 あかね書房 1984 

17 さるかに 作：松谷みよ子 絵：滝平二郎 岩崎書店 1967 

18 どろんここぶた 作・絵：ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾛﾍﾞｰﾙ 訳：岸田衿子 文化出版局 1971 

19 七本の焼けいちょう 作：日野多香子 絵：さいとうりな くもん出版 2001 
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20 どっどどどどうど雨ニモマケズ 作：宮沢賢治 編：斎藤孝 絵：下田昌克 草思社 2004 

21 落語絵本２まんじゅうこわい 作・絵：川端誠 ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 

22 えんぴつびな 作：長崎源之助 絵：長谷川知子 金の星社 1984 

23 どんなかんじかなあ 作：中山千夏 絵：和田誠 自由国民社 2005 

24 ありがとう 作：いしづちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 

25 ４こうねんのぼく 作・絵：ひぐちともこ 草炎社 2005 

26 ふゆめがっしょうだん 作：長新太 写真：冨成忠夫 福音館書店 1990 

27 千の風になって ちひろの空 作：新井満 絵：いわさきちひろ 講談社 2006 

28 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 

29 だいじょうぶだいじょうぶ 作・絵：いとうひろし 講談社 2006 

30 スイミー 作・絵：レオ・レオニ 好学社 1986 

31 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 

32 じごくのそうべえ 作・絵：田島征彦 童心社 1978 

33 シャワーをあびて 作：高畠純 TOTO出版 1992 

34 ちいさなぜケイエ 作・絵：ﾅﾀﾘｰ･ﾃﾞｨｴﾃﾙﾚ 訳：しみずれいな 大日本絵画 2011 

35 ちがうけどおんなじ 作：ﾒﾗﾆｰ･ｳｫﾙｼｭ 訳：木坂涼 コンセル 2009 

36 わたししんじてるの 作・絵：宮西達也 ポプラ社 2011 

37 にじ 作：ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄﾞ・ﾋﾟｰ・ﾙﾌﾟﾚﾋﾄ 絵：ﾖｾﾞﾌ・ｳｨ

ﾙｺﾝ 訳：いずみち 

らんか社 1989 

38 ながいながーい 作・絵：かつらこ くもん出版 2009 

39 あかちゃんおうさま 作・絵：のぶみ 草炎社 2005 

40 ほしとたんぽぽ 作：金子みすず 絵:上野紀子 JULA出版局 1985 

41 大どろぼうくまさん 作・絵：ふりやかよこ 教育画劇 1993 

42 ３匹のやぎのがらがらどん 絵：ﾏｰｼｬ･ﾌﾞﾗｳﾝ 訳：せたていじ 福音館書店 1965 

43 きょうはなんてうんがいいんだろ

う 

作・絵：宮西達也 鈴木出版 1998 

44 たいせつなきみ 作:ﾏｯｸｽ・ﾙｹｰﾄﾞ 絵ｾﾙｼﾞｵ・ﾏｲﾃｨﾈｽ いのちのこと

ば社 

1998 

45 ともだちや 作：内田麟太郎 絵：降矢なな 偕成社 1998 

46 ともだちくるかな 作：内田麟太郎 絵：降矢なな 偕成社 1999 

47 くまくんと６匹のしろいねずみ 作・絵：ｸﾘｽ・ｳｫｰﾒﾙ 訳：吉上恭太 徳間書店 2011 

48 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 

49 ジオジオのかんむり 作：岸田衿子 絵：中谷千代子 福音館書店 1978 

50 そらまめとわらとすみ 日本民話 絵：川上越子 鈴木出版 2008 

51 おかあさんはね 作：村上洋子 絵：森谷明 ポプラ社 2002 

52 はるをさがしに 作・絵：亀岡亜希子 文渓堂 2004 

53 にぐるまひいて 作：ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ・ﾎｰﾙ 絵：ﾊﾞｰﾊﾞﾗ・ｸｰﾆｰ 訳：も

きかずこ 

ほるぷ出版 1980 

54 黒い太陽のおはなし 作：寮美千子 絵：佐竹美保 小学館 2009 

55 ともだちやもんなぼくら 作：くすのきしげのり 絵：福田岩緖 えほんの杜 2011 

56 ゆらゆらばしのうえで 作：きむらゆういち 絵：はたこうしろう 福音館書店 2003 

57 forever young はじまりの日 作：ﾎﾞﾌﾞ・ﾃﾞｨﾗﾝ 絵：ﾎﾟｰﾙ・ﾛｼﾞｬｰｽ 訳：ｱ

ｰｻｰ･ﾋﾞﾅｰﾄﾞ 

岩崎書店 2010 

58 からすのぱんやさん 作・絵：かこさとし 偕成社 1973 

59 ながいいぬのかいかた 作・絵：矢玉四郎  ポプラ社 2000 

60 うんこダスマン 作：村上八千世 絵：せべまさゆき ほるぷ出版 2001 

61 ええところ 作：くすのきしげのり 絵：ふるしょうよう

こ 

学研教育出版 2012 

62 まーくんだいすき 作：きむらゆういち 偕成社 2000 

63 あめのひのトランペット 作：安房直子 絵：葉祥明 金の星社 1980 

64 おおきな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 

65 ことわざの絵本 作：西本鶏介 絵：高部春市 鈴木出版 2008 
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66 かっぱどっくり 作：萩坂昇 絵：村上豊 童心社 2000 

67 くまさんのおなか 作・絵：長新太 学研 1999 

68 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵：石井聖岳 小学館 2008 

69 はやおきミルトン 作:ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾗｳｽ 絵：ﾎｾ･ｱﾙｴｺﾞ ｴｱﾘｱﾝ・ﾃﾞｭｳ

ｪｲ訳：長谷川四郎 

ほるぷ出版 1978 

70 せいぎのみかた 作・絵：宮西達也 学研 2012 

71 わいもくん たんじょうの巻 作：トータス松本  講談社 2005 

72 ゆっくりがいっぱい 作・絵：ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ 訳：くどうなおこ 偕成社 2003 

73 おれはなにわのライオンや 作：さねとうあきら 絵：長谷川知子 文渓堂 1995 

74 はやくおおきくなりたいな 作：サトシン 絵：塚本やすし 佼成出版社 2012 

75 ディロンずっとそばにいるよ 作：井上こみち 絵：中辻悦子 教育画劇 2006 

76 のっぺらぼう 作：杉山亮 絵：軽部武宏 ﾎﾟﾌﾟﾗ社金の星

社 

2010 

77 ちからをあわせて 作・絵：ﾆｯｸ・ﾊﾞﾄﾜｰｽ 訳：はやしまみ 金の星社 1995 

78 とうさんはタツノオトシゴ 作･絵：ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ 訳：佐野洋子 偕成社 2006 

79 あさになったのでまどをあけますよ 作・絵：荒井良二 偕成社 2011 

80 ぶんぶんぶるるん 作：ﾊﾞｲﾛﾝ･ﾊﾞｰﾄﾝ 訳：手島悠介 ほるぷ出版 1975 

81 またぶたのたね 作：佐々木マキ 絵本館 2009 

82 へそのお 作：中川ひろたか 絵：石井聖岳 PHP 研究所 2004 

83 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 

84 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 

85 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

86 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

87 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

88 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

89 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 

90 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

91 メイはなんにもこわくない(番外②) 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

92 めぐろのさんま 作・絵：川端誠 ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2001 

93 さるかにがっせん 作：舟崎克彦 絵：浅賀行雄 小学館 2009 

94 ラーメンちゃん 作：長谷川義史 絵本館 2011 

95 めっきらもっきらどおんどん 作：長谷川摂子 絵：降矢なな 福音館書店 1990 

96 いいおかお 文：松谷みよ子 絵：瀬川康夫 童心社 1967 

97 忍者にんにく丸 作・絵：川端誠 BL 出版 2005 

98 たかこ 作：清水真裕 絵：青山友美 童心社 2011 

99 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 

100 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 

101 ゆきだるまのメリークリスマス 作：ｳﾞｫﾙﾌｫﾗﾑ･ﾍﾈﾙ 絵：ﾕｰﾘ･ｳﾞｧｰｽ  訳：い

ずみちほこ 

文渓堂 2008 

102 急行「北極号」 作・絵：ｸﾘｽ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾙｽﾞﾊﾞｰｸﾞ  訳：村上春樹 あすなろ書房 2003 

103 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 

104 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか

がわちひろ 

主婦の友社 2008 

105 ふくびき 作：くすのきしげのり 絵：狩野富貴子 小学館 2010 

106 はりねずみと金貨 作：ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｵﾙﾛﾌ 絵：ｳﾞｧﾚﾝﾁﾝ･ｵﾘｼｳﾞｧﾝｸﾞ 

訳：田中潔 

偕成社 2003 

107 小さなもののいのり 作：ｴﾘﾅｰ・ﾌｧｰｼﾞｮﾝ 絵：ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｵｰﾄﾝ･ｼﾞｮｰ

ﾝ 訳：しまたよ 

新教出版社 2010 

108 トンちゃんってそういうネコ 作・絵：MAYAMAXX KADOKAWA 1999 

109 ぼちぼちいこか 作：ﾏｲｸ･ｾｲﾗｰ 絵：ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾞﾛｽﾏﾝ 訳：今江祥智 偕成社 1980 

110 あなた 文：谷川俊太郎 絵：長新太 福音館書店 2012 

111 はじめてのふゆ 作・絵：ﾛﾌﾞ･ﾙｲｽ 訳：船渡佳子 ほるぷ出版 1992 
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2013 (H25) 
 

1 だいじょうぶだいじょうぶ 作・絵：いとうひろし 講談社 2006 

2 ありがとう 作：石津ちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 

3 しげちゃん 作：室井滋 絵：長谷川義史 金の星社 2011 

4 ハスの花の精リアン 作：チェン・ｼﾞｬﾝﾎﾞﾝ 訳：平岡 敦  徳間書店 2011 

5 くつやのねこ 作：いまいあやの  BL 出版 2010 

6 ハエくん さく：ｸﾞｽﾃｨ 訳：木坂 涼  ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2007 

7 あかちゃんおうさま 作・絵：のぶみ 草炎社 2005 

8 ほしとたんぽぽ 作：金子みすず 絵:上野紀子 JULA出版局 1985 

9 イソップのおはなし 絵：降矢なな 再話：木坂 涼 ｸﾞﾗﾝまま社 2009 

10 おこる 作：中川ひろたか 絵：長谷川義史 金の星社 2008 

11 いいからいいから③ 作・絵：長谷川義史 絵本館 2007 

12 あめだま 作：新見南吉 絵：長野ヒデ子 佼成出版社 1995 

13 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 

14 まさ夢いちじく 作：ｸﾘｽ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾙｽﾞﾊﾞｰｸﾞ 訳：村上春樹 河出書房新社 1994 

15 わすれられないおくりもの 作：スーザン・バーレイ 小川仁央 1986 

16 トラのおんがえし 作：谷真介 絵：赤坂三好 佼成出版社 2006 

17 やさいのおなか 作・絵：きうちかつ 福音館書店 1997 

18 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 

19 給食番長 作・絵：よしながこうたく  好学社 2014 

20 青葉の笛 作：あまんきみこ 絵：村上豊 ポプラ社 2007 

21 わらしべちょうじゃ 作：さいごうたけひこ 絵：さとうちゅうりょう ポプラ社 1980 

22 仙女ときこり 作：神谷丹路 イラスト・原著 金正愛 岩崎書店 2002 

23 ｳｪﾝ王子とトラ 作：チェンジャンホン、訳：平岡敦 徳間書店 2007 

24 おかあちゃんがつくったる 作・絵：長谷川義史 講談社 2012 

25 ヤクーバとライオン 作：ティエリー・デデュー 訳：柳田邦夫 講談社 2008 

26 どんどこももんちゃん 作・絵：とよたかずひこ 童心社 2001 

27 かえるのつなひき 作・絵：儀間比呂志 福音館書店 1998 

28 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵:石井聖岳 小学館 2008 

29 からすのおかしやさん 作・絵：かこさとし 偕成社 2013 

30 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 

31 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 

32 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

33 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 

34 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

35 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 

36 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 

37 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

38 メイはなんにもこわくない(番外②) 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 

39 わたしはひろがる 作：岸武雄 絵：長谷川知子 子どもの未来社 2010 

40 ふくびき 作：くすのきしげのり 絵：狩野富貴子 小学館 2010 

41 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 

42 かさこじぞう 作：岩崎京子 絵：村上幸一 小学館 1988 

43 こびととくつや 作：グリム 絵：ｶﾄﾘｰﾝﾌﾞﾗﾝﾄ 訳：藤本朝巳 平凡社 2002 

44 モチモチの木 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1971 

45 いっすんぼうし 作：松谷みよ子 絵：太田大八 にっけん教育出

版 

2008 

46 どんなかんじかなあ 作：中山千夏 絵：和田誠 自由国民社 2005 

47 あのねサンタの国ではね 作 ： 嘉 納 純 子 、 松 本 智 年 、 一 色 恭 子    

絵：黒井健 

偕成社 1990 



140 

 

48 きみがおしえてくれた 作：今西乃子 絵：加納果林 新日本出版社 2013 

49 さるるるる 作：五味太郎 絵本館 1980 

50 ダサいぬ 作：ﾀﾞﾝ･ﾔｯｶﾘｰﾉ 訳：もとしたいずみ 講談社 2003 

51 ゆきおんな 作：中脇初枝 絵：佐竹美保 小学館 2009 

52 へびくんのおさんぽ 作・絵：いとうひろし 鈴木出版 1992 

53 たこやきかぞく 作・絵：にしもとやすこ 講談社 2008 

54 手ぶくろをかいに 作：新見南吉 絵：黒井健  偕成社 1988 

55 どんぶらどんぶら七福神 作：みきつきみ 絵：柳原良平 こぐま社 2011 

56 島ひきおに 作：山下明生 絵：梶山俊夫 偕成社 1973 

57 きたきつねのしあわせ 作・絵：手島圭三郎 絵本塾出版 2011 

58 ことわざの絵本 作：西本鶏介 絵：高部春市 鈴木出版 2008 

59 エゾオオカミ物語 作・絵：あべ弘士 講談社 2008 

60 あいしているから 作：ﾏｰｼﾞｮﾘｰﾆｭｰﾏﾝ 、ﾊﾟﾄﾘｯｸﾍﾟﾝｿﾝ 訳：久山

太市 

評論社 2003 

61 おじいちゃんがおばけになったわけ 作:ｷﾑ･ﾌｫﾌﾟｽｵｰｶｿﾝ 絵:ｴｳﾞｧエリクソン 

訳：菱木晃子 

あすなろ書房 2005 

62 みょうがやど 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2012 

63 初天神 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 

64 おじいちゃんのごくらくごくらく 作:西本鶏介 絵:長谷川義史 鈴木出版 2006 

65 たいせつなこと 作:ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾜｲｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ  ﾚﾅｰﾄﾞﾜｲｽｶﾞｲﾄﾞ  ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2001 

66 ふじさんファミリー 作:宮西達也 金の星社 2012 

67 ごめんねともだち 作：内田麟太郎 絵：降矢なな かいせい 2001 

68 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか

がわちひろ 

主婦の友社 2008 

69 おにのめん 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2001 

70 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 

71 なにをたべたかわかる？ 作・絵：長新太 絵本館 2003 

72 ぜつぼうの濁点 作：原田宗典 絵：柚木沙耶郎 教育画劇 2006 

73 カミさま全員集金！ 作：内田麟太郎 絵：山本孝 岩崎書店 2006 

74 やまなしもぎ 作：平野直 絵：太田大八 福音館書店 1977 

75 おおきな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 

76 くまくんのトロッコ 作：ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾜｲﾙﾄﾞｽﾐｽ 訳：はぎようこ らくだ出版 1976 

77 朋有り遠方より来る／論語 編：斉藤孝 イラスト：大滝まみ 草思社 2004 

78 かいじゅうらんどせる 作：大石真 絵：阿部肇 ポプラ社 1985 

79 なりました 作：内田麟太郎 絵：山口マオ 鈴木出版 2004 

80 ゆきひめ 作：大川悦男 絵：上野紀子 ポプラ社 1977 

81 ワンガリの平和の木 作：ジャネットウインター 絵：福本友美子 BL 出版 2010 

82 メチャクサ 作：ジョナサン・アレン 訳：岩城敏之 ｱｽﾗﾝ書房 1993 

83 りきしのほし 作：加藤休ミ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2013 

84 かもとりごんべえ 作：西郷竹彦 絵：瀬川康夫 ポプラ社 1968 

85 すてきな三にんぐみ 作:トミー･ウンゲラー 訳:今江祥智 偕成社 1969 

86 たんぽぽ 作・絵：平山和子  福音館書店 1976 

87 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 

88 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 

89 きみはきみだ 写真・文：斉藤道雄 子どもの未来社 2010 
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２．読み聞かせした本のリスト（B中学校） 

日 組 書名 作者 画家 訳者 出版社 出版年

5月25日 2 ともだち 講談社 1985

5月26日 1 おじいちゃん ｼﾞｮﾝﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑ 谷川俊太郎 ほるぷ出版 1985

5月27日 1 かぜのでんわ 金の星社 2014

5月28日 1 となりのせきのますだくん ポプラ社 1991

5月29日 1 はらぺこあおむし もりひさし 偕成社 1976

1 たまごにいちゃん 鈴木出版 2001

4 たまごにいちゃん 鈴木出版 2001

6月2日 1 たまごねえちゃん 鈴木出版 2005

3 バムとケロの日曜日 文渓堂 1994

4 バムとケロの日曜日 文渓堂 1994

6月4日 4 あしたもともだち 内田麟太郎 降矢奈々 偕成社 2000

6月5日 4 ぐりとぐら なかがわりえこ おおむらゆりこ 福音館書店 1967

6月8日 4 パパおつきさまとって 偕成社 1986

6月9日 3 まんぷくでーす PHP研究所 2004

6月10日 4 注文の多い料理店 バロル社 1995

6月11日 1 ぼくがラーメンを食べているとき PHP研究所 2007

6月15日 1 ありがとうともだち 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2003

6月16日 3 注文の多い料理店 バロル社 1995

6月19日 2 ともだちひきとりや 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2002

6月22日 2 となりのせきのますだくん ポプラ社 1991

6月24日 2 手ぶくろを買いに 新見南吉 黒井健 偕成社 1988

6月25日 2 さつまのおいも 中川ひろたか 村上康成 童心社 1995

6月26日 2 うちにかえったガラゴ 文渓堂 2002

6月30日 2 ぼくがラーメン食べてるとき PHP研究所 2007

7月1日 2 だいじょうぶだいじょうぶ 講談社 1995

7月2日 1 おじいちゃん 谷川俊太郎 ほるぷ出版 1985

7月3日 2 おまえうまそうだな ポプラ社 2003

7月6日 2 ながいながいすべりだい 偕成社 1987

7月7日 4 おじいちゃんがおばけになったわけ ｷﾑ･ﾌｫﾌﾟｽｵｰｶｿﾝ ｴｳﾞｧｴﾘｸｿﾝ 菱木晃子 あすなろ書房 2005

7月8日 1 おじいさんのたび アレン・セイ 大島秀美 ほるぷ出版 2002

7月9日 2 ごめんねともだち 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2001

7月10日 4 ぐりとぐら なかがわりえこ おおむらゆりこ 福音館書店 1967

7月13日 2 バムとケロのにちようび 文渓堂 1994

7月14日 2 いっきょくいきま～す PHP研究所 2005

7月15日 2 上へまいります PHP研究所 2003

宮沢賢治

太田大八

島田ゆか

島田ゆか

あきやまただし

あきやまただし

あきやまただし

いもとようこ

武田美穂

ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ

長谷川義史

長谷川義史

武田美穂

6月1日

6月3日

長新太

島田ゆか

島田ゆか

長谷川義史

いとうひろし

ｼﾞｮﾝﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑ

宮西達也

ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ

長谷川義史

宮沢賢治

長谷川義史
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３．中学生のために選書した絵本リスト 

中学生に対するおすすめ絵本 50 

 書名 作 訳 絵 出版社 出版年 

1 スーホの白い馬  大塚勇三 赤羽末吉 福音館書店 1967 

2 おおはくちょうのそら 手島圭三郎   リブリオ出版 2001 

3 オリビア イアンファルゴー 谷川俊太郎  あすなろ書房 2001 

4 ゴンダールのやさしい光 みなみななみ  葉祥明 自由国民社 2001 

5 注文の多い料理店 宮沢賢治  小林敏也 バロル社 1995 

6 雪渡り 宮沢賢治  たかしたかこ 偕成社 1990 

7 おきなぐさ/いちょうの実 宮沢賢治  たかしたかこ 偕成社 1992 

8 どんぐりと山猫 宮沢賢治  高野玲子 偕成社 1989 

9 よだかの星 宮沢賢治  中村道雄 偕成社 1987 
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